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専科一期生の活動記録 

（H2１.4.1～R3.3.31） 

思い出の踏み跡 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊奈学園専科一期の会 
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表紙絵はまちづくりコース 山田泰子さんの作品です 
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専科一期の会思い出の踏み跡発刊に寄せて 
 

専科一期の会会長 瀧澤 正高 

 

昨年は新型コロナウィルス・世界の感染者 4040 万人、死者は 111 万人超す

ざましい勢いで今も増加しています。紛争や自然災害に加え、新型コロナ

ウィルスの感染拡大で飢餓の状況が厳しさを増している昨今、令和 2 年の

ノーベル平和賞を飢餓の現場に食料を届ける「国連世界食糧計画」に授与

することが決まりました。地球を救うには気候変動アクションで社会を変

えていかねば成らないと思います。サステナブル・リカバリーの考え方が必要と思われま

す。一人一人の環境に対する考え方を強くすることが求められます。 

専科一期を卒業して 12 年が経過しました。長いようで短い期間でした。大勢の皆さんの協

力のお陰で今まで継続して頂き感謝しています。「ワンコインで、オリンピックまで楽しく

団結」の合言葉で続いてきました。2020 東京オリンピック・パラリンピックは残念ながら

2021 年に延期されました。 

専科一期の会ホームページは岡村さんのご尽力により他の校友会より充実した内容で読み

応えがありました。クラブ活動では手話ダンス同好会、太極拳クラブ、俳句ゆめクラブ、

俳句遊クラブ、グラウンドゴルフ、卓球クラブ等の活動報告をいただき、ホームページ掲

載の内容がとても充実になり感謝申し上げます。 

長い現役時代を引退して、いきがい大学伊奈学園に入学して色々な事を学び、良き仲間も

出来て、充実した人生を歩むことが出来たのは望外の喜びです。 

「思い出の踏み跡」集を発刊し、皆様に読んで頂けることはこの上ない喜びです。 

皆様の今後のご活躍とご多幸をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

4

専科一期校友会の仲間の出会いはここから始まる 
専科一期の会ＨＰ管理人 岡村昭則 

いきがい大学伊奈学園専科コースは、平成２１年度から新しく開設された

一年制課程コースで、従来の一年制課程よりも、より実践的な学習につとめ、

社会の変化に対応できる能力を身につけ、社会参加による生きがいを高め、

卒業後は地域活動のリーダーとして、活躍することを目的として開設されま

した。思い返せば、私達の出会いは平成２１年４月１７日に「さいたま市文

化センター」で行われた「いきがい大学入学式」に始まり、初めての顔合わ

せは４月２０日に県民活動センターで行われた「いきがい大学伊奈学園始業式」です。一

年制コースは、健康づくりコース、郷土を知るコース、まちづくりコースと３コースがあ

り、入学された皆さんは、それぞれが目標を持ち、期待を寄せながら各コースを目指した

ことでしょう。始業式が終われば、コース別の部屋でそれぞれの自己紹介が始まると、初

めての出会いなので聞くことすべてに新鮮な反響がありました。 

５月１２日、自治会役員とクラブ役員の選出では、特に自治会役員選出には自発的に引

き受けてくれる人も少なく難儀したことは言うまでありません。何とかコース別の自治会

役員も決まり、５月２６日の自治会設立総会にこぎ着けることが出来きました。総会前に

コース役員全員で、役職、規約、事業計画、予算等を審議して設立総会の準備も終わりま

した。５月２６日の自治会設立総会では、提案された４議案で大揉めしましたが、修正さ

れて了承されました。ここに専科一期生自治会はスタートし、イナ・ヴォイス委員会とホ

ームページ委員会も活動を開始しました。 

 事業計画の目玉は学園祭と社会見学です。特に学園祭の取組は、学園祭運営の裏方とし

ての取組と、各コースの出し物の取組があり、約５ヶ月間の準備が大変だったことは言う

までもありません。専科一期生も猛練習して出演し成功裡に終わりました。社会見学は群

馬県の水澤寺と、明治の近代化を支えた旧官営富岡製糸場の見学です。当時、富岡製糸場

は世界遺産に登録されていなかったので混雑もなく見学することが出来きました。 

 また、クラブ活動も卓球クラブをはじめ８クラブが設立され、大勢の方が参加され楽し

く活動していましたが、瞬く間に卒業が目の前に迫ってきました。卒業前に自治会から校

友会に切り替えるために、２２年３月９日に専科一期自治会解散総会と専科一期校友会設

立総会が開催され、ここに専科一期校友会のスタートの運びとなりました。 

 専科一期生の半数以上が卒業後、二年生に進学されたことから、進学された方が二年制

を卒業されるまでは専科一期校友会も順風満帆でしたが、二年制を卒業されると退会者も

多くなり会員は減少の一途となり、会長を二回続けた田中忠さんの提案から、何しろ東京

オリンピックまで校友会を維持することをモットーに、校友会運営を見直して２６年３月

に伊奈連協を退会し、更なる会員の減少から大きく構造改革された「ゆるやかな専科一期

の会」を発足させ再スタートして今日に至っています。東京オリンピック終了を一つの区

切りとして、１２年間仲間と交流した思い出を人生の中の１ページとして残したいの一心

で「思い出の踏み跡」を編集してきました。新型コロナウイルスの世界的な流行でオリン

ピックも延期されたものの不透明な状況です。コロナ感染防止の影響で校友会活動も大き

な影響を受ける中で、「思い出の踏み跡」を皆様にお届けできることはこの上ない喜びです。

心の本箱に格納し、末長く愛読していただけることを願ってやみません。 
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目 次 
専科一期生として１２年にわたる踏み跡発刊について     一期の会会長 

専科一期の会の仲間の出会いはここから始まる                ＨＰ管理人 

０１、専科一期生自治会設立総会                       

０２、自治会事業計画・実施                         

０３、平成２２年３月１５日専科一期生卒業記念写真  

０４、卒業懇親会風景                                    

０５、専科一期の会・会員数の変遷・各年度会長名と各年度予算・決算        

０６、校友会事業各年間別会員参加者延べ人数 

０７、ＨＰに活動を掲載したクラブと各コースの各年間別会員参加者延べ人数 

０８、Ｈ２１年度～Ｒ２年度別校友会活動報告 

０９、各クラブ別活動紹介 

１０、あとがき                         副会長 

 

★別冊 １２年間を振り返っての「思い出の記」に３２名の投稿をいただきました。あり 

がとうございました。 
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いきがい大学伊奈学園専科一期生として 

いきがい大学入学式 いきがい大学伊奈学園 始業式 

★いきがい大学伊奈学園専科コースは、平成２１年度から開設された一年制課程コ

ースで、それまでの一年制課程よりも、専門別に特化して、より実践的な学習につ

とめ社会の変化に対応できる能力を身につけ、社会参加による生きがいを高め、卒

業後は地域社会のリーダーとして、活動することを目的として設置されました。私

たちは名誉ある専科コース一期生として入学しました。              

★４月１７日の入学式では、「いきがい大学は高齢化の進む中で昭和５１年設立以

来２７、０００名を越える卒業生を輩出してきました。高齢化率２０％を超え、年

金・医療等、問題になっています。入学された皆さんには元気で活力のある地域社

会作りに活躍して頂く様、期待いたします。いきがい大学では広く仲間を見つけ、

多いに仲間との交流を深めて、楽しい学園生活を送ってください」と学長の上田清

司県知事の祝辞を受けました。 

いきがい大学に想いを馳せ、明るい希望に満ちた気持ちでいっぱいであり、いき

がい大学で勉学に励み、今後の学習を踏まえ、ふるさと埼玉のため、地域社会の一

員として貢献できる様、努力する。決意を新たにさせる、入学式でした。 
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専科一期生自治会設立総会(H21.5.26) 
自   自治会役員の紹介 

自治会長 鈴木 玉太郎（健康づくりコース） 

副会長 若林 今朝六（健康づくりコース） 

副会長 齊藤 晃（郷土を知るコース） 

副会長 石田 孝彦（まちづくりコース） 

会計主幹 新井 貞男（健康づくりコース） 

会計 岡田 時雄（郷土を知るコース） 

会計 吉沢 幸男（まちづくりコース） 

監事 浅見 法子（郷土を知るコース） 

監事 大島 修（まちづくりコース） 

理事 イナ・ヴォイス委員 ２名（各コース２名から選出） 

 ホームページ委員  ２名（各コース３名から選出） 

 各コース理事３名  ９名 

計 役員 ２２名 

クラブ 
卓球、墨彩、朗読、太極拳、陶芸、パソコン、囲碁 

グラウンドゴルフ 

自治会事業計画・実施 

事 業 名 月   日 場   所 摘   要 

第１期専科学生 

自治会設立総会 

平成２１年 

５月２６日 

県民活動総合センタ

ー 

会則、事業計画、予算、 

役員の決定 

★校内環境美化運動 ９月～１１月 県民活動総合センター ２年制と連携し実施 
★社会見学 ９月２９日  富岡製糸場外 担当：健康づくりコース 

★学園祭 

 
１０月２１日～２２日 県民活動総合センター  

 
各コース、各クラブの演技。 

主担当：郷土を知るコース 

ホームパージの運営 

 

平成２１年１０月 

２２年３月 
 

（別途委員会を構成） 

うち２名を理事に選出 

イナ・ヴォイスの運営 平成２１年１０月 

２２年３月 
  

（別途委員会を構成） 

うち２名を理事に選出 
第一期学生自治会解散総会 平成２２年３月９日 県民活動総合センター  
第一期生校友会設立総会 平成２２年３月９日 県民活動総合センター  

 

●校内環境美化運動＝11/2 伊奈学園敷地内＝ 

 １１月２日早朝、小雨の中で県

活センターの美化活動を実施し

ました。専科の３クラスが氏家所

長の号令で作業開始、表通り前面

の花壇予定地に点在する大石・小

石を集中的に清掃。約３０分間の

活動でした。 
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●社会見学会＝21.9/29 水澤寺～旧富岡製糸場＝ 

 伊奈学園専科コースに入学して１年間の学習計表をいただき、目を通して一番楽しみに

していたのは、誰しも県外社会見学ではなかったのではないでしょうか。今回は健康づく

りコースの皆さんが担当し企画されました。 

★水澤寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   初紅葉千手観音像拝す      梅田 博 

                 山寺の初そばを買い土産とす   岡村昭則 

★旧富岡製糸場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    製糸工場前にサルビア燃えにけり 梅田 博 

                  ★織り姫の明治の秋を偲びけり   岡村昭則 
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●いきがい大学伊奈学園第２０回学園祭＝10.21～22 県民活動センター＝ 

 二日間県民活動総合センターで開催されました。２１日（水）は小ホ

ールで在校生（専科）、各クラブの演技発表、中央通路ではバザーの開

催。２２日は小ホールで校友会（ＯＢ）の活動事例発表、在校生（１９

期、２０期）の演技発表が行われました。発表会では日ごろ練習してき

た成果を十分に発揮されて、会場で盛大な拍手喝采をうけました。又、

２０日から２３日まで１階展示コーナーで創作品展示があり、多くの作

品が出品されました。 
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専科第一期生修業式行わる！ 
３月９日、セミナーホール２で専科第一期生の修業式が執り行われました。まずは３６回

の講座日程を休むことなく出席されたみなさん

に、いきがい大学学長（代読伊奈学園氏家所長）

から３６名（郷土を知るコースは一番多い１５

名）の方が授与されました。 

 授与終了後、氏家所長から卒業生を前に挨拶

がありました。「伊奈学園専科一期生として各

地域から集い、ここでの新しい出会いや培った

こと

を大

切にしていただき、一過性のものとしてではな

く、活動することで人生を豊かにしてほしい。

また、最近、亡くなった二十年前の一期卒業生

が伊奈学園で学んだ感動を忘れることなく日常

生活の中で活かし続けた素晴らしさに、その子

供さんも感動して専科に入学して二年制に進み

たい」という話も披歴して挨拶を締めくくりま

したが、私も卒業後は学んだことを地域で生かしたいと思います 

専科第一期学生自治会解散 

 昨年５月２６日に自治会が設立されて以来、今日までの事業報告、会計報告等の議案が

提出されて、残金は次期校友会に引き継ぐことを含め拍手で承認され、自治会は解散しま

した。自治会役員の皆様、一年間お疲れ様でした。引続き専科第一期校友会設立総会が開

催されました。 

専科第一期校友会設立！ 

 郷土を知るコースの次期校友会副会長

候補の北氏さんが司会を務め、次期校友会

会長候補の田中忠さんを議長等に選出し、

校友会設立に向けて議事進行をすすめ、校

友会会則、活動計画、予算案、役員等の議

案説明後、満場一致で承認され専科第一期

校友会は設立されました。新任役員紹介を

行い総会は終了しました。会員の方々が気楽に参加できる校友会作りを、郷土を知るコー

スが先頭に立って準備に取組んで来ました。この一年間、振り返りましても、「郷土を知

るコース」は、班編成、全員の写真一覧配布、各班の懇親会、ホームページの充実、全員

による学園祭の参加、新年会開催、文集作成、卒業後の「郷土会の結成」等様々な活動を

行い、大変有意義な学園生活を送ってきました。これもクラスメートの協力なくしては出

来ないことで感謝あるのみです 
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専科第一期生卒業懇親会 

 校友会設立後、卒業懇親会実行委員会幹事「まちづくりコース」の担当で会場を伊奈学

園から大宮・東天紅に移して専科第一期生卒業懇親会が

開催され、自治会長や氏家所長の挨拶後、懇親会が始ま

りました。三コースが一同に集うのは初めてのことで大

変な賑わいとなりました。個人的には、クラブ活動に参

加して他の専科コースの人たちとの交流を深めたとはい

え、他のいきがい大学や伊奈学園二年制課程と同様に専

科にも宿泊研修があったならば、もっと三コースの皆さ

んとの交流が深まったのではないかと思うと残念でなり

ません。クラブ活動報告や余興の後、伊奈学園以外のい

きがい大学の朝夕の挨拶歌である「四季の歌」と「今日

の日はさようなら」をみんなで歌って閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        斉藤さんの乾杯             氏家所長の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

13

専科第一期生も卒業しました！ 

 ３月１５日、埼玉会館ホールで平成２１年度彩の国いきがい大学卒業式が行われました。

卒業生は１１１１名、その中で伊奈学園専科卒業生は１１７

名です。今年の卒業式の特徴は、平成２１年度から初めて伊

奈学園と東松山学園に開設した専科一年制課程第一期生が

卒業式に加わったことです。まずは式次第に従って、「埼玉

県歌」から始まりましたが、会場の皆さんも歌い慣れていな

いことから戸惑いを感じながら歌っていました。 

次に学長である埼玉県知事から卒業証書授与に

移りましたが、３分ともかからずに終わったた

めに会場からそのあっけなさにため息がもれま

した。話し上手な知事はそのことを察し挨拶の

中に織り込み、まずは７０歳を過ぎた場合に平

均して、女性は１９・２９歳、男性は１４・８

歳生きられることの統計を話され、演出家蜷川

幸雄が主宰する彩の国さいたま芸術劇場による

５５歳以上の高齢者演劇集団「ゴールドシアタ

ー」の最高年齢の方は、８０歳であることを披歴。埼玉県立大学開校十周年記念講演した、

脳機能イメージングを用いたヒトの脳高次機能を研究している脳科学者川島隆太教授の話

を引用し、長生きの秘訣として脳を鍛えることで①毎日読み書きをすること。メールを１

とすれば、パソコンは３倍、手書きは１５倍と抜群に優れていること。②グループで活動

すること。③頭を使いながら手を使うこと（特に料理作り）等を面白可笑しく語っていま

した。上田知事の素晴らしいところは自分の言葉で語ることです。つぎに県議会議長の挨

拶、いきがい大学県連協小瀬会長はじめとする来賓紹介、祝電披露、いきがい大学川越学

園自治会会長のお礼の言葉と続き、最後に「蛍の光」を斉唱して卒業式は滞りなく終わり

ました。最後に専科第 

一期生全員で記念写真を撮って散会しま

した。私達は二階席から卒業式に参加しま

したが、始まる前は一階よりも自由に交流

風景が見られました。会場に入るや事前に

斎藤科長から卒業証書を渡されました。昨

年までは、卒業式終了後、伊奈学園長が渡

していたとのことですから何か味気なさ

を感じます。学園生活を楽しんで、いろい

ろと勉強してきましたので一つの区切り

として卒業証書をもらうのも悪くはない

ですね。二階席の素晴らしいのは壇上を一
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望できることでした。かくして卒業式は終わりました。 
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専科一期の会 

数字で見る活動状況 
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専科一期の会・会員数の変遷 

年 度 会 長 会員数 2 年制会員 会 費 備 考 

Ｈ２１年度 鈴木玉太郎 １１８名  ３,０００円 自治会解散⇒校友会設立 

Ｈ２２年度 田中 忠 １１６名 ４１名 ２,０００円  

Ｈ２３年度 玉置 貞明 １０８名 ４１名 〃  

Ｈ２４年度 角田 進  ９８名 ４１名 〃 会則改定 

Ｈ２５年度 田中 忠  ８８名 ３７名 〃 会則改定⇒伊奈連協退会議決 

Ｈ２６年度 蔦川 忠義  ７２名 ２９名 １,５００円  

Ｈ２７年度 伊藤 盛夫  ５８名 ２３名 〃  

Ｈ２８年度 安藤 允浩  ５３名 ２３名  ５００円 会則廃止⇒運営方針決定 

Ｈ２９年度 久保田圭子 ５７名 ２４名 〃  

Ｈ３０年度 塙 恒雄 ５６名 ２５名 〃  

Ｒ １年度 野村 侃滋  ５４名  ２４名 〃  

Ｒ ２年度 瀧澤 正高  ５３名  〃  

              

 

年 度 会員数 :健康コース 郷土コース まちづくりコース 

Ｈ２１年度 １１８名 ３９名 ４０名 ３９名 

Ｈ２２年度 １１６名 ３９名 ３９名 ３８名 

Ｈ２３年度 １０８名 ３５名 ３７名 ３６名 

Ｈ２４年度  ９８名 ３０名 ３４名 ３４名 

Ｈ２５年度  ８８名 ２８名 ２７名 ３３名 

Ｈ２６年度  ７２名 ２３名 ２１名 ２８名 

Ｈ２７年度  ５８名 １４名 １９名 ２５名 

Ｈ２８年度  ５３名 １２名 １６名 ２５名 

Ｈ２９年度 ５７名 １４名 １９名 ２４名 

Ｈ３０年度 ５６名 １６名 １９名 ２１名 

Ｒ １年度 ５４名 １６名 １７名 ２１名 

Ｒ ２年度 ５３名 １５名 ２０名 １８名 

Ｒ ３年度以降は会費なしの専科１期の会となります 
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各年度予算・決算単位は円 

年 度 予 算 決 算 備 考（予算の内訳等） 

Ｈ２１年度 1,383,951 円 1,371,432 円 

残金 12,519 円 

会費@3,000×118=354,000 円、社会見

学会費、卒業懇親会会費等別途徴収 

Ｈ２２年度    

415,279 

  353,538 

 繰越 61,741 

会費 2,000×116=232,000 円、自治会・

健康コース寄付金、交流会経費徴収 

Ｈ２３年度    

266,553 

188,582 

繰越 77,971 

会費 2,000×108=216,000 円<、バス旅

行残金、学習会２期分担金、繰越金 

Ｈ２４年度 279,665 195,408 

繰越 84,257 

2,000×57 名=114,000円、繰越金 

1,850×41=75,850 円(二年制会員) 

Ｈ２５年度 249,180 138,522 

繰越 110,658 

@1,700×37=62,900、(二年制会員) 

@2,000×51=102,000 円、繰越金等 

Ｈ２６年度 218,682 87,939 

繰越 130,743 

1,500×72 名=108,000 円、預金利子 

繰越金 110,658 円 

Ｈ２７年度 217,743 167,771 

繰越 49,972 

1,500×58=87,000 円 

繰越 130,743 円 

Ｈ２８年度    76,472 16,866 

 繰越 59,606 

＠500×53 名=26,500 円 

繰越 49,972 円 

Ｈ２９年度 88,106 41,387 

繰越 46,719 

＠500×5７名=28,500 円 

繰越 59,606 円 

Ｈ３０年度 74,719 

 

40,906 

繰越 33,813 

＠500×56 名=28,000 円 

繰越 46,719 円 

Ｒ １年度 60,813 

 

35,000 

繰越 25,813 

＠500×54 名=27,000 円 

繰越 33,813 円 

Ｒ ２年度 52,313 

 

 ＠500×53 名=26,500 円 

繰越 25,813 

 

   

（単位：円） 

記念誌発行準備金  

年 度 積立金 積立金累計 摘 要 

２９年度 25,000 25,000 初年度 

３０年度 25,000 50,000 ２年度 

２０１９年度 25,000 75,000 ３年度 

２０２０年度 25,000 100,000 ４年度 
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専科一期の会・校友会事業及びクラブ活動に参加した人数 

         ＨＰに掲載した報告記事による参加者の数である     単位 名 

年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R１ R2 

会員数 116 108 98 88 72 58 53 57 56 54 53 

校友会 357 388 461 404 291 197 84 91 60 27 6 

クラブ 1116 1157 1119 979 935 785 703 904 759 611 243 

計 1473 1545 1580 1383 1226 982 787 995 819 665 249 

※クラブ活動はＨＰ等で確認されていない練習日の参加人数もあるのでさらに増えると思います。 
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専科一期の会・校友会事業及びクラブ活動の回数 

年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 

校友会 10 13 13 14 12 11 6 5 5 3 1 

クラブ 82 89 93 93 88 79 76 116 94 87 29 

計 92 102 106 107 100 90 82 121 99 90 30 
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校友会事業各年間別会員参加者延べ人数 回数－参加人数 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R1 年度 R2年度 計 

★定期総会 

1-88 1-66 1-70 1-52 1-49 1-36 1-29 1-32 1-22 0       9-444 

★臨時総会 

   1-34          1-34 

★理事会 

7-152 7-150 8-177 9-182 8-127 ７-77 1-4 1-4 1-4 1-4 1-6 51-887 

★専科一期 HP 検討委員会、一期主催専科校友会及びＨＰ連絡会、25、26、27 

１２回 １２回 ９回 １回 １回 １回      36 回 

★交流会(暑気払い)、２３年度は新年懇談会 

1-56 1-59 1-69  1-51 1-49 1-38       6-322 

★日帰りバスハイク 

 1-57 1-53 1-38 1-39 1-27       5-214 

★学習会 22 と 24＝合同研修 

1-61 2-39  1-41 1-47 1-27 1-19       7-234 

★音楽会 23 二期主催、24 一期主催 

 1-17 1-51           2-68 

★健康コース企画事業 

      1-7 1-18 1-14 1-12   4-51 

★郷土の会企画事業 

      2-25 1-26 1-11  中止  3-62 

★まちづくりコース企画事業 

      1-19 1-11 1-9 1-11   4-50 

★校友会ミニミニニュース発行 

１回           １回 

★校友会ニュース発行 

 8 回            8 回 

★校友会だより発行 

1 回  2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 19 回 

★ＨＰ掲載情報発行 

 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 12 回 120 回 

★「郷土の会だより」は、H23.3.30「校友会だより一号」を発行するまで発行されました 

34 回           34 回 

10-357 13-388 13-461 14-404 12-291 11-197 6-84 5-91 5-60 3-27 1-6 92-2366 

会報 182 回 
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ＨＰに活動を掲載したクラブと各コースの各年間別会員参加者延べ人数 

回数－参加人数 

H22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 R1年度 2 年度 計 

★手話ダンス同好会 

10-180 23-345 23-300 23-230 23-180 23-161 23-140 22-120 13-73 15-78 1-6 199-1813 

★太極拳クラブ 

1-15 6-64 7-45 11-54 12-66 4-16 1-5 22-164 23-160 20-133 9-57 116-779 

★はくつるの会ハイキング 

9-66 11-67 6-37 9-57 3-17 2-10 2-11 1-6    43-271 

★俳句「ゆめ」クラブ  R2 はコロナの為に通信句会５回実施 

13-199 12-164 11-145 12-180 12-206 12-195 11-165 11-161 12-138 10-148 7-91 123-1792 

★俳句「遊」クラブ    R2 はコロナの為に通信句会５回実施 

6-80 11-156 11-144 12-155 12-140 12-118 10-105 11-97 12-101 10-81 7-62 114-1239 

★卓球クラブ  

21-315 18-250 22-254 18-203 20-257 16-177 18-182 18-175 11-114 解散  162-1927 

★専科合同ハイキング 

 2-17 3-38 1-3 2-24 2-28 1-2 解散    11-112 

★専科合同グラウンドゴルフ部(H25 年度まで伊奈連・県連含む) 

1-4 1-17 3-39 1-15 1-15 4-40  4-34 22-102 16-102 24-99 5-27 82-494 

★合同墨彩画展 

1-3 1-6 1-6 1-5 1-5  2-10 1-5  1-5  9-45 

各コース別活動 

★健康つくりコース 

1-8 2-32 1-15 2-36  2-15 1-10 2-25 2-23 2-26  15-190 

★郷土を知るコース 

3-90 1-26 4-79 2-25 1-15 1-17 2-32 3-24 3-32 4-31  24-371 

★まちづくりコース 

1-31 1-13 1-17 1-16 1-10 1-8 1-7 3-25 2-16 1-10  13-153 

★街道ウォーククラブは天谷さんの逝去により廃部になりましたが、その功績を称えて最後まで掲載します。 

15-125           15-125 

82 回 89 回 93 回 93 回 88 回 79 回 76 回 116 回 94 回 87 回 29 回 926 回 

1116 人 1157 人 1119 人 979 人 935 人 785 人 703 人 904 人 759 人 611 人 243 人 9311 人 

※クラブ活動はＨＰ等で確認されていない練習日の参加人数もあるのでさらに増えると思います。 

※天谷さんは在学中 5 回 56 名、校友会１年目を加えると１年半で 20 回 181 名が参加しています。 
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平成２２年度専科一期校友会活動報告 

 ●いきがい大学建学の精神であるボランティアで社会貢献している団体なので発表会 

  参加を掲載しています。 

           クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 4 回   延べ 61 名 参加 

２ 太極拳クラブ 1 回 延べ 15 名 

 はくつるの会ハイキング 9 回 延べ 66 名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ 13 回 延べ 199 名 

４ 俳句「遊」クラブ 6 回 延べ 80 名 

５ 卓球クラブ 21 回 延べ 315 名 

７ 専科合同グラウンドゴルフ 1 回(伊奈) 4 名 

８ 

９ 

合同墨彩画展 

街道ウォーククラブ 

１回 

15 回 

3 名 

125 名 

各コース活動報告 

１ 健康コース 1 回 日光 8 名 

２ 
郷土コース 

 

 

３回大宮徳寿庵で懇親会 

   盆栽美術館と懇親会 

   鉄道博物館と懇親会 

36 名参加 

26 名 

28 名 

３ 
まちづくりコー

ス 
1 回 県民活動センター食堂で懇親会 31 名 

 
 

 

 

 

活動名★事業 実施日 場 所      事業概要 

校友会設立総会 22.3.30 県活 会員 115 名発足 

第１回理事会 4.09 〃 伊奈連協理事会に臨時出席後報告会 

第２回理事会 5.14 県活 伊奈連協総会に出席後報告会 

第３回理事会 6.11 県活 定期理事会(偶数月の第二金曜日開催) 

★第 1 回交流会 8.25 ラフレ 初の校友会事業 ５６名参加 

第４回理事会 10.15 県活 合同研修会担当打ち合わせ等 

伊奈連協グランド・ゴルフ大会 10.20 県活 1 期４名参加 

ボランティア活動発表会 10.22 県活 太極拳クラブが発表● 

ダンスパーティの集い 11.08 西部文化セ

ンター 

３名参加 

★第１９回合同研修会 11.18 県活 太極拳・手話ダンスの演技、実技指導 

第５回理事会 12.09 〃 県連、伊奈連協等報告 

第６回理事会 23.2.11  総会準備、打合せ，次期役員出席 

第 7 回理事会 3.09 〃 総会準備、打合せ，次期役員出席 

第１回定期総会  3.30 〃 活動報告、決算報告、８８名参加 
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●第１回定期総会＝23.3/30 活動センター＝ 

 

 

                           司 会 北氏 和雄    

 1、議事 

   （1）第 1 号議案平成２２年度活動報告       会 長 田中 忠 

     第２号議案平成２２年度決算・監査報告    理 事 平田 裕康 

                           監 事 若林今朝六 

     第３号議案平成２３年度役員選出       副会長 小金澤憲男 

     ＜新理事の紹介＞              新会長 玉置 貞明 

     第４号議案 平成２３年度活動計画(案)    新会長 玉置 貞明 

     第５号議案 平成２３年度予算(案)      新会長 玉置 貞明 

 

閉会のことば                   副会長 伊藤盛夫 
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平成２３年度役員一覧表(案) 

コース別 理 事 役 職 担当部署 伊奈連役員他 

健康づくりコース 伊藤盛夫 副会長 社会活動部長 理事 

 西村美智子  社会活動部  

 小野正子  社会活動部  

 川口昭士  社会活動部  

 川田なみ子  社会活動部  

郷土を知るコース 有村 弘 副会長 総務部長 監事 

 梅田 博  総務部  

 熊倉 晃  総務部・会計  

 中島和子  総務部・会計  

 森田啓資  総務部  

まちづくりコース 玉置貞明 会長  代表理事 

 北山秋吉  企画広報部長  

 小山とし 副会長 企画広報 代議員 

 山岸米子  企画広報  

 市川八重子  企画広報  

イナ・ヴォイス委員 大友 武  社会活動部 大友、原井 

イナ・ヴォイス委員 吉野理美子  社会活動部 有村、吉野 

イナ・ヴォイス委員 玉置貞明  社会活動部 伊藤、玉置 

H P  委 員  伊 藤 盛 夫  広報部 桒原・塙 

H P  委 員  岡 村 昭 則  広報部 天谷・田中 

H P  委 員 久保田圭子  広報部 高平・山田 

パソコンクラブ 野 村 侃 滋    

太 極 拳 ク ラ ブ 蔦川忠義    

陶 芸 ク ラ ブ 有村 弘    

俳 句 遊 ク ラ ブ 石井一好    

俳句ゆめクラブ 八千代幸男    

監 事 小金澤憲男 (まち) 田中 忠（郷土） 
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●第一回交流会は盛大に開催＝8/25 ラフレ埼玉＝ 

８月２５日、専科卒業後、初めての交流会が、さいたま新都心の「ラフレさいたま」の

１５階にあるバイキングレストラン「レガーロ」で開かれました。卒業後、５７名が２年

生に入学しましたが、全員が専科一期校友会に加入され校友会活動に携わっていただいて

おります。校友会活動の一環として、初めての交流会を開催したところ、健康づくりコー

ス参加者２０名、郷土を知るコース１７名、まちづくりコース１９名と、全体で５６名の

方々が参加しました。初めて顔合わせる人たちも多く、クラスメートと久しぶりに声を掛

け合うことができました。 

 料理が出揃うまでの時間を利用して、まずは田中校友会会長から、これまでの校友会活

動の経過報告、伊奈連協や県連協報告等についての説明がありました。料理が出揃ったの

で説明を早く切り上げてとの声もあり、早々に切り上げて食事会となりました。北氏総務

部長の音頭で「皆さんが元気にお会いできたことの感謝と、これからの健康を祈念して」

乾杯となりました。料理はバイキングで季節ごとの料理、フルーツ、デザートなど約 30 種

類が用意されていました。みなさん、それぞれが自分の好きなものから取って来ては食べ

て、何回となく足を運んでいました。それに花を添えてくれたのが、新宿のビル群や富士

山まで一望できた景色ではないでしょうか。 

 最後に塙副会長の一本締めで交流会を閉めていただきました。猛暑の中、ご参加された

皆さんに感謝申し上げます。有難うございました。 

受付 田中会長     玉置さん 
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●第 1 回ボランティア活動発表会・太極拳クラブ参加＝10/22 県民活動センター＝ 

 

 この発表会は学園祭の中で行われていた「校友会活動発表会」と２月に開催された「ボ

ランティア活動発表会」を統合した、初めての発表会です。特に在校生にボランティア活

動を紹介し、さらに理解を深めることをねらいとしています。 

伊奈連協会長・島田実行委員長のあいさつでスタート。卒業生による５地域の活動と２０

のクラブの活動を各15 分間の中で、効果的に発表されました。いずれの活動も地域と密着

した内容で、それぞれ元気いっぱいに活動している様子を紹介しました。        

★専科一期校友会「はくつるの会」は16番目の出場です。安藤部長の会紹介で演武開始。

終始乱れぬ演技で猛練習の成果を見せ、大きな拍手をもらっていました。この発表会のた

めに、発表者の方々、開催準備にご尽力された方々に心より感謝したいと思います 
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●第１９回合同研修会は成功裡に終わる＝11/18 県民活動センター＝ 

 

 １９期生と専科一期生が担当して、伊奈連協第１９回合同研修会が開かれました。専科

一期生は初めての合同研修会の裏方としての参加ですが、期待と不安の交差する中、専科

生は６１名の方が参加されました。郷土の会からは２３名が参加しました。        

★午前の部小ホールで１９期校友会早戸会長の司会で全体集会（開講式）が行われました。

開講式終了後、専科一期生は３０７セミナー室で１時間４０分にわたって集会を行いまし

た。集会は式次第に従って、各活動状況を中心に報告が行われました。特に手話ダンスク

ラブと太極拳クラブの実演と、それに全員が参加する企画があり、大変盛り上がりました。

伊奈学園氏家所長も

見学にされ、各期集会

の中で一番盛り上が

った企画であつたと

感激していました。郷

土の会の皆さんを中

心にした、研修会の動

きを写真で紹介しま

す。 
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●郷土コース活動＝22・6/14 第1回郷土の会交流会・大宮の徳寿庵＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 卒業後、初めての「郷土の会懇親会」が大宮の徳寿庵で開かれ、３６名が参加し盛大でした。 

 

 

 

 

 

 

 

●郷土コース活動＝9/26 第２回郷土の会交流会・盆栽美術館～日本海庄屋＝ 

９月２６日、第２回「郷土の会・交流 

会」を実施しましたところ、２６名参加

いただきました。今回は二班が担当する

ことになっていましたので、７月５日に

打合せ会を開き、今回は少し趣を代えて、

さいたま市盆栽美術館と漫画会館を見学

してから、懇親会を開くことにして本日

の開催の運びとなりました。 

 

 

 

 

●郷土コース活動＝23.2/7 第３回郷土の会交流会・鉄道博物館～花暖簾＝ 

 ２月７日、第三回「郷土の会・交流会」を実

施したところ、２８名が参加されました。今回

は三班が担当で鉄道博物館を見学し、その後、

大宮駅西口の「花暖簾」で交流会を行う企画で

す。 

鉄道博物館と言えば、我々世代の男性は少なか

らず小さい頃から電車を見るのが好きだったの

ではと思って、「鉄道博物館見学に期待します」

という案内文を出しました。期待を裏切ること

なく楽しい一日でした。 
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●まちづくりコース活動＝22.6/11 県民活動センターレストラン＝ 

平成 22 年 6 月 11 日、県活レストラン「馬車道」で、専科第 1 期まちづくりコースの卒

業生が集合し、「まちづくり交流会」を開きました。総勢３７名のうち、３１名の参加で

した。今年度のまちづくりコースの交友会の代表である小金沢さんが司会をされ、冒頭に

５月に亡くなられた級友の利根川さんを偲んで全員で黙祷しました。その後、皆でワイワ

イと賑やかに昼食をとりました。 

 卒業以来、初めて顔を合わせるクラスメートとも久しぶりに声を掛け合うことが出来ま

した。２年制に進学された方、専科で卒業された方、４月以降の進路は違っていても、１

年間級友として過ごしてきた仲間は、それぞれが自分の道を着実に歩んでいるようです。

その席で小金沢さんから今後の交友に関する連絡事項の伝達と、ＨＰ委員の山田さんから

専科第１期のＨＰ「みんなの広場」への投稿のお願いがありました。２時過ぎにお開きと

なりましたが、参加者全員の集合写真を県活の正面玄関で撮ってから解散しました。お天

気も良く、楽しいひとときでした。 

●健康コース活動＝22.6/23 日光・霧降高原の旅＝ 

          あれ！男性はいないのでしょう                           

★健康づくりコース 有志８名で１泊旅行に行きました。ホテルの

送迎バスで、さいたま新都心駅より出発です。日光キスゲや紫陽花

も、歓迎してくれているようでした。食後は、手話ダンスやおしゃ

べりに花が咲き、いきがい大学に入ったことや皆さんと出会えたこ

とに感謝でした。楽しい一日の締めくく

りは、露天風呂。翌日は、雨。

苔の緑が冴え、静まり返った

木立に、雨もまた良し。 
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平成２３年度専科一期校友会活動報告 

 ●いきがい大学建学の精神であるボランティアで社会貢献している団体ですので発表会 

  参加を掲載しています。 

 

 

 

活動名 事業★ 実施日 場 所 活 動 概 要 

第１回定期総会 3.30 県活 22 年度活動報告、決算・監査報告、会員

116 名、 H23 年度役員選出、活動計画、

予算の決定、会員 114 名（86 名参加） 

東日本大震災募金 3.30 県活 総会出席者より募った「52,000 円」を

4/15 に県連協宛振込 

第１回理事会 4.15 〃 各理事自己紹介・年度計画の確認 

★合同ウォーキング 5.07 久喜市内 １期主催１期 12 名、２期 29 名 

東日本大震災義捐金 5.12 県活 会員数 108 名×200 円 21,600 円伊奈連協へ 

★学習会 5.19 県活 ２期主催 １期 11 名、２期 43 名 

第２回理事会 6.10 県活 報告事項、審議事項の検討 

スポーツ障害保険加入 7.07 スポーツ安全協会 卓球部他１４名加入 

暑気払い 7.20 大宮東天紅 雨で中止 

第３回理事会 8.12 県活 報告事項、審議事項の検討 

伊奈連協グランド・ゴルフ大会 9.09 県活 1 期３名参加、山崎さん優勝 

県連社交ダンスの集い 10.07 上尾体育館 １期４名参加 

第４回理事会 10.14 県活 報告事項、審議事項の検討 

県連グランド・ゴルフ交歓大会 10.19 はらっぱ宮代 １期１名参加 

ボランティア活動発表会 10.21 県活 手話ダンスクラブが発表● 

★日帰りバス旅行 10.31 松代町遺跡見学 ５７名参加 

親睦ダンスの集い 11.07 西部文化センター １期２名参加 

★第 20 回合同研修会 11.18 県活 太極拳・手話ダンスの演技、実技指導 

第５回理事会 12.09 〃 臨時総会資料確認、打合せ 

★専科合同音楽会 1.20 さいたま市民会館 １期１７名参加 

★新年の懇親会 1.25 大宮東天紅 ５９名参加 

第６回理事会 2.10 県活 報告事項、審議事項、定期総会準備 

★学習会 3.07 〃 １期２８名、２期７名 

第７回理事会（新旧） 3.09 県活 審議事項、総会準備・新旧理事会 

第２回定期総会 3.30 〃 活動報告、決算報告、６６名参加 

・随時ＨＰを更新し、毎月ＨＰ掲載情報を作成しメール配信しています。 
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           クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 １２回   延べ 168 名 参加 

２ 太極拳クラブ  ６回 延べ 64 名 

 はくつるの会ハイキング １１回 延べ 67 名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ １２回 延べ 164 名 

４ 俳句「遊」クラブ １１回 延べ 156 名 

５ 卓球クラブ １８回 延べ 250 名 

６ 専科合同ハイキング  ２回 延べ 17 名 

７ 専科合同グラウンドゴルフ  １回 17 名 

８ 合同墨彩画展  １回 6 名 

各コース活動報告 

１ 郷土コース 1 回 国会議事堂・憲政会館・旧岩崎邸 ２６名参加 

２ 

 

健康コース 

 

２回 首都圏外郭水路見学 

川越七福神めぐり 

１８名 

１４名 

３ 
まちづくりコー

ス 
１回 与野七福神めぐり １３名 

※クラブ活動ではＨＰに掲載していない練習日もありますので参加人数はさらに増えると 

 思います。 

●第２回定期総会＝H24.3.30＝ 

司  会 有村 弘 

 １．議事 

①第１号議案 平成２３年度活動報告      会  長 玉置 貞明 

②第２号議案 平成２３年度決算・決算報告   理  事 熊倉 晃 

                       監  査 小金澤憲男 

③第３号議案 会則の改定           会  長 玉置 貞明 

④第４号議案 平成２４年度新役員選出（案）  副会長有村 弘 

⑤新理事の紹介                新会長 

⑥第５号議案 平成２４年度活動方針（案）   新会長 

⑥第６号議案 平成２４年度予算計画（案）   新会長 

   閉会のことば                 副会長伊藤 盛夫 
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コース別 理 事 役 職 担当部署 伊奈連役員他 備 考 

健康づくりコース 新 井 貞 男  企画部長   

 鎮目二三子  企画部   

 高 田 忠 良 副会長  代議員  

 角 田  進 会 長  代表理事  

 野 本 達 子  企画部副部長   

郷土を知るコース 安 藤 允 浩  社会活動部副部長   

 岡 村 昭 則  広報部長   

 小林健一郎  社会活動部長   

 瀬戸川公子  広報部副部長   

 宮 島 昭 夫 副会長  理  事  

まちづくりコース 伊 藤  登  総務部長   

 内 田 純 子 会 計    

 小 林 正 子  総務部副部長   

 野 良 テ ル 会計主管    

 星 野 勇 三 副会長    

H P  委 員  伊 藤 盛 夫  広報部 桒原・塙 健 康 

H P  委 員  岡 村 昭 則  広報部 天谷・田中 郷 土 

H P  委 員 高平  保  広報部 久保田・山田 ま ち 

パソコンクラブ 野 村 侃 滋    郷 土 

太極拳クラブ  塙  恒雄    健 康 

陶 芸 ク ラ ブ 小沢 孝    郷 土 

俳句遊クラブ  大島  修    ま ち 

俳句ゆめクラブ 小林健一郎    郷 土 

卓 球 ク ラ ブ 角田  進    健 康 

ハイキングクラブ 田 中  忠    郷 土 

グラウンド・ゴルフクラブ 小金沢憲男    ま ち 

監 事 玉 置 貞 明 (まち)  有 村  弘 （郷土） 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度役員一覧表（案） 
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●一期主催第１回専科合同ウォーキング＝5/7 久喜市史跡めぐり＝ 

 専科校友会のウォーキングクラブの第 1 回ウォーキングが５月７日（土）久喜駅西口を

起点に、花崎駅までの約１０Ｋｍで開催されました。当日は、曇り空の天候でしたが、1

期生１２名、２期生２９名の参加者があり、久喜市在住、１期の野村さんに案内して頂き

ました。久喜駅西口⇒甘棠院⇒久喜市歴史資料館⇒鷲宮神社⇒花崎駅⇒花崎城址                     

★久喜駅周辺の道路も都市化の影響で昔に比べて変貌しているようです。交通に注意しし

ながら、甘棠院に向かいました。甘棠院では住職の好意で院の中を見学でき資料も頂く。

新緑の 5 月初旬、道行く田圃では田植えをしているのが見られ。又、葛西用水路に並行し

て植えられたポピーは所々に花が咲いていましたが、まだ蕾が多く、中旬が見ごろになり

そうです。歴史資料館と公民館と二手に分かれて昼食をとり、館内の「久喜市の名宝」展

を見学して、その後鷲宮神社へ向かいました。花崎城址まで行く予定でしたが昼近く降り

出した雨のため花崎駅で解散となりました。（専科 1 期 伊藤盛夫） 

 
甘棠院前で野村さんの説明を聞く皆さん 

 
鷲宮神社での一行 

 
参加された専科校友会の皆さんです 
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●二期主催専科合同学習会・一期参加＝5/19 県活＝ 

「心の文化」に参加して 
専科二期校友会主催専科合同学習会に、専科一期校友会も参加るため一期校友会としても全会員に案内

をしてきました。当日は二期校友会会員４３名、一期校友

会会員１１名の計５４名の方が参加された。皆さんにとっ

て関心のある学習会であったことは間違いなく、素晴らし

い学習会に一期校友会会員として拍手を送ります。                             

★講演したのは、下仁田町の常光寺、西光寺の住職である

堀越教之さんです。「今こそ、日本の心の文化を」という

テーマで、この度の東日本大震災の状況などをおりまぜて

１～１０までのレジメについて順次お話しされた。住職は

宗教家として東日本大震災の被災された皆さんに「何がで

きるか」という自問に対して、「被災された皆さんの悲し

み、苦しみ」をお聞きし、素直にオーム返しの「こだます」

をしながら相手のために祈ることしかできないという結

論と、そして平安時代前期の日本で起こった巨大地震の一

つである、貞観地震・津波が記録として残されているように、東日本大震災の状況を後世に伝えること

の重要性をお話しされた。講演の内容はこの二点に絞られていた。                                    

★私個人として考えると、東日本大震災で被災された皆さん、原発事故で避難された皆さんの現在の置

かれている状況を見ると本当に心が痛む。堀越住職が言うように国民の一人として、被災された方々に

対して「何ができるか」を突き詰めると、本当に出来ることは少ない。 私は校友全会員に専科一期Ｈ

Ｐ切り替えの時に自然災害で「地震きて大津波きて跡形もなく町消ゆる悲しみ深き」という心境に、加

えて人災事故に等しい福島原発事故で避難されている方々を思うと心が痛むばかりです。正に国難とい

わざる得ない中で私たちは自分のできること（節電、風評に惑わされず東北地方の物産を買う、募金す

る）を実行していきましょう。」と呼びかけた。被災地の復興をどう進め再生していくかは政治の問題

であり、今の政府の対応に歯がゆさがあることは確かだが、全国会議員が被災者の目線で対応する政策

を打ち出して、早急に実施に移してもらいたいのだ。この国難の最中、権力闘争に始終している国会議

員に対して、私たちは声を大にして自分の意見をはっきりと伝えていくことが大事だと痛感している。                                   

★住職の言われた、後世に東日本大震災の状況を伝える重要性は大事なことです。９０１年刊行の最後

の正史『日本三代実録』には、この地震による被災の状況が記述されている。この伝えられたことを真

剣に検討し取組む必要があるのです。２００９年、独立行政法人産業技術総合研究所が貞観地震での津

波が宮城県石巻市から福島県浪江町にかけて、海岸線から内陸３～４キロまで浸水していたことを把握

し、福島第一原発の想定津波の高さについて貞観津波の高さを反映して見直すよう迫っていたのに、東

電と原子力保安院は、過去の事例からの津波の規模についても、統一見解でないからという理由で無視

して来た結末が今回の未曾有の事故に繋がってしまった。今回の津波の高さは、１１５年前に発生した

明治三陸地震津波とほぼ同規模であった。三陸海岸では、この明治三陸地震津波が甚大な被害を発生さ

せたことから、各地で、この体験を教訓として活かす伝承が行われてきた。これらの伝承を忠実に守っ

た地域では家屋の損壊を免れたところが少なくないという。                   

★東日本大地震後の津波で大きな被害を受けた福島第一原発。原子炉 4基で水素爆発が起こり、深刻な

状況が続いている。さまざまな事象が連続して起きたことに原子力安全・保安院などは「想定外」とし

ているが、はたしてそれは不可避だったのかと、疑問を差し挟んでいるのが、原発の危険性を告発し続

けてきたノンフィクション作家の広瀬隆氏。同氏は「津波そのものによる天災は、避けることができな

い。これは日本の宿命である。しかしこの悲惨な原発事故は人災である」と指摘するとともに、今回の

津波の高さについては「本当に予測できなかったことなのか、1896 年の明治三陸地震津波では岩手県沿

岸で最大約 38.2 メートルの津波の高さも記録されている。『想定外』の言葉を安っぽく濫用するなとマ

スメディアに言いたい。被害が出たあとに、被害を解析してくれても困る。事故後に『想定できなかっ

た』ということは、専門家ではない」と断じている。また、４年前に大津波での原発事故の危険性を共

産党福島県委員会が東電に提出しているが検討すらされなかったという。（文：郷土の会ＨＰ委員 岡

村、写真：校友会会長 玉置）  
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●郷土コース活動＝23・6/4 国会議事堂～憲政記念館～旧岩崎邸＝ 

 

専科一期郷土の会の交流会で衆議院会館、国会議事堂衆議院本館、憲政記念館、重要文化

財「旧岩崎邸庭園」等を見学する機会を持つことが出来ました。クラスメートの姪御で議員

秘書されている方のご協力で特別通行証を借りていただき、普段見学できない所まで見させ

ていただきました。明治時代に国会が開設されて以来、国会は良きにつけ、悪気につけ「国

政の決め事」を決定してきた国の最高機関です。その国会が開かれる議事堂を建物の観点か

ら見学するのは初めてのことなので、今日は少し興奮気味に見てきました。現在の国会議事

堂に至るまでの歴史を見ていきます。                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

憲政会館                旧岩崎邸 
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●第２回ボランティア活動発表会・手話ダンス同好会参加＝10/21 県活＝ 
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●日帰りバス旅行＝10/31 松代町史跡めぐり＝ 

★ 

 大宮で久しぶりに専科一期のクラスメートに会う。そこには笑顔と会話が弾み楽しい旅

を予感させてくれた。参加者は5７名です。旅好きの私は個人的にも松代町の文化遺産や遺

跡の見学には期待していた。好天には恵まれなかったものの、今回も旅で得たものは大き

かった。 

★松代大本営跡は、太平洋戦争末期、本土決戦に備えて極秘のうちに大本営、政府各省庁

等を松代に移すという計画の下に構築された遺構群です。日本（当時の大日本帝国）の国

家中枢機能移転のために長野県埴科郡松代町など（現在の長野市松代地区）の山中に掘ら

れた地下坑道跡。象山、舞鶴山、皆神山の3 箇所が掘削された。また舞鶴山地下壕付近の

地上部には、天皇御座所、皇后御座所、宮内省（現在の宮内庁）として予定されていた。

この工事には、多くの朝鮮人労働者が動員され、過酷な労働を強いられた。しかし、その

犠牲者などについてはほとんど明らかにされていない。馬鹿げた遺構を見て、山本五十六

海軍総司令官は国際的な観点から見ても物資の乏しい日本は負け戦であることが判ってい

たが反対しても抗しきれなかつた悲劇を垣間見る思いがした。 

★池田満寿夫美術館は岡本太郎「太陽の塔」、丸木位里「原爆の図」、池田満寿夫「草の

上の劇場」の三人は私が好きな画家である。共通点は世界で大きく評価されているが、個

人の独創性や強烈な想像性を毛嫌いする保守的な日本画壇では正等に評価されていないこ

とである。そのようなところが私の反骨精神をくすぐりファンである由縁でもある。特に

池田満寿夫の作品を見ているとピカソに通じるところもある。池田満寿夫美術館は、長野

市出身の国際的芸術家の名を冠した唯一の美術館、として、信州・長野市最南端にある真

田十万石の城下町、松代町に1997 年4 月開館。この美術館は栗のお菓子で有名な竹風堂が

スポンサーとして運営している。（岡村） 

 

 
 

松代城址 
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●一期主催第２回専科合同ウォーキング＝11/14 筑波山＝ 

筑波山紅葉狩り 

 11 月 14 日（月）、第２回ウォーキングは筑波山ウォーキングです。１期５名・２期３名

の参加でしたが充分に足を鍛える内容でした。ハイキングの名の下に約３時間のきつい登

山に耐えて、大いに汗をかきました。 

 つくば駅からバスで筑波山神社入口で下車、参拝後すぐに登山道に入る。１０分も登る

とすでに大汗、早くも日頃の不摂生を反省する羽目に。この２時間２０分の登りに女性陣

もよく耐え、大きな岩の造形を楽しみながら女体山に到着。ここで２期落合・相澤両氏と

合流、遅い昼食を摂る。お握りお菓子を分け合った後、男体山を征服、山頂からの景色を

楽しんだ。肝心の紅葉狩りは暖かい日が続いたためか、例年より悪い(野村さん)とのこと

であった。 

 
男体山を前で 

 
神社脇の紅葉 

 

 
筑波山山頂        

 

 
男体山頂付近の展望 
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●第２０回合同研修会＝11/18 県活＝ 

はくつるの会合同研修会で演技 

昨年の演技が大変好評であったとの声に押され、23 年 11 月 18 日（金）第 20 回合同研

修会で「はくつるの会」が模範演技と参加者への指導を行いました。当日は 60 名の参加者

があり、課題学習の取組み発表や手話ダンスグループの演技の後、トリで登場しました。

吉橋講師と 9 人の参加メンバーよる楊名時太極拳二十四式の一部を披露した後、講師の分

りやすい指導により参加者全員が太極拳を舞い「謝謝」「再見」の挨拶で締めとなりました。 

昼食前の太極拳で皆さん心も身体もリフレッシュし、楽しい食事で大いに旧交を温められ

たことと思います。 ～ゆったりと鶴が舞うごとく～ （文・蔦川） 
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●二期主催専科合同音楽会・一期参加＝1/20 大宮市民会館＝ 

★いきがい大学伊奈学園専科コースは、平成２１年度から開設された一年制課程コースで、

それまでの一年制課程よりも、専門別に特化して、より実践的な学習につとめ社会の変化

に対応できる能力を身につけ、社会参加による生きがいを高め、卒業後は地域社会のリー

ダーとして、活動することを目的として設置されました。しかしながら、入学して卒業す

るまでの間に活動を通して感じたことは、専科コースは二年制課程と違って一年間と云う

時間の制約から、卒業後の校友会活動や各期専科校友会ＨＰの維持管理等に様々な課題が

あることを知りました。 

★卒業後の校友会活動を活発に行うには、それらの諸課題の解決を専科各期で取組むこと

は大変労力のいることで長続きしないことは目に見えて明らかなことです。そこで専科一

期は二期の皆さんが卒業と同時に、専科校友会として諸課題を一つでも解決できればと思

って呼びかけしたところ、快く参加していただき合同の

クラブ活動や学習会がスタートしました。初年度として、

合同墨彩クラブ、合同ハイキングクラブ、合同グラウン

ドゴルフクラブ等が設置され一緒に事業を実施し、また、

学習会や音楽会についても一緒に実施しています。３期

のみなさんにも卒業後参加していただき専科校友会を

発展させたいと考えています。 

★今回の音楽会の参加者は１３０数名で素晴らしいミ

ニコンサートとなりました。１期からも１７名が参加し

ました。特に２期校友会落合会長から３期自治会の柳会

長にご案内したところ、快く受けていただきＨＰ等で会

員にも呼びかけてくれました。２５名も３期のみなさん

が参加され音楽会を盛り上げてくれことに感謝あるの

みです。企画から運営まで担当していただいた２期役員

の皆さんに心より感謝申し上げます。有り難うございま

した。（一期会長及びＨＰ委員会） 
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●新年の懇親会＝1/25 大宮東天紅＝ 

専科一期校友会第二回交流会は盛大に開催！ 

１月２５日、専科一期校友会は交流事業の一つとして「新春の懇親会」を大宮・東天紅

で開催しました。昨年７月２５日に第二回交流会を予定していましたが、台風のため延期

となってしまったので代替として開催したものです。今日の天気は素晴らしく東天紅の会

場からは奥武蔵の山々、神通川流域の山々、榛名、赤城の山々等、眼下には大宮の街並み

が望め、懇親会に花を添えてくれた最高のロケーションです。会場入口の受付は、クラス

メートと久しぶりに声を掛け合う光景が数多見られました。全体で６０名の方に参加して

いただきました。まずは、小山としさんの司会で懇親会の幕を開き、次いで玉置校友会会

長から、昨年の校友会活動や東日本大震災等についての報告がありました。伊藤副会長の

音頭で「これからの校友会活動の発展を祈念して」乾杯し、食事会となりました。料理は

バイキングでしたが、料

金が安かったことも影

響して量も少なくあっ

という間に品切れとな

ってしまい、料理の不足

を歌で満して下さいと

いう会長が挨拶を実践

すべく、各コースとも２

曲選定して壇上に上が

って合唱し絆を深めま

した。最後のお楽しみは

ビンゴゲームです。それ

が終わってから田中前

会長から専科校友会グ

ラウンドゴルフ部創設大会参加者が１３名になったとの報告がありました。それでも間が

持てなくて切り上げ時間を早めにして、最後に小金澤さんの一本締めで交流会を閉めてい

ただきました。ご参加された皆さんに感謝申し上げます。有難うございました。 

 



 

 

 

41

●健康コース活動＝23・11/12 首都圏外郭水路特別見学会＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まちづくりコース活動＝24・1/7 与野七福神めぐり＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●健康コース活動＝24・2/8 小江戸川越七福神めぐり＝ 
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●専科一期主催学習会＝3/7 県活＝ 

 

３月７日（水）県民活動センター２１０セミナー室

で、今年２回目の専科一期主管の専科合同学習会が

開かれ、４３名（一期２９名、２期１２名、３期２

名）の方々が参加されました。今年は福島原発事故

もありましたので、県出前講座にお願いして第一部

「放射性物質」、第二部「食事と健康管理」をテー

マに２時間半にわたって講義を受けました。その一

端をご紹介します。 

第一部「放射性物質」 

 レジメに従ってご説明をいだきましたが、私たちに知っているようで知らないことばか

りで戸惑いもありましたが、私たちが生きるための食品安全のことである故にみなさん真

剣に耳を傾けていました。ここで外島さんからお話しいただいた内容は、埼玉県ホームペ

ージに掲載されていますので、参加されなかった方も下記のアドレスで御覧いただ 

きたいと思います。 

★政府は基準値以上なら危険だから生産地の出荷停止、基準値以下なら安全と言っていま

すが、汚染された食品を食べれば危険なのです。自然界にも放射線物質（宇宙や大地）は

存在しており、日々の生活の中で外部被爆しています。これに対して吸入や食べ物から体

内に放射能物質が入って起こる内部被爆があります。この事を考えても汚染は永遠に続く

のですから、危険があることを消費者が十分に認識した上で、より安全な食品を選ぶべき

であり、国はそのための情報こそを国民に提供すべきなのです。私たちも原子力発電につ

いて事故になるまで無関心でいたことは否めませんが、次の時代を担う子供達のために食

品の安全について関心を持つべきであることを痛感した学習会でした。 

埼玉県ホームページ http://www.pref.saitama.lg.jp/site/houshasen/eikyo1-1.html 

第二部「食事と健康管理」 

人生において健康維持は最も基本になる部分で、とても大切

な事です。健康維持は常日頃、自分自身で注意して継続して

いかなければなりません。そこで今日は管理栄養士・健康運

動指導士の遠藤良江さんから、健康管理は「食・体・心」の

バランス関係にあり、そこで健康と病気の予防についてお話

しいただきました。講義を

聞くにしても無理をせず

に自然体でどうぞと云う

ことなので笑いの渦あり

で皆さんの顔が緩んでい

たことがとても印象的で

した。 
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平成２４年度専科一期校友会活動報告 

活動名 実施日 場所 活動概要 

（第２回定期総会） 

 

3.30 

 

県民活動センター 

 

Ｈ23年度活動報告、決算、新役員 

Ｈ24年度活動計画、予算、の承認 

★花見合同ウォーキング 4.09 土呂～大宮公園 28名参加（１期16名､２期12名） 

第１回理事会 

 

4.13 

 

県民活動センター 

 

各理事自己紹介、年度計画の確認、各

部の活動計画 

校友会だより１号発行 6.01  16ページ、カラーコピー20部 

★合同音楽会 

 

6.09 

 

県民活動センター 

 

102名参加（１期51名､２期38名､ 

３期８名、一般５名） 

第２回理事会 

 

6.15 

 

県民活動センター 

 

音楽会実施報告、暑気払い実施計画重

複会員は伊奈連協会費150円返還 

★交流会（暑気払い） 7.23 大宮サンパレス 69名参加、各人に500円返還 

第３回理事会 

 

8.10 

 

県民活動センター 

 

暑気払い実施報告、日帰りバス旅行実

施計画 

グラウンド・ゴルフ大会 9.07 県民活動センター 伊奈連協主催 １期から16名参加 

第４回理事会 

 

10.12 

 

県民活動センター 

 

専科合同ウォーキング実施計画、期別

集会実施計画 

★日帰りバス旅行 

 

10.23 

 

勝沼、甲府方面 

 

当初申込み68名、当日参加53名 

ワイナリー、武田神社、山梨美術館 

グラウンドゴルフ 10.24 熊谷ドーム 県連協主催 １期から４名参加 

ボランティア発表会 

 

10.26 

 

県民活動センター 

 

太極拳・はくつるの会、手話ダンス同

好会が参加● 

★古河合同ウォーキング 10.30 茨城県古河市内 27名参加（１期8名、2期16名、３期３名） 

いきいきフェスティバル 11.04 県民活動センター 太極拳クラブ参加● 

★合同研修会 11.16 県民活動センター 41名参加学習会は専科３期と合同 

第５回理事会 

 

12.14 

 

宮町自治会館 

 

日帰りバス旅行実施報告、予算執行状

況報告、会則改訂案の検討 

校友会だより２号発行 1.01  16ページ、カラーコピー20部 

★開運ウォーキング会 1.05 さいたま市与野 与野七福神めぐり 21名参加 

第６回理事会（新旧） 

 

2.15 

 

県民活動センター 

 

総会議案、新年度役員候補の各役職お

よび各部分担について 

芸能祭 3.08 埼玉会館 県連協主催、専科１期担当 

第７回理事会（新旧） 3.15 県民活動センター 総会準備 

第８回理事会（新旧） 4.12 県民活動センター 総会準備 

第３回定期総会 4.19 県民活動センター ７０名参加 
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           クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 11 回   延べ 92 名 参加 

２ 太極拳クラブ 7 回 延べ 45 名 

 はくつるの会ハイキング 6 回 延べ 37 名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ 11 回 延べ 145 名 

４ 俳句「遊」クラブ 11 回 延べ 144 名 

５ 卓球クラブ 22 回 延べ 254 名 

７ 

８ 

専科合同グラウンドゴルフ 

専科合同ハイキング 

３回(伊奈・県連) 

３回 

延べ 39 名 

延べ 38 名 

９ 合同墨彩画展 １回 6 名 

各コース活動報告 

１ 健康コース １回 凸版印刷博物館と防衛省見学 15 名 

２ 

郷土コース 

 

 

 

４回鴻巣市史跡めぐり 

   皇居・警視庁見学 

   県立歴史と民族博物館と懇親会 

   関宿城博物館見学 

25 名参加 

24 名 

21 名 

9 名 

３ まちづくりコース １回 鉄道博物館と盆栽美術館 17 名 

※クラブ活動はＨＰに掲載していない練習日もあり参加人数は更に増えると思います。 

※広報として、毎月ＨＰ掲載情報をメールリングリストで配布しています。 

●第３回定期総会＝H25.4.19＝ 

                          司 会 小林 正子    

 １、開会のことば                  理 事 高田 忠良 

 ２、会長挨拶                    会 長 角田 進 

 ３、議長選出 

 ４、書紀 

   議事録署名人の選出 

 ５、報告事項 

   ①平成２５年度活動報告             会 長 角田 進 

   ②クラブの活動報告               クラブ 代表者 

 ６、決議事項 

    第１号議案 平成２４年度決算(案)承認の件   理 事 野良 テル 

                           監 事 玉置 貞明 

    第２号議案 会則改訂の件           会 長 角田 進 

    第３号議案 平成２５年度役員選任の件     会 長 角田 進 

    ＜新理事の紹介＞               新会長 

    第４号議案 平成２５年度活動計画(案)承認の件 新会長 

    第５号議案 平成２５年度予算(案)承認の件   新会長           

★７、閉会のことば            （２４年度）副会長 宮島 昭夫 
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平成２５年度役員選任 

コース別 理 事 役 職 担当部・役 伊奈連役員 備 考 

健康づくりコース 佐藤寿米子  広報部副部長   

 中 村 正 武  総務部長 理 事  

 原 井 克 之 副会長 コース長   

 山崎高三郎 会計主管 会 計   

 吉 澤 愛 子  企画部副部長   

郷土を知るコース 今 村 信 博  企画部副部長   

 大 井 昭 子  会 計   

    北氏和雄 副会長 コース長 代議員  

    田中 忠 会 長  代表理事  

 吉野利美子  総務部副部長   

まちづくりコース 石 田 孝 彦 副会長 コース長   

 柿 沼 政 夫  企画部副部長   

 関  利 雄  会 計   

 中 原 愛 子  総務部副部長   

 山 田 宏 明  企画部長   

Ｈ Ｐ 委 員  伊 藤 盛 夫   桒原・塙 健 康 

Ｈ Ｐ 委 員 岡 村 昭 則  広報部長 天谷・田中 郷 土 

Ｈ Ｐ 委 員 高平  保    久保田・山田 ま ち 

監 事 角田 進 (健康)  伊藤 登（まち） 
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●専科一期主催第３回合同ハイキング＝4/9 大宮公園周辺花見＝ 

４月９日（月）、第３回専科校友会合同ハイキングは桜日和となり、大宮公園周辺の花見

をしながら★土呂駅⇒市民の森⇒土呂の地蔵堂⇒寿能城跡⇒大宮第二公園⇒大宮公園･氷

川神社⇒大宮駅まで歩きました。専科校友会合同事業として３月に呼びかけて実施したも

ので、当日まで何人参加してくれるのか心配でした。東北線土呂駅に集合したのは、一期

生１６名・二期生１２名で何と２８名です。その中には大宮出身で専科一期の最高年齢で

米寿を過ぎている関利雄さんも

います。関さんと私のお付き合い

が始まったのは６年前のさいた

ま市シニア大学に入学して２年

間一緒に学び、クラブ活動のパソ

コンクラブでのお付き合いは現

在も続いています。高齢の関さん

がシニア大学校友会・いきがい大

学川越学園校友会及び伊奈学園

専科一期校友会と２１期校友会

のどの行事にも元気に参加して

いる姿を見るに付け、我々にとっ

ても大変励みにもなっています。 

 いつかある時、関さんに「元気の源は何ですか」とお訪ねすると。「スケジュールに参加

行事を一杯入れて、それに参加するために気持を集中させることです。だから私は健康に

対する特別に何もやっていません」と返事が返ってきました。それは関さん流の健康法な

のです。関さんの健康をお手伝いすることも兼ねて、これまでもシニア大学校友会やいき

がい大学伊奈学園専科校友会で関さんに「太平洋戦争体験」を講演していただきました。

講演する度に関さんの目は輝いており、大勢の人に感銘を与えたことは言うまでもありま

せん。関さんを支えていたのが最愛の奥様ですが、その奥様が一昨年亡くなられ悲しみで

行事参加も一時遠のいていましたが、また、復活されて今回の合同ハイキングにも関さん

の参加をいただき、我々も、また、関さんから元気を貰いました。 

 私たちもお年寄りの集団ですから、歩き出して２時間も桜狩しながら大宮第二公園まで

来ると、みなさんヘトヘトに歩き疲れてしまいました。桜の花が枝垂れる下での昼食は本

当に美味しかったことは言うまでもありません。昼食後、解散したので私は帰りましたが、

仲間曰く、周辺を散策してから大宮駅に向かう途中で喫茶店に入ってお茶タイムとしたと

ころ、参加者の中で最年長である８９歳の関さんが席に座るや、

直ぐにケータイ電話を取り出して歩数計を見て、日進の家から

土呂駅まで歩いて来た歩数も加えて今日は１万４千歩も歩いた

と呟いたので、周りの人はその健脚ぶりに驚いてしまったとか。

それにしてもスピードといい、最後まで遅れず歩かれた体力に

感服するとともに、後輩の我々は見習わなくてはとの思いを強

くしたことを話してくれました。関さんは、この４月から新た

なる挑戦として、ジャック大宮にあるＮＨＫ学園に入学して学

んでいます。学ぶことを楽しまれている関さんに拍手を送ると

共に、私達の集いに、これからも関さんが参加されることを願

って止みません。またお会いしましょう。 

（郷土の会 岡村） 
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●校友会だより第１号 
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●一期主催専科合同音楽会＝6/9 県民活動センター                    

 

 今日の合同音楽会は専科一期校友会角田会長の発案で企画・実施されました。実施にい

たるまでには、会長はじめ企画部、パソコンクラブ、２期役員、３期役員等の皆さんにご

協力をいただきましたことを報告させていただきます。今回は初めて県民活動センターの

ホールを使うということで、どの位の方々が参加してくれるのか心配しておりましたが１

期～３期・一般を含めて全体で９４名の参加をいただきました。                          

★小林浩さんのミニコンサートは、小林孝子さんのピアノ伴奏で始まりました。プロのテ

ノール歌手の歌声を目の前で聴くことが出来るなんて滅多にないことです。また、「みんな

で唄おう」では、小林さんの解説やジョークを交えての唱歌指導は大変面白く、会場から

何回も笑いがこぼれました。明治時代は国を盛り上げるために教育に力を入れていたこと

もあって、沢山の唱歌が作詞作曲され名曲として今日に受け継がれてきた故に、我々も口

ずさむことができることを実感しました。参加された皆さんも童心に返って沢山の唱歌を

唄っている姿はいきいきしていました。 

★「みんなで唄おう」の終わりは、専科一期校友会を代表すボランティア団体の「手話同

好会」の皆さんに壇上に上がっていただき、「今日の日はさようなら」を一緒に唄いながら

手話ダンスで閉めていただきました（手話ダンス同好会は毎月各地の施設を訪問してボラ

ンティア活動を行っていますのでＨＰを御覧下さい）。それに続き小林夫妻へ花束贈呈が行

われました。最後に専科二期校友会落合会長に閉会の挨拶をいただき、無事に第２回専科

校友会音楽会は終了しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小小林浩さんのミニコンサート・ピアノ伴奏 小林孝子さんです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に手話ダンス同好会のみなさんに「今日の日はさようなら」を踊っていただきました。 
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●第３回交流会＝7/23 大宮サンパレス＝ 

専科一期校友会は交流事業の一つとして「暑気払い」を大宮

サンパレス（５階:リベルテ）で開催しました。梅雨明け後の今

日の天気は、それほどの蒸し暑くもなく会場に足を運ぶことが

できました。卒業して丸２年が経ちました。今回は参加申込者

が７０名で、当日は、急用で１名不参加の６９名でしたが、こ

れまで一番の参加者数となりました。会場入口でコース別受付

を済ませ、各自が各コース別テーブルの席番号を決めてからテ

ーブルに着きました。久しぶりにお会いするクラスメートと声

を掛け合う光景が数多見られました。昨年度の東天紅のようなロケ

ーションはありませんが、結婚式披露会場とあって静かで落着いた

雰囲気が私達を和ませてくれました。 

★まずは、新井副会長の司会で懇親会の幕が開き、次いで角田校友

会会長から、校友会活動や伊奈連協の状況等についての報告があり

ました。星野副会長の音頭で「これからの校友会活動の発展と会員

の健康を祈念して」乾杯し、懇談に入りまし

た。皆でお弁当を食べながら交流の会話が弾

んだことは言うまでもありません。食事後の

アトラクションは各コース別の持ち時間以内

で催し物を披露することになっています。郷

土コースが先陣を承り、参加することに意義

ありを強く意識し、急仕立てで歌２曲を合唱し

ました。筆者としてはなかなかの出来だったと

思っています。次にまちづくりコースも歌を合

唱しましたが、合唱団に所属されている方がい

るのか素晴らしいハーモニーを聞かせてくれま

した。最後は健康コースの手話ダンスで締めて

いただきました。手話ダンスは伊奈学園建学の

精神を実践している専科一期校友会のボランテ

ィア団体で、毎月一回施設訪問をしてボランティア活動に励んでいます。その活動は毎月

専科一期ホームページに掲載していますので是非御覧になって下さい。 

次のお楽しみのビンゴゲームは宮島副会長の案内で始まりました。これまで賑わってい

た会場も声少なめに真剣に数字に向き合う光景となり、その内にため息が漏れ出したり、

ビンゴに笑顔がこぼれたりしながら全員でお楽しみいただきました。残った時間でカラオ

ケを楽しみました。ここに出演される方は、みなさん上手な人ばかりでしたが、なんと言

っても、新井さんのパホーマンスカラオケと二組のデュエットが印象に残りました。最後

に、高田副会長が交流会を盛り上げていただい

た参加会員の皆様へ御礼の挨

拶があり、一本締めで交流会を

閉めていただきました。その後、

各コース別に記念写真を撮っ

て散会しました。 
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●日帰りバス旅行＝10/23 武田神社・山梨県立美術館外＝ 

小雨の降るなか、健康づくりコース 21 名、郷土を知るコース 14 名、まちづくりコース

18 名合計 53 名がバス 2 台に分乗、席割は 1 号車に郷土を知るコースと健康づくりコース

の男性が、2 号車はまちづくりコースと健康づくりコースの女性がそれどれ別れ、ポッチ

ャリ美人のバスガイドさんの合図で大宮シーノビル前を8時40分に出発して目的地に向か

う。途中、圏央道狭山 PA でトイレ休憩を取り、八王子ジャンクションから中央道に入り、

始まったばかりの山々の紅葉を眺めながら勝沼 IC を経て最初の見学地、万寿園へ。 

★万寿園では葡萄酒醸造の行程を見学し、赤・白ワイン、花梨等試飲でほろ酔い気分にな

り、バーベキューハウスでの昼食は

地元名物カボチャほうとうに舌鼓

をうち、お土産にワインボトルを買

う人もいました。再びバスで武田神

社に向かい、到着したころは雨も上

がりました。神社の周りは池に囲ま

れて鬱蒼とした森の中に武田氏ゆ

かりの躑躅が先屋敷跡、宝物殿、武

田 24 将列伝記等があり、郷土の偉

人の思いが偲ばれる。 

★最後の見学地、山梨県立美術館は

DVDの作品と学芸員の実物説明で館

内を見学、1978 年開設以来、ミレ

ーの美術館として親しまれていま

す。「種をまく人」を中心にヨーロ

ッパの主要な風景画家、パルビゾン派の作家、山梨ゆかりの「萩原英雄 コレクション」

「深沢幸雄コレクション」が中心で、収蔵品の総点数は 1 万点に及ぶ。見学時間が短い！

の声がしきり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★帰りは甲府昭和 IC から談合坂へ、ガイドさんの音頭でビンゴゲームを始め、9 名のビン

ゴ達成者に会長から賞品袋が渡された、中身は不明？談合坂でトイレ休憩を取り、川越 IC

を経て大宮へ、このころ心配していた雨も少し降り出した。会長の今後の校友会行事予定

にご協力お願い、運転手さん、ガイドさんの御礼の言葉に皆、拍手で答え無事旅行を終え

ました。18 時 20 分大宮着・解散 

武田神社前 
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 音楽に合わせ、手話ダンスを舞う     専科一期手話ダンス同好会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  楊名時太極拳２４式         専科一期はくつるの会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回ボランティア活動発表会 
(H24.10.26) 
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●一期主催第４回専科合同ウォーキング＝10/30 古河史跡めぐり＝ 

１０月３０日（火）、第４回専科校友会合同ハイキングは、冷え込みの厳しい天気となりま

したが、東北線古河駅に集合したのは、一

期生８名・二期生２０名と全員で２８名の

も大勢の参加をいただきました。    

★歴史ある古河市は、１４５５年鎌倉にい

た関東管領足利成氏が幕府と対立、成氏は

古河城に拠点を移し古河公方を名乗り周

囲に強大な勢力圏を築いた事で北関東の

中心的な都市として重要視されました。成

氏が死去すると一族間の対立が度々起こ

り、戦国大名として巨大化出来ず、次第に

北条氏に従属するようになりました。５代

古河公方足利義氏には男子がなかった為

一時断絶、豊臣秀吉の命により義氏の娘の

氏姫と一族である足利国朝とを婚姻させ古河公方家が再興し後の喜連川氏（喜連川藩主）

の祖となりました。江戸時代に入ると幕府から戦略的拠点として重要視され歴代古河藩主

には譜代大名が配置され（江戸時代中期以降は土井氏８万石）、古河城は将軍の日光東照宮

（栃木県日光市）参拝の折には宿舎として利用されました。又、古河市は奥州街道の宿場

町や利根川、渡良瀬川の舟運の拠点として経済的に発展し多くの物資が運び込まれました。

このように発展して来たのが古河の歴史で、今日はその歴史巡りを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
古河城乾門が移築されている福法寺で説明を聞く       土井一族の菩提寺・正定寺 朱塗りの門が格調

高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
徳川時代の古河初代城主・小笠原秀政が開基した       総合公園内の公方別邸鴻巣館 
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●いきいきフェスティバル＝11/4 太極拳クラブ参加＝ 

 

彩の国いきいきフェスティバル 

太極拳クラブ｢はくつるの会｣出演 
 

秋晴れの１１月４日（日）県民活動総合センターの一大イベント「彩の国いきいきフェ

スティバル」が開催されました。                                                

★「はくつるの会」はクラブ紹介の後、吉橋師範と精鋭７名が正面玄関前特設ステージで

「楊名時太極拳２４式」を演技しました。直前のステージが、HIP HOP にキッズダンスと

超若者の激しいリズムでしたが、我がチームは、鶴が舞うごとく優雅に伸び伸びと演技し、

万雷の拍手を戴きました。太極拳は己の健康のためであるが、人前にでることも励みにな

る良い機会であると実感しました。いきいきフェスティバルは、１万人を超す人出とか、

他にも楽しい企画やイベントが一杯で大いに楽しんだ一日でした。(文・写真 蔦川)  
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●伊奈連協第２１回合同研修会＝11/16 県民活動センター＝ 

午前の部 

★専科一期卒業後、２１期二年制へ進学された方も今年３月に卒業されたので、両方の校

友会 会員になっている方も多く、合同研修会にはどちらの校友会に参加するか選択を迫

られる中 で、専科一期校友会には二年制を卒業された方も含めて全体で４１名参加。 

 

 

 

 

 

 

★まずは、角田会長の挨拶で専科一期の期別集会は幕を開けました。 

★次に各コース活動報告がありました。●健康コース（伊藤盛夫）＝９／２６の凸版印刷

博物 館見学会報告がありました。●郷土コース（宮島昭夫）＝５／２０の鴻巣の史跡め

ぐり、９／２５の皇居と警視庁見学会報告がありました。●まちづくりコース（星野雄三）

＝現在、コースとしてまとまった事業は行っていないとの報告がありました。 

★次に会場を代えて県出前講座「震災に強い都市づくり」を専科三期と合同で受講しまし

た。全体の参加者は９８名（専科一期４１名、専科三期５７名）と盛況で３０７セミナー

室は会員の皆さんで埋め尽くされ、県の講師も熱弁をふるっていました。最後に角田会長

の挨拶で県出前講座も終了しました。 
 

 

 

 

 

 

 

午後の部 

★１階小ホールで合同集会の開講式が行われました。昨年から合同研修会も卒業生が多く

なり、会場の確保もままならず、奇数と偶数別にして午前・午後の二部制となったこと 

から、開講式も午前と午後の２回行っています。合同研修会の企画担当は２１期と専科３

期です。そのご苦労に対し 感謝申し上げます。 

★合同研修イベントとして、川畑恵子・金子由美子さんの演奏による「ミニコンサートと

歌を楽しむ」が開催されました。今年の１月、さいたま市大宮市民会館で開催された専科

一期・ ２期合同音楽会で演奏していただいたお二人です。 
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●校友会だより第２号 



 

 

 

56

●専科一期主催第５回合同ハイキング＝25.1/7 与野七福神めぐり＝ 

 何しろ一昨年、初代校友会会長の田中さんと二代会長の玉置さんが専科合同ハイキング

クラブを立ち上げて二年にならんとしている。今年は玉置さんが昨年まちづくりコースで

実施した与野七福神めぐりをお願いして開催していただいた。専科校友会として呼びかけ

たところ、専科四期生まで入れて２１名とちょうど行動し易い人数でほっとした。参加者

は一期１４名、二期６名、四期１名の方々の２１名です。まずは玉置さんの案内説明に続

き、角田一期会長の挨拶、落合二期会長の挨拶をいただいてから、寒いとは言え、風もな

く歩みも軽く元気よく七福神めぐりのウォーキングに出発と相成った。アリーナーは高校

のバレボール全国大会で熱気あふれる若者たちで賑わっている。それを尻目に我々は七福

神めぐりへと街に出る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★久方に仲間集いて福詣 

★風もなく歩みも軽く福詣 

★福詣して甘酒を飲みにけり 
（氷川神社） 

★七福神めぐりや心新たなる 
（一山神社） 

★マスクして願いごとのみ福詣 
（天祖神社） 

★名刹の僧に出会わず福詣（円乗院） 

★鈴鳴らしおのおの祈る福詣 
（円福寺） 

★甘酒のもてなし受けぬ福詣 
（鈴谷大堂） 

★七福の詣の終わり弁財天（二度栗山弘法尊院） 

★健康は何より宝福詣                   （文・写真 岡村） 

上町氷川神社 
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●健康コース活動＝9/26 凸版印刷博物館と防衛省見学会＝ 

専科１期校友会健康コースで９月２６日（水）に１５名で凸版印刷博物館と防衛省市ヶ

谷記念館を見学しました。大宮駅豆の木前に８時２０分に集合して、京浜線で王子駅へ、

地下鉄南北線に乗り替え飯田橋駅で下車、徒歩１５分で印刷博物館へ。印刷博物館見学は

１時間２０分、昼食時間は１時間。昼食後徒歩１５分で JR 飯田橋駅→市ヶ谷駅、 徒歩１

０分で防衛省へ。防衛省見学１５時４０分終了・解散。 

☆凸版印刷博物館 

印刷博物館では案内人により印刷文化の歴史を一望できる大壁面で説明を受けました。

壁面上の展示物は以下の６つのテーマで構成されている。前印刷（岩や骨などに記録され

た情報）、印刷との出会い（印刷の黎明期）文字を活かす（活字の登場）色とかたちを写す

（図版の登場）、より速く、より広く（動力を得た印刷）、印刷の遺伝子（デジタル時代の

印刷）実施体験としてタイピング印刷でカレンダーを作成しました。昼食時は社員食堂で

前もって注文した食事を楽しく頂きました又、前菜、食後のコーヒー、ジュース等は飲み

放題でした。 

☆防衛省市ヶ谷記念館 

正面入口で見学者名簿と本人確認証明書を照合して入場。昭和２０年８月米軍に接収さ

れ、翌年５月極東国際軍事裁判（東京裁判）の法定として使用された。昭和３５年から陸

上自衛隊東部方面総監部及び陸上・海上・航空自衛隊幹部学校等として使用された。平成

１２年５月、防衛庁が檜町（六本木地区）から移転した。１階大講堂 ２階旧陸軍大臣室

（前陸自東宝総監室）旧便殿の間（前陸自幹部学校長室） 

 

 
 

 

 

 

 

 

活字の収納と取り出し           ミニカレンダーのプリント体験 

 

 

                               

 

 

 

 

   凸版印刷食堂で  

      

       防衛省記念館前⇒ 

（文・写真 伊藤） 
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●郷土コース活動＝5/20鴻巣市史跡めぐりー＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●郷土コース活動＝9/25皇居・警視庁見学＝ 
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●郷土コース活動＝25.2/6 県立歴史と民族博物館と懇親会＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●郷土コース活動＝25.3/27 関宿城と中之島の辛夷の花見＝ 
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●まちづくりコース活動＝25.2/18 鉄道博物館と盆栽美術館見学＝ 

まちつくりコースの活動は年１回で今年度は、平成２５年２月１８日（月）、鉄道博物館

と盆栽美術館を見学しました。寒い時節なので、暖かな屋内見物の企画にしたのも担当理

事さんたちのご配慮でしょうか。集まり具合は曇り空の為かイマイチでしたが１７名が参

加しました。１０時の開館前、先ずはＤ５１形式蒸気機関車の顔を背景に記念撮影。 

★鉄道博物館館内の案内は、現役ボランティアガイドの伊藤登さん（総務部長）とお仲間

の高橋さんが１時間半かけて懇切丁寧に説明してくれました。「汽笛一声 新橋を…」の鉄

道唱歌で始まる日本鉄道の幕開けは明治５年の新橋―横浜間の開業、所要時間５３分で、

昔の新橋・横浜駅は汐留・桜木町駅の場所にあったこととか、新幹線は「夢の弾丸列車」

として戦前から計画されていて、今の「夢の超特急」が実現したとか…。また、お召列車

の前では、大正天皇は大の列車好きで内装は超豪華版のオール木製で作られているとか。

誰かが言っていた。細かいことまではとても覚えきれない。これだけ記憶しよう…明治１

６年上野―熊谷開設で浦和・上尾駅開業、１８年に大宮駅開業と呟き声。 

模型ジオラマを１０分間見た後、正午から高崎線・室蘭線で働いてきたＣ５７１３５型

機関車の汽笛吹鳴見学。転車台が３６０度回転する間に汽笛４声、機関手は伊藤登さんで

した。昼食は３階で新潟行き、上野行き、青森行きの新幹線を眺めながら駅弁わっぱめし

を食す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤 登さんのガイド 

★大宮盆栽美術館 

鉄 鉄道博物館駅からは東へ暫しウォーキング。野田線大宮公園駅を右手奥に見ながら

直進、途中北上すると瀟洒な和風の建物に到着。拝観者

はご婦人が二人、われらが入ると館内は急に賑やかに。

親譲りの盆栽を持っているＫさんに聞くと面倒で手入れ

し切れないとの弁。また、庭園の立派な盆栽の値段を係

員に聞いたところ、教えられないと…？？この美術館に

来て、盆栽に「根張り、立ち上がり、シャリ（舎利）、ジ

ン（神）、葉」など、各部の呼び名があることまた盆栽の

座敷飾りに「真・行・草」があることを勉強しました。

往きも帰りも道中の会話もあって、楽しい愉しい一日でした。幹事さん皆さんありがとう。  

（文：玉置、写真：滝澤） 
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平成２５年度専科一期校友会活動報告 

           クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 １７回   延べ 122 名 参加 

２ 太極拳クラブ １１回 延べ 54 名 

 はくつるの会ハイキング ９回 延べ 57 名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ １２回 延べ 180 名 

４ 俳句「遊」クラブ １２回 延べ 155 名 

５ 卓球クラブ １８回 延べ 203 名 

７ 

８ 

専科合同グラウンドゴルフ 

専科合同ハイキング 

１回 

１回 

15 名 

３名 

９ 合同墨彩画展 １回 5 名 

各コース活動報告 

１ 
郷土コース 

 

2 回 お人形の町・岩槻史跡めぐり 

ＪＲ東日本大宮総合車両センター 

８名参加 

１７名 

２ 

 

健康コース 

 

２回 醤油の街を散策 

川口駅東口観光コースを散策 

２１名 

１５名 

３ まちづくりコース １回 醤油の町野田市の醤油工場見学と歴史散策会 １６名 

活動名★事業 実施日 場 所 活 動 概 要 

第３回定期総会 4.19 県民活動総合ｾﾝﾀｰ H24 年度活動報告、H25 年度 

   活動計画、新役員の承認 

第１回理事会 4,25 〃 年度計画の確認 

第２回理事会 5.24 〃 自己紹介、各部の活動計画 

校友会だより１号発行 6.01  25 年度活動等紹介 

第３回理事会 6.24 県民活動総合ｾﾝﾀｰ 暑気払い計画 

★暑気払い 7.02 大宮ｻﾝﾊﾟﾚｽ ５１名参加 

第４回理事会 8.23 県民活動総合ｾﾝﾀｰ ﾊﾞｽﾊｲｸ計画、臨時総会について 

第５回理事会 10.17 〃 臨時総会資料確認、打合せ 

第 4回ボランティア発表会 10.26 〃 手話ダンス、太極拳参加● 

★日帰りﾊﾞｽ旅行 10.29 小諸懐古園他 ３８名参加 

臨時総会  11.15 県民活動総合ｾﾝﾀｰ 今後の校友会活動提案 34 名参加 

第６回理事会 12.20 〃 学習会企画 

校友会だより２号発行 1.01   

第７回理事会（新旧） 2.26 県民活動総合ｾﾝﾀｰ 新旧理事会 

★講演会 2.26 〃 藤吉 次郎氏（元ﾃﾚﾋﾞ東京ｱﾅｳﾝｻｰ） 

第８回理事会（新旧） 3.20 〃 総会資料確認、打合せ 

第９回理事会（新旧） 4.11 〃 総会資料確認、打合せ 

第４回定期総会 4.18 〃 ５２名参加 
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●第４回定期総会＝H26.4/18 県活＝ 

 

                            司会 中村 正武 

 １．開会のことば                   理事 北氏 和雄 

 ２．会長挨拶                     会長 田中 忠 

 ３．議長選出 

 ４．書紀                              

 議事録署名人の選出                          

 ５．議事 

   ①第１号議案 平成２５年度活動報告        企画部長 山田 宏明 

   ②第２号議案 平成２５年度決算報告        会計主管 山崎高三郎 

   ③第３号議案 平成２５年度監査報告        監  事 角田 進 

   ④第４号議案 平成２６年度新役員選任（案）    新会長 

   ⑤第５号議案 平成２６年度活動方針（案）     新副会長 

   ⑥第６号議案 平成２６年度予算計画（案）     新会計 

 ６．議長解任 

 ７．新会長就任挨拶 

 ８．閉会のことば                   副会長 原井 克之 
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平成２６年度役員選任 

担当区分 理事 役職 コース役職 備考 

まちづくりコース 蔦川 忠義 会 長   

（総務担当） 小金沢 憲男 副会長 コース長  

 大島 修 総務部長   

 高橋 幸子 総務副部長   

 石井 三代子 総務副部長 コース会計  

郷土コース 

（広報担当） 

 

 

岡村 昭則 副会長兼広報部長 郷土を知るコース長  

浅見 法子 会計主管   

森田 啓資 広報副部長   

長澤 輝子 広報副部長兼会計 コース会計  

健康コース 塙  恒雄 副会長兼企画部長 コース長  

（企画担当） 桒原 八洲子 企画副部長   

 松山 ノブ子 企画副部長   

 斎藤 志津子 企画副部長 コース会計  

監  事   山崎 高三郎（健康）   石田 孝彦（まち） 

・幹事会＝会長・副会長・各部長・会計主管の５名 

・理事会＝理事及び監事の全員 

ホームページ委員  

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄   

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠   

まちづくりコース 高平 保 久保田 圭子 山田 宏明  

ＨＰ委員はホームページ作成の原稿収集の広報部支援を行う。 

参考：クラブ・同好会（他期との合同を含む） 

①パソコンクラブ ⑥ハイキングクラブ 

②太極拳クラブ ⑦グラウンドゴルフクラブ 

③俳句・ゆめクラブ ⑧陶芸クラブ 

④俳句・遊クラブ ⑨墨彩クラブ 

⑤卓球クラブ ⑩手話ダンス同好会 
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●校友会だより第１号 
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●第４回交流会＝7/2 大宮サンパレス＝ 

７月２日、専科一期校友会は交流事業の一つとして「暑気払い」を大宮サンパレスで開催

しました。梅雨最中とはいえ、今日の天気は我々の行事を歓迎するかのように晴れ渡り、

足元に気をとられることもなく会場に足を運ぶことができ

ました。卒業して丸３年が経ちました。会員数は卒業時の

１１６名から８８名になりましたが、今日の暑気払いには

５１名の方が参加してくれました。会場入口でコース別受

付を済ませ、各自が各コース別テーブルの座席表によりテ

ーブルに着きました。久しぶりにお会いするクラスメート

と声を掛け合う光景が数多見られました。特に嬉しかった

のは遠い横浜市金沢区から健康コースの田中里子さんが参

加してくれたことです。★ここは結婚式披露会場とあって、

いつ来ても静かで落着いた雰囲気が私達を和ませてくれます。まずは、柿沼企画部副部長

の司会で暑気払いの幕が開き、次いで石田副会長の開会宣言、田中校

友会会長の挨拶がありました。中村副会長の音頭で「専科一期校友会

の発展と会員の健康を祈念して」乾杯し、懇談に入りました。皆でお

弁当を食べながら交流の会話が弾んだことは言うまでもありません。 

★食事後のアトラクションは各コース別の持ち時間内で催し物を披

露することになっています。健康コースは、手話ダンス同好会の皆さ

んが「ビリーブ」、「いつでも夢を」に合わせて手話ダンスを披露し

てくれました。専科一期校友会で誇れるボランティア活動を続けてい

ます。次にまちづくりコースは手品です。今日のリーダーを務める平

林さんは蕎麦打ち名人ですが、それに一品を加えるべく手品を勉強中

とか。はじめに平林さんがハンケチを使った手品を見せてく

れました。次に山崎さんで、初公開するのは、ペットボトル

の口に百円円玉で蓋して筒を被せ、筒から球を落とす手品や、

ペットボトルの中で割りばしを自由に浮かせる手品を行い

ましたが、失敗の連続で会場は爆笑の渦でした。平林さんは

ボランティア活動で蕎麦打ちと手品を紹介するため、この８

月にアジアに旅行すると語っていました。 

 しんがりは郷土コースで昨年のように参加することに意

義ありを強く意識し、急仕立てで「瀬戸の花嫁」と「リンゴ

の歌」を合唱しました。最後に前角田校友会会長に指揮していただき、東日本大震災で被

災された方々への思いを込めて「花は咲く」を参加者全員で合唱して終わりました。 

★次のお楽しみのビンゴゲームは、企画部の皆さんが裏方を務め開始されました。郷土コ

ースが「リンゴの歌」の三番をビンゴゲームへの思いを込めて替え歌を合唱したように、

これまで賑わっていた会場も声少なめに真剣に数字に向き合う光景となり、その内にため

息が漏れ出したり、ビンゴに笑顔がこぼれたりしながら全員でお楽しみいただき、半数近

くの人が賞品をゲットして終わりました。このゲームは参加者の皆さんをワクワクさせま

すね。次回は日帰りバス旅行で行うと思いますのでご期待を！ 

★会場の時間が残り僅かとなったので、大急ぎでコース別参加者の写真を撮り、最後に、

北氏副会長が交流会を盛り上げていただいた参加会員の皆様へ御礼の挨拶と会員の健勝を

祈念して一本締めで交流会を閉めていただきました。次回は１０／２９の日帰りバスハイ

クです。大勢の皆さんの参加をお待ちしています。（広報部長） 
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●第４回ボランティア活動発表会＝10/25 手話ダンス同好会参加＝          

  

 １０月２５日、第４回ボランティア活動発表会に出場しました。今年で３年連続となり、

そろそろ卒業になるかも。ただ、伊奈学園校友会のこの催し物は、他の学園の「芸能祭」

と異なり、普段ボランティア活動を実践しているグループが優先的に出場するので、来年

も申込数いかんでは、逆にイナ・ヴォイスからお声がかかるかも知れません。             

★今回は、グループの紹介をプロジェクターを用いて行うということで、最初の５分位は

本会の成り立ち、練習スケジュール、４月からの訪問実績とその様子、の順に投影・紹介

しました。続いて、いつもボランティア訪問で行っている「みんなで唄おう」のコーナー、

この日は会場の皆さんに参加していただき、「紅葉」を唄いました。                   

★最初の踊りは、手話ダン

スではなくレクダンスの

「ギンギラギンにさりげな

く」。曲目を紹介すると会

場から「ホーッ」という声

が聞こえるなか、４分間の

踊りに集中しました。実は

本番前、リハーサルで３回

踊っており、これが４回目。

途中から少し足に来たのが

情けない。踊り終わって息

を切らせながら次の曲「里

の秋」を紹介したのは多少

演技も入っていましたが、

歌を先にしたのは正解でし

た。里の秋で息を整え、最後はようやく覚えた「明日があるさ」で締めました。予定の２

０分はパソコンと音響担当のお二人のスムーズな操作のお蔭で、２分残して終了となりま

した。さて今回の人気投票、結果は昨年に引き続き２位となり、奥ゆかしさのなかに実力

が地に付いたと言えるのではないでしょうか。（文：角田、撮影：イナ・ヴォイス） 
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●日帰りバス旅行＝10/29 小諸懐古園外＝                     

  

 １０月２９日、先週２７号と２８号台風が通過し、よい天気が続いたので今日もなんと

か持ってほしいとの願いが受け入れられ、秋曇りの中、専科一期校友会恒例行事のバスハ

イクに３６名の参加をいただき、楽しい一日を過ごすことができました。これも山田企画

部長をはじめ企画担当のみなさんのご協力があって、「懐古園とこんにゃく博物館」の見学

が実現したことであり、企画されたご苦労に対し、参加者一同感謝あるのみです。 

 さて、今日の旅を少し振り返ってみましょう。昔より旅は私達を日常生活から解放して

くれるとあって、みなさんリラックスして集合されてから解散するまで仲間との会話が弾

んでいました。参加された皆さんを観察していると、旅の味付けを「写真撮影で行ってい

る人、俳句を詠んで行っている人、歴史が好きでガイドの説明を聞きながら徴古館の展示

品に目を凝らし見ている人、石碑等を深く読んで昔に思いはせている人、島崎藤村の唱歌

を口ずさんでいた人、見学の合間に手話ダンスの練習をしている人」等様々で旅をそれぞ

れの感覚で楽しんでいた。 

 加えて旅の楽しみは食べることです。今回は佐久の「おぎのや」の名物の釜飯と、「こん

にゃく博物館」のこんにゃくバイキングが私達の食べる楽しみを堪能させてくれました。

昔、信越線で軽井沢へ峠越えする時に横川駅で買って食べた峠の釜飯は、今でも美味しか

った記憶が脳裏に深く刻み込まれていますが、現在の大量生産で機械的に作り出される釜

飯は、味が今一つと言ったところではないでしょうか。 

こんにゃくのバイキングはみなさん初めてなので興味しんしんで何種類にも料理された

「こんにやく料理」を楽しんでいました。私は田楽味噌オデンとこんにゃくラーメンを美

味しくいただきました。こんにゃく料理に感動してか、みなさん「こんにゃく」を沢山買

い込んだ方が多かったように見受けられました。 

★ 
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●いきいきフェスティバル＝11/4 太極拳クラブ参加＝  

 私達専科１期太極拳クラブ“はくつるの会”は１１月４日

県民活動センターで開催された、いきいき埼玉主催の彩の国

いきいきフェスティバルの演技の部に出演しました。                      

★出演団体は選考で選ばれた１４団体でフラダンス６団体、

他のダンス系が３団体と女性を中心とした華やかな団体が

目を引きました。その華やかさの中で私達太極拳は黒い衣装

と真っ赤な帯締めで会場の雰囲気をピリッと締めたと感じ

ています。                      

★今回の出し物は楊名時太極拳の不老拳と百華拳です。不老

拳とは太極拳２４式の中の前般１２式の演武です。また百華

拳は後半１２式の演武ですがこの演武は全員が円になり観

衆から見ると円が回ったり、円が縮小・拡大したりして丁度

花がつぼんだり開いたり揺れ動く様が見られます。聴衆の方

からは初めて見る動きのある演武で、興味を持って見れれた

との感想が聞かれました。数千人が訪れると言う大変賑わう

このフェスティバルに出演し、なんとか演武ができたことは

私達にとって記念すべき日となりました。（文：塙 写真：高田） 
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伊奈連協退会意向調査にご協力有難うございました 
 

★「―専科一期校友会を１０年間続けるために―」というタイトルの下に、伊奈連協退会

を打ち出すに至った３要因挙げて会員の理解をいただき、退会意向調査を実施しました。

卒業生の半分が二年制に進学・卒業で会員が減少で専科校友会活動は、各期専科校友会と

も縮小化していく特殊要因があること②専科校友会は各期とも年数を経過するに連れて役

員のなり手がいないこと。 

③専科校友会校友会が抱えるダブル会員の特殊要因による会員減少を、伊奈連協力は顧み

ることなく、機能していない伊奈連協の中枢部である企画部と広報部の担当を専科校友会

に押し付けてきたことから、専科一期校友会の組織防衛を図る必要があること。 

★伊奈連協退会意向調査 

  私たち会員も齢を重ねていくと、エネルギーが少なくなっていく自然摂理の中での行

動範囲も狭くなることは否めない状況があります。専科一期校友会活動を充実させるため

には、余計なものは切り落としていくことが大事だと考えています。現在の伊奈連協に加

盟していても会員にとってメリットは少なく、専科一期校友会役員に大変重い負担がかか

るのみです。幹事会としては退会したいと思っていますが、一番のベースになるのは皆さ

んの意見ですから意向調査を実施しますのでどちらかに○で囲み８月１５日までに各コー

ス副会長にメールまたは電話で回答してください。 

 

 

 

 

伊奈連協退会意向調査結果 

単位：名 

コース 退会賛成 退会反対 保留 未回答 計 

健康 ２７    ２７ 

郷土 ２６   １ ２７ 

まちづくり ２３ １ ２ ７ ３３ 

計 ７６ １ ２ ８ ８７ 

  ※ 健康コースの鈴木玉三郎さんが退会しましたので会員総数は８７名です。 

この調査結果に基づき、 

８／１９  幹事会で伊奈連協退会を決定。 

８／２３  理事会で調査結果を報告し理事会の承認を得る。 

１１／１５ 臨時総会を開き、伊奈連協退会の意思決定をし、規約改正を行います。 

１１／１５以降に伊奈連協に専科一期校友会は２６年度より退会することを通告します。 

★専科一期校友会を１０年間維持するために、「伊奈連協は主体性を持って広報活動してい

ない」ことを指摘して伊奈連協への公開質問状や伊奈連協組織改革案を出したことから端

を発し、専科二期・三期は組織防衛のため伊奈連協を退会しました。専科一期校友会の伊

奈連協退会へ向けて取組も今回結実したことで「難問を一つ乗り越えた」という充実感じ

が湧いてきます。会員の皆様のご協力に感謝します。  

★脱退することによって諸々の利点が生まれます。 

①専科一期校友会理事の負担が大幅に軽減される。 

②会費が軽減できる。（2000 円⇒1500 円） 

③自由な独自の活動を目指せます。                 （広報部長） 

 

Ａ、伊奈連協退会に賛成する  Ｂ、伊奈連協に留まるべきだ 
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●伊奈連協退会のための臨時総会＝H25.11.15＝ 

日 時 平成２５年１１月１５日(金) 午前１０時～ 

場 所 県民活動総合センター第３会議室 

出席者 校友会会員 ３５名（会員総数８７名） 

 議 題 ①第１号議案 今後の校友会活動提案 

     ②第２号議案 組織改革に向けた提案 

      ・会則改訂提案 

      ・細則改訂提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★定刻により、副会長の石田忠彦さんから開会が宣言され、続いて議長選任の件を会則に

より会長の田中忠さんを議長に選任した。議長は事務局に会員総数、本日の出席会員数の

報告を求め、本会の宣言を行った。引き続き、書記に吉野利美子さん、中原愛子さんを選

任、議事録署名人に角田進さんと小金澤憲男さんを総会の承認を得て選任した。 

★議決事項 

①第１号議案 今後の校友会活動提案について、田中会長より「卒業後 3 年経過の校友会

活動をふり返り、伊奈連協退会への提案と校友会活動のスリム化を総会に諮る。」との説明

がなされた。 

②第２号議案 組織改革に向けた提案について、

北氏副会長より「・本会会則の改訂について、

議案書に基づき、主な改定点は、本会の活動か

ら連協との関係を削除、理事は各コース前年度

末の会員数により選出と、会費は年額 1,500 円

とすることを、議長はこれを総会に諮る。」と説

明がなされた。次に「・本会細則の改訂につい

て、議案書に基づき、主な改定点は連協との関

係を削除とイナ・ヴォイス活動はボランティア

活動と全般的な表示にすることを総会に諮る。」

との説明がなされた。２案件について提案説明が終わったので、議長が 1 号議案、2 号議

案、併せての採決を諮り、異議なく原案どおり承認可決された。 

★以上をもって本臨時総会の議事はすべて終了し、田中会長は議長を退任。副会長の原井

氏から閉会が宣言された。 

※総会終了後は各コース別にお話の会が開かれました。昼食後、伊奈連協の合同研修会に

参加して「夢のコンサート・マリンパー調べ」を楽しみました。 
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●校友会だより第２号 
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●学習会＝26/2.26 フリーアナウンサー（元・テレビ東京）藤吉次郎氏の講演＝ 

専科一期校友会は活動の一環として、これまでも合同の学習会や音楽会等を実施してきま

した。今年度は専科各期校友会とも会員減少の続く中で、合同学習会や音楽会が企画でき

ればと考えていましたが、今年度、企画する校友会がなかったことから、専科一期校友会

が前角田会長の協力をいただき、フリーアナウンサー藤吉次郎氏の講演会を開催しました。

専科二期から四期までご案内して、全体で４７名の方が参加されました。講演の内容を簡

単に紹介します。 

★まず、フリーアナウンサーという立場からソチオリンピックに行かれて、記憶に残るオ

リンピックと記録に残るオリンピックがあり、今回は記憶に残るオリンピックで浅田真央

選手の女子フィギュアスケートフリーを「最高

の演技」で魅せた感動に言葉はいらないの一言

でした。この感動を語らずして臨場感を伝える

かがアナウンサーの技量にかかわっているこ

とを話され、聞く私も実感しました。 

 その他に、１９８４年のロスアンゼルスオリ

ンピックや１９９４年前のワールドカップの

ドーハーの悲劇、あるいは今回の男子ジャン

プ・ラージヒルの葛西紀明選手の実況中継にア

ナウンサーの適切な言葉を選んで臨場感を伝

える難しさを語っていました。アナウンサーは

しゃべりすぎるので間をあけることが大事とも語っていました。 

★スポーツ中継の裏話をお話しいただいた後、本題の「正しい日本語を使っていますか」

をお話しいただきました。これは日常生活の中で私達は無意識に使っていますが、アナウ

ンサーに一番求められていることだと思いながら聞きました。基本は心・技・体の３拍子

で、心は分かりやすい、技は分かりやすく伝えられる技術、体は健康な体を作っておくこ

とに尽きるようです。日本語として、現在使われている言葉、生きた言葉、正しい言葉等

があります。新聞協会では統一的な用語集があるようです。どういう言葉であれ、やはり

使い方が問題なのです。今日は、いわゆる「ら抜き表現」について教えられました。「一般

的にはです・ます調を使うのが大事と語っていました。「ら抜き表現」は、「食べれる」「見

れる」「出れる」のように、本来「たべられる」、「見られる」、「出られる」などというべき

ところを。「ら」を抜いて表現した（とされる）可能表現のことです。今回は藤吉フリーア

ナウンサーの立場から使う言葉、話す言葉、書く言葉を正しく使うためのヒントや、間違

った使い方などの例え等をお話しいただきし

た。藤吉さんが手振りで表現されたり、裏話

では面白いこともお話しされるので笑いがこ

ぼれる場面もしばしば見受けられました。振

り返ると、私達も無意識に間違った言葉使い

をしていること痛感しました。アナウンサー

だからこそ言葉使いの厳しさが求められてい

ることが理解できました。 

 以上のようなお話を聞き、女性３名、男性

１名より質問がありましたことを書きくわえ

て講演内容のまとめとします。（広報部長） 
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●健康コース活動＝4.19 醤油の街を散策＝ 

 

●健康コース活動＝１１．２１川口駅東口観光コースを散策＝ 
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●郷土コース活動＝4/2お人形の町・岩槻史跡めぐり＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝12/4ＪＲ東日本大宮総合車両センター＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まちづくりコース活動＝26/3.19 醤油の町野田市の醤油工場見学と歴史散策会＝ 
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平成２６年度専科一期校友会活動報告 
年月 開催 行事内容 ★事業 会場・場所 備考会員８７名  

３月 ２０日 第８回理事会（新旧引き継ぎ） 県活（３０２室）  

４月 １１日 第９回理事会（新旧引継ぎ） 県活（３０２室）  

１８日 校友会第４回定期総会 県活（２１０室） 出席５２名 

２５日 第１回理事会 県活（２０３室） 出席 13 名 

５月 １６日 第２回専科校友会及び HP 合同連絡会 県活（２０４室） 専科１～５期１５名(専科１期４名) 

２３日 ★一期主催合同ウォーキング             銀座八丁神社めぐり １９名参加１期１８名      

６月 １日 校友会だより第１号  広報部 

１３日 第２回理事会 県活（２０３室） 出席 12 名 

７月 １０日 ★交流会（暑気払い） 大宮サンパレス ４９名参加 

８月 ２２日 第３回理事会 県活（33 準備室） 出席 14 名 

９月 ２９日 ★一期主催合同ウォーキング 栃木県大平山散策 １３名参加・一期６名            

10 月 １０日 第４回理事会 県活（２０３室） 出席 11 名 

２９日 ★日帰りバス旅行 足尾銅山、富弘美術館 ３９名参加 

12 月 １２日 第５回理事会 県活（２０６室） 出席 12 名 

１月 １日 校友会だより第２号  広報部 

2 月 １３日 第６回理事会（新旧理事） 県活（３０２室） 出席 26 名 

１３日 ★一期主催合同学習会・年金   県活（３０６室） １期２７名全３３名  

３月 １３日 第７回理事会（新旧理事） 県活（３０２室） 出席 18 名 

１０日 ２６年度会計監査 県活（３０２室）  

１０日 第８回理事会（新旧引継ぎ） 県活（３０２室） 出席 21 名 

２４日 校友会第５回定期総会 県活（２１０室） ４９名参加        

           クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 １３回   延べ 81 名 参加 

２ 太極拳クラブ １２回 延べ 66 名 

 はくつるの会ハイキング ３回 延べ１7名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ １２回 延べ 206 名 

４ 俳句「遊」クラブ １２回 延べ 140 名 

５ 卓球クラブ ２０回 延べ 257 名 

６ 専科合同ハイキング ２回 延べ 24 名 

７ 専科合同グラウンドゴルフ １回 15 名 

８ 合同墨彩画展 １回 5 名 

各コース活動報告 

１ 郷土コース １回 野田醤油工場と清水公園 １５名参加 

２ まちづくりコース １回 東京スカイツリー １０名 
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●第 5 回定期総会＝H27.4.24＝ 

                            

 

  司会 大島 修 

１．開会のことば                 理事 小金澤憲男 

２．会長挨拶会長 蔦川忠義 

３．議長選出 

４．書紀                              

 議事録署名人の選出                          

 ５．議事 

①第１号議案 平成２６年度活動報告       企画部長 塙 恒雄 

②第２号議案 平成２６年度決算報告       会計主管 浅見法子 

③第３号議案 平成２６年度監査報告       監 事 石田孝彦 

⑤第４号議案 平成２７年度新役員選任（案）   新 会 長 

⑥第５号議案 平成２７年度活動方針（案）    新副会長 

⑦第６号議案 平成２７年度予算計画（案）    新 会 計 

 ６．議長解任 

 ７．新会長就任挨拶 

 ８．閉会のことば                  副会長  岡村昭則 
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平成２７年度役員選任 
担当区分 理事 役職 コース役職 備考 

（総務担当） 伊藤 盛夫 会長兼総務部長 健康づくりコース長  

 吉橋 佳子 副会長総務部   

 奥山 久子 総務部 健康づくりコース会計  

 星沢 恵美子 総務部   

 岩松 忠子 総務部 郷土を知るコース会計  

（広報担当） 岡村 昭則 副会長兼広報部長 郷土を知るコース長  

（企画担当） 大森 勇 副会長兼企画部長 まちづくりコース長  

 新井 真弓 会計主管   

 石井 一好 企画部   

 久保田 圭子 企画部 まちづくりコース会計  

 高平 保 企画部   

 野村 侃滋 企画部   

 宮島 昭夫 企画部   

監  事 蔦川 忠義（まち） 浅見 法子（郷土） 

・幹事会＝会長・副会長・各部長・会計主管の５名 

・理事会＝理事及び監事の全員 

ホームページ委員  

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄   

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠   

まちづくりコース 高平 保 久保田 圭子 山田 宏明  

ＨＰ委員はホームページ作成の原稿収集の広報部支援を行う。 

参考：クラブ・同好会（他期との合同を含む） 

①パソコンクラブ ⑥ハイキングクラブ 

②太極拳クラブ ⑦グラウンドゴルフクラブ 

③俳句・ゆめクラブ ⑧陶芸クラブ 

④俳句・遊クラブ ⑨墨彩クラブ 

⑤卓球クラブ ⑩手話ダンス同好会 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

78

●専科一期主催第１回合同ウォーキング＝5/23 銀座八丁神社めぐり＝ 

 

玉置さんの支援による１年ぶりの専科合同ハイキングである。４月中旬に各期校友会へ

呼びかけたが、当日まで何人参加してくれるか心配していた。当日の東京駅八重洲中央改

札口に集合してくれたのは１９名（１期１８名・２期１名＝女性１２名・男性９名）で心

配は杞憂に終わった。参加された女性の皆さんは、日本の誇る代表的な街として世界中に

その名を轟かせている銀座の神社めぐりをするとあってオシャレしていたので一段と華や

いていた。１０時１５分中央区文化財サポーター協会のボランティアガイド東洋さんと杉

本の案内で銀座の神社めぐりへと踏み出した。 

 銀座の歴史は古く、およそ 400 年前徳川家康が江戸に新しい政権を立ち上げるとすぐに

日比谷入り江の埋め立てをして、そこに商人や職人の町として誕生した。1612 年に駿府に

あった銀座役所が移転してから 1800 年まで銀貨の鋳造が行われており、「銀座」という名

前は、この銀貨鋳造所が置かれていたことから発生した地名となって今日に至っている。 

 今日はガイドの東洋さんから●正一位伏見稲荷神社、●青物市場跡の記念碑、●史跡歌

舞伎座発祥の地、●龍光不動尊、●朝日稲荷神社、●座出世地蔵尊と三囲神社銀座摂社、

●宝童稲荷神社、●銀座四丁目交差点のコイコリン、●服部時計店の説明、●あづま稲荷

神社、●豊岩稲荷神社、●金春通りの煉瓦遺構の碑等を案内していただき、現地で詳細な

説明を受けた。どの町にもそれぞれに歴史があり、現代でもその歴史の名残を受け継いで

きていることを窺い知ることができた。私の頭の中も通り一片の学びで明日には忘れ去っ

てしまうのかも知れないが、ガイドさんの説明を思い出しながら家で調べて今日のまとめ

をする時間は私にとって至福の時間であったことは紛れない事実である。だからこそ知ら

ないことを少しでも知ることの喜びは何物にもこ代えがたいのだ。何と言っても銀座で人

間ウォチングするのは最高に楽しかった。 
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●校友会だより第１号 
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●第 5 回交流会＝7/10 大宮サンパレス＝ 

７月１０日、専科一期校友会交流事業の最初の事業として「暑気払い」を昨年同様に大宮

サンバレスホテルで開催しました。４９名の方が参加しました。台風８

号が近づいていることから風雨が強くなるのではと昨日から心配して

いましたが、鹿児島に上陸後、台風の勢力も弱まり、今日は蒸し暑い空

模様となり、雨も降らず、無事に「暑気払い」を開催できたことを役員

一同ホッとしたところです。 

卒業して丸４年が経ち、会員も７２名と減りましたが、４９名の参加さ

れたみなさんが久しぶりの交流に話を弾ませている姿を見るにつけ、専

科一期で学んでよかったなあと実感すると共に、来年以降も続けていか

ねばと思いを強くしました。特に９０歳を超えられた関利雄さんが元気

な姿で出席されたことで、関さんから生きることのエネルギーをいただ

きました。関さんは私たちの希望の星なので、これからも元気に参加さ

れることを願って止みません。 

★さて、暑気払いを振り返ってみましょう。まず塙企画部長から総合司会の桒原志津子さ

んの紹介があり、桒原さんの挨拶から暑気払いの幕が開かれました。

開会あいさつを小金澤副会長から「私たちのために台風が避けてくれ

た」という挨拶は印象的でした。つづいて蔦川会長の挨拶があり、参

加された皆さんに感謝の意を伝え、校友会活動への協力を呼びかけて

いました。次に大島総務部長の音頭で「専科一期校友会の発展と会員

の健康を祈念して」乾杯し、懇談に入りました。お弁当を食べながら

各テーブルで交流の会話が弾んだことは言うまでもありません。また、

食後は各自他のテーブルに出向き仲間

と交流する風景も多くみられました。

撮影を担当している私としては、みん

な元気に仲間とのおしゃべりを楽しんでいる風景は最高で

した。★食後のアトラクションは、昨年と趣を変えてカラ

オケは各班選出の個人で歌ことにしたところ、各班ともす

ぐに出場者が決まってしまいました。健康コースでは角田

さんが南こうせつさんが作曲した北朝鮮による拉致被害者

に対する思いの歌「国境の風」をトップ

バッターで披露してくれました。次に郷土コースからは梅田さんが大

泉逸郎の「孫」を歌い、つづいて、まちづくりコースから蔦川会長が

踊りたくなるような歌を唄って、私たちに違う一面を見せてくれまし

た。続いてまちづくりの大島総務部長、郷土コースの相場さんと長澤

さんのデュエット「酒場」、引き続き、まちづくコースの山田宏さん

が歌い、最後に角田さんと塙さんのリードによ

り、全員で森田公一の「青春時代」を歌ってカ

ラオケタイムを締めくくりました。次は全員に

景品が出るビンゴゲームです。ビンゴゲームは

短い時間でしたが全員が共に楽しめました。★残り時間も計画通

りに進んだところで、コース別に写真を撮り、最後に岡村副会長

が交流会を盛り上げていただいた参加者の皆さんのお礼の挨拶と

会員の皆様の健勝を祈念して一本締めで閉会しました。 
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●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝9/29 足尾山系南端・太平山散策と葡萄狩り＝ 

9 月29 日専科校友会合同ハイキング部主催のハイキングが開かれました。専科合同ハイ

クは１期６名、２期７名の１３名が参加しました。当日は快晴の秋晴れで絶好のハイク日

和となりました。低い山（345m）にも関わらず、急な上り坂あり、下り坂ありと変化に富

んだコースでした。関東平野で最初に立ち上がっている山地ですから、謙信平からは条件

が揃えば富士山から東京スカイツリーまで見通せる眺めの良さです。ルートは客人神社⇒

謙信平⇒太平山神社⇒大中寺⇒清水寺そしてぶどう団地の「はごろも園」でお土産の葡萄

狩りを楽しみました。帰路のＪＲ大平下駅には発車１分前に到着というタイミングの良さ

でした。『ハイクは晴天に限る』が皆さんの声でした。（田中）大平神社で記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

     ブドウ狩り 

←神社から栃木市内の眺め 
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●日帰りバス旅行＝10/29 足尾銅山、富弘美術館＝ 

 

１０月２９日、今日は秋晴れに恵まれた絶好のバスハイク日和となる。専科一期校友会

恒例行事とはいえ、半年前からの計画でこのような素晴らしい天気に恵まれたことは幸運

と言っても過言ではない。久しぶりに集まった専科１期校友会参加者は３９名。なにしろ

今回も企画予算が少ないことや、みなさんが年金生活者なの参加しやすい料金で楽しくを

モットーに、自分たちでできることは手作りでいこうという企画部長の考えで「旅の栞」

を作ったり、ガイドは企画部員の女性の方にお願いしてシナリオを作っていただいたり、

工夫を重ねた楽しいバスハイクがスタートした。旅は私達を日常生活から解放してくれる

とあって、みなさんバスに乗るやリラックスして集合されてから解散するまで仲間との会

話が弾んでいた。現地に着くまでの車中は斎藤さんがガイドを務め旅にアクセントをつけ

てくれたり、時間を見てはクイズを出して正解者には賞品あげたり、時には日光周辺の紅

葉を見たりしながら、また、足尾銅山が近づけば、前会長の角田さんが植林の話をしてく

れたり、車中は退屈する時間もなく国道１２２号線沿いにある足尾銅山に着きました。私

個人としても若き日に足尾線間藤駅にスーテションビバークして松木沢に岩登りの訓練に

行った思い出もあり、懐かしい町です。まずはＨＰ用の全員で集合写真を撮ってから見学

となりました。★足尾銅山跡の坑道に入り、江戸時代から昭和までの銅採掘の歴史を学び、

約４００年にわたって今日の日本を支えてきた一面や鉱毒事件で苦しんだ農民がいること

を忘れてはいけないと実感しました。★富弘美術館では中学校教師だった星野富弘さんは

クラブ活動中の事故による脊髄損傷で手足が使えなくなり、人生絶望の淵に落とされ、母

の献身的な介護、覚えていた詩人の言葉、キリスト教信仰がベースになって、苦難の末に

見つけた生き方は、口を使って身近な草花や自然なんど小宇宙の世界を詩画で描くことで

した。その生き方が大輪を開き、独特な詩画の世界を生み出し、今日では国内外で作品展

が開かれるに至っています。★桐生織物観光センター織物の作品に触れて見学は終わった。

最後の出し物はビンゴゲームで車内を楽しみ無事に旅は終わった。今回の旅は天候に恵ま

れ企画のみなさんに感謝！（広報部） 
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●校友会だより第２号 
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●一期主催専科合同学習会＝2/13 県民活動センター＝ 

★彩の国いきがい大学伊奈学園専科一期で学んだ私たちは、全員の方が年金生活を送って

いるのではないでしょうか。年々減っていく年金でどう暮らしていくか誰しも頭を痛めて

いるところだと思います。そこで校友会の学習会は、小金澤さんのご協力を得て社会保険

労務士で埼玉年金委員を務めている高橋利夫さんに年金全般について６ページのテキスト

を下に講演をしていただきました。内容は基本的な年金の説明でしたので、年金受給者の

我々にとっては美味しい話はありませんでしたが、質問の中で皆さんが心配していた「遺

族年金」と「離婚時の年金分割」について多少なりともふれていただき、勉強になったの

ではないでしょうか。講座の内容はアウトラインの紹介だけでしたが、「遺族年金」と「離

婚時の年金分割」については、質問もあり皆さんの関心が今年から改正された相続に絡ん

でいることが判りました。 

★この学習会は専科一期主催ですが、専科２期から５期まで合同として参加を呼び掛けま

した。参加者は専科一期＝２７名（健康８名、郷土６名、まち１３名）、専科２期１名、

専科３期５名計３３名の参加をいただき、熱心な聴講と質疑応答がありました。（広報部） 
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●郷土コース活動＝27・3/30▲もの知りしょうゆ館～清水公園＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土の会の集いが１年ぶりに開かれる。郷土の会は５年前の卒業時の会員数とあまり変

わりないが、専科１期校友会に所属される会員が１９名に減少したことから当初の５班編

成を再構築し、３班編成にして今年からスタートした。最初の企画を３班の宮島さん達を

中心とする方々に今回企画していただいた。久しぶりの集いなので２０名の申し込みがあ

ったが、１５名の参加となった。今日は花見日和で最高の天気。                       

★キッコーマンのしょうゆ工場の見学である。私自身、７年前に一度見学している。覚え

ているのは醤油アイスクリームの美味しかったことだけである。映写室で「しおり」の内

容を紹介するビデオを見てから、ガイドが壁に貼られた醤油製造工程の表をみながら、ガ

ラス越しに見える工場内部の機械等について説明してくれるのでわかりやすい。昼食は講

堂で幼稚園児と一緒にお弁当を食べ、それから御用醤油醸造所門を背に記念写真を撮り、

見学して最後は売店で「醤油アイスクリーム」を堪能してから清水公園の桜狩に向かった。            

★清水公園は、私は４回目でそれぞれに思い出があ

る。橋本さんが朝の集合場所を間違えて清水公園駅

で降りてしまったという。駅から公園までは近く

大勢の花見客が行き交う。今日はお天気もよく、

風もなく、桜も満開に近くいうことなしの桜日和

である。仁王門の前に２時半に集合することを決

めて、それぞれが散って行った。私は真言宗智山

派金乗院、フィールドアスレチック、花ファンタ

ジア、聚楽館枝垂れ桜を見てから皆さんが待って

いる仁王門に戻って着た。かくして楽しい集いは

無事に終わった。楽しい一日を企画してくれた幹

事さんに感謝あるのみ。（郷土の会） 
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●まちづくりコース活動＝11/21 東京スカイツリー見学会= 

  まちづくりコースの皆さんと東京スカイツリー見学に行きました。参加者は１０名で

大宮駅に集合高崎線で上野駅まで行き地下鉄に乗り換えて終点浅草駅で降り、電車で東京

スカイツリー駅まで行く予定でしたが、皆が歩こうということになり、東京スカイツリー

まで歩きました。四階の入場券売り場までエスカレーターで行き入場券を購入しました。 

 東京スカイツリーは平成２０年着工、平成２４年５月完成。全長６３４ｍで地上３５０

ｍの展望デッキは５ｍを超える大型ガラスを３６０度に配置しタワーの足もとから約７０

キロ先まで見渡せる開放的な造りになっています。昨年行った時は強風のため４０分間運

転中止となりましたが、今回はスムーズに上ることができました。東京ドームの先に富士

山が見えるはずでしたが霞んでみえませんでした。さらに１００ｍ上がって地上４５０ｍ

の展望回廊はチューブ型でガラス張りの回廊が続き空中散歩している感覚です。展望回廊

から下を見ると自動車はまるでマッチ箱のようでした。四階のフロアに１２時の集合場所

にしていたので皆そこに集まり浅草まで歩きました。浅草で天ぷらの老舗で天丼を食べ仲

見世を散策して浅草寺を参拝してそこで解散しました。 
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平成２7 年度専科一期校友会活動報告 

月日 行事内容 ★事業 会場 備考 

4 

10 26 年度第 8回理事会（新・旧引継） 県活 302 号室  

24 第５回定期総会 県活 210 号室 出席者 52 名 

30 27 年度第１回理事会 県活 203 号室 出席者 8名 

5 
12 ★一期主催第１回合同ウォーキング 東秩父村和紙の里 一期１８名 

15 第３回専科校友会及びＨＰ合同連絡会 県活 204 号室 参加者 8名 

6 
１ 校友会だより第１号発行   

18 第２回理事会 県活 205 号室 出席者 12 名 

7 10 ★暑気払い 大宮サンパレス 参加者 38 名 

8 
１ 「戦後７０年平和記念集」発行  投稿者 27 名 

20 第３回理事会 県活 207 号室 出席者 12 名 

9 16 ★一期主催第２回合同ウォーキング 深谷市 論語の里 1 期 10 名 

10 
22 第４回理事会 県活 201 号室 出席者 12 名 

29 ★バス旅行 ひたち海浜公園外 参加者 27 名 

12 17 第５回理事会 県活 305 号室 出席者 9名 

1 1 校友会だより第２号発行   

2 18 

第６回理事会(新・旧理事) 県活 301 号室,午前 出席者 15 名 

★一期主催合同学習会「自転車の正し

い通行」・「振り込め詐欺について」 

県活 305 号室,午後 

 

参加者 21 名 

(1 期 19 名) 

3 17 第７回理事会(新・旧理事) 県活 301 号室 出席者９名 

4 
14 

２７年度会計監査 県活 201 号室,午前  

第８回理事会（新・旧引継） 県活 301 号室,午後  

28 第６回定期総会 県活 210 号室 出席者３６名 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H27.8.1 発行         H27.7.1 発行        H27.7.1 発行  
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        クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 １１回   延べ 72 名 参加 

２ 太極拳クラブ 4 回 延べ 16 名 

 はくつるの会ハイキング ２回 延べ１0 名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ 1２回 延べ 195 名 

４ 

５ 

俳句「遊」クラブ 

卓球クラブ 

１２回 

１６回 

延べ 118 名 

延べ 177 名 

６ 専科合同ハイキング ２回 延べ 28 名 

７ 専科合同グラウンドゴルフ ４回 延べ 40 名 

各コース活動報告 

１ 

 

健康コース 

 

２回 造幣局と巣鴨の街散策 

東大構内散策と上野史跡巡り 

８名参加 

７名参加 

２ 郷土コース １回首都圏外郭放水路見学と交流会 １７名 

３ まちづくりコース １回 雨降る中の公園散策 ８名 

※クラブ活動ではＨＰに掲載していない練習日もありますので参加人数はさらに増えると 

 思います。 

※広報として、毎月ＨＰ掲載情報をメールリングリストで配布しています。 

●第６回定期総会＝H28.4.28＝ 

                            司 会 塙  恒雄 

 １．開会のことば                   理 事 星澤恵美子 

 ２．会長挨拶                     会 長 伊藤 盛夫 

 ３．議長選出 

 ４．書紀                              

 議事録署名人の選出                          

 ５．議事 

①第１号議案 平成２７年度活動報告         企画部長 大森 勇 

②第２号議案 平成２７年度決算報告         会計主管 新井 真弓 

③第３号議案 平成２７年度監査報告         監  事 蔦川 忠義 

④第４号議案 会則の改定（案）           副会長 大森 勇 

       ・会則見直しの件  

・「専科一期の会」運営方針（案） 

⑤第５号議案 平成２８年度新役員選任（案）     新 会 長 

⑥第６号議案 平成２８年度活動方針（案）      新副会長 

⑦第７号議案 平成２８年度予算計画（案）      新 会 計 

 ６．議長解任 

 ７．新会長就任挨拶 

 ８．閉会のことば                    理 事 星澤恵美子 
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★会則見直しの件 

（会則を改定するに至った経緯） 

私達は平成２１年４月に彩の国いきがい大学伊奈学園専科一期生として入学、翌年３月

に１１６名が卒業し、校友会を結成して６年が経ちました。当時の専科一期の卒業生の半

数以上が二年制コースに進学し、二年制コースを卒業した後は、専科一期校友会を脱退す

る会員も多くなり、加えてご本人やご家庭の事情、会員の高齢化などから、専科一期校友

会会員は減少の一途を辿っており、現在の会員数は５８名となっています。 

この様に校友会を取り巻く環境は厳しくなっています。今までのような会則をベースに

置いた運営では役員の負担が大きく、役員になりたくなくて退会する会員も増えて、東京

オリンピックまで校友会を続けようという目標を達成することは難しい状況です。 

２８年度校友会会長は郷土コースが担当することから、郷土コースから校友会運営につ

いて改革案が提案されましたので、今年度の理事会で検討した結果、抜本的な組織改革を

行うことになりました。これまでの校友会会則を廃止し、それに代わるものとして緩やか

な申し合わせ事項の「専科一期の会」を提案する次第です。 

★「専科一期の会」運営方針 

（名 称） 本会は「専科一期の会」と称する。 

（目 的） 本会は、会員相互の交流・親睦を図ることを目的とする。 

（会 員） 本会は、専科一期卒業生をもって構成する。但し、年会費を納入したものとする。 

なお、退会した会員の再加入を妨げない。 

（役員及び役員の構成） 

・本会の役員は各コース役員の代表と HP 管理人の４名とする。 

・役員は会長１名、副会長１名、会計１名、広報（HP 管理人）の４名とする。 

・役員は各コースで持ち回りとする。 

会長    28 郷土➡29 まち➡30 健康➡31 郷土➡32 まち 

副会長   28 まち➡29 健康➡30 郷土➡31 まち➡32 健康 

会計    28 健康➡29 郷土➡30 まち➡31 健康➡32 郷土 

広報    28➡32 郷土（HP 管理人岡村） 
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・役員会は必要に応じて開催する。 

（活 動）本会は目的を達成するため次の活動を行う。 

・企画行事は年３回。各コースの企画行事は現地集合、現地解散、実費徴収を原則 

とし、各コースが企画・実行する。企画が決まったら HP と一斉メールで PR する。 

パソコンのない方には電話等で連絡する。 

・７月行事＝副会長コース 

・10 月行事=会計コース 

・１月行事=会長コース 

注：実施時期については、計画の都合により月が前後することがある。 

・4月総会＝新・旧役員担当 

総会では前年度の活動報告、会計報告、今年度の活動、会計徴収を行う。総会終了 

後は、コース毎に集まり歓談の場を設ける。 

・他期校友会との連携・交流とボランティア活動を行う。 

（会 費）本会の会費は５００円とし、定期総会時までに次年度分を納入するものとする。 

なお、既納の会費は途中退会の場合にも返却しない。会費は、HP/メーリングリスト 

運営費及び年１回発行の「専科一期の会たより」、総会の会場費等にあてる。 

（施 行）この「専科一期の会」運営方針は平成２８年４月２８日から施行する。 

★平成２８年度役員選任 

役 職 氏 名 コース別 

会 長 安藤 允浩 郷土を知るコース 

副会長 玉置 貞明 まちづくりコース 

会 計 高田 忠良 健康づくりコース 

監 事 伊藤 盛夫（健康） 新井 真弓（まち） 

広 報（HP 管理人） 岡村 昭則（郷土） 

ホームページ委員 

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄  

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠  

まちづくりコース 高平 保 久保田 圭子 山田 宏明 
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●専科一期主催第１回合同ウォーキング＝5/12 東秩父村「和紙の里」＝ 

 

今回も台風が近づいていることもあり、何人が参加してくれるのか大森企画部長も心配

していた。しかし、集合場所の東上線小川町駅に２４名の方が参加してくれたので心配は

杞憂に終わった。その内訳は一期＝１８名、２期＝２名、３期＝３名、６期＝１名である。

バスに乗り１５分程で「和紙の里」まで来られた。ともかくＨＰに掲載する集合写真を撮

ってから和紙の里に入館した。                                        

★ここで参加者の半数以上が「手すき和紙体験」の申し込みされている。係員の説明を受

けてから、まずは担当者の指導を受けながら、紙漉してそこからみなさん、葉書（草花入

り）色紙（草花入り）に分かれて草や花の材料を和紙の上に貼り付けて、自由自在にデザ

インしていく。そこで和紙体験は終わり、そのあとは担当者が処理してくれ後日、皆さん

の下に送られてくるという。短い時間であったがよい体験をしたと喜んでいた。                    

★それから１時集合まで自由時間となった。それぞれが古民家、庭園や文化伝習館等を見

学し、会館の２階で開かれている日本画家の個展等を見たりしてから、休憩所で皆さんと

昼食を共にした。今まで他のコースの人と一緒に食べてお話したことがなかったので今回

はじっくりとお話しできてよかったことは言うまでもない、これまで以上に親しくなれた。

食後の運動と思って裏山の展望台に上がった。「和紙の里」全体の俯瞰は圧巻だった。                                   

★最年長の関さんはバスで帰ったが、後の方は１時に集合して小川町駅まで全員がウオー

キングすることになった。２３名が周辺の風景や草花を見ながら、お話しながら楽しく歩

いた。東秩父村農産物販売所等３ケ所で休憩を入れた。最後は小川町の銘酒である晴雲の

試飲と見学である。皆さん１時間半以上歩いているので草臥れたが「銘酒の試飲」となる

と目をキラキラさせていた。お土産に買って帰る人もそれなりにいたのでお店の人も喜ん

でいた。駅まで１５分掛けて寂れた街の銀座通りを抜けて小川町駅に無事に着き解散と相

成った。お疲れ様でした。（広報部） 
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●専科一期校友会だより第１号 
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●第６回交流会＝7/10 大宮サンパレス＝ 

専科一期校友会第６回目の交流事業「暑気払い」を昨年同様に大宮サンバレスホテルで開

催しました。今年度は企画部が早目に計画を決めて会員にＰＲしたことから会員５９名中

３８名の方が参加しました。昨日までは何日も梅雨特有の蒸し暑く雨模

様の天気が続きましたが、今日は青空も覗く真夏日に近い蒸し暑い空模

様となり無事に「暑気払い」を開催できたことを役員一同ホッとしたと

ころです。 

 卒業して丸５年が経ち、会員も７２名から５８名と減りましたが、今

日は３８名の方が参加され、みなさんが久しぶりの交流に話を弾ませて

いました。その姿を見るにつけ、専科一期で学んでよかったなあと実感

すると共に、来年以降も、東京オリンピックまで続けていかねばと思い

を強くしました。特に９２歳を超えられた関 利雄さんが元気な姿で出

席されたことで、関さんから生きることのエネルギーをいただきました。

関さんは私たちの希望の星なので、

これからも元気に参加されることを願って止みませ

ん。 

★さて、暑気払いを振り返ってみましょう。まずは総

合司会の久保田圭子さんの挨拶から始まり、暑気払い

の幕が開かれました。開会あいさつを本来なら高平さ

んが行うことに

なっていました

が、体調不良のた

め出席出来ず、急

遽、大森企画部長が行い、つづいて伊藤会長の挨拶が

あり、参加された皆さんに感謝の意を伝え、校友会活

動の事業案内と参加の協力を呼びかけていました。特

に戦後７０年平和祈念集の原稿募集を７月３１日ま

で行っているので大勢の方の投稿を呼び掛けていま

した。次に岡村広報部長の音頭で「本日出席された方々が健康な姿でお会いできたことを

喜びあうとともに、初代の田中会長のいう東京オリンピックまで暑気払いも続けるために

も、専科一期校友会の発展と会員の健康を祈念して」乾杯し、懇談に入りました。年一度

の出会いや、クラブ活動での定例的な出会

いの方々様々ですが、お弁当を食べながら

各テーブルで交流の会話が弾んだことは言

うまでもありません。また、食後は各自他

のテーブルに出向き仲間と交流する風景も

多くみられました。撮影を担当している私

としては、みんな元気に仲間とのおしゃべ

りを楽しんでいる風景は最高でした。専科

一期で学んだものとして年一度の懇親会の

続けねばと思いを強くしたところです。余

興で郷土コースは「「戦争を知らない子ども

たち」を合唱しました。 



 

 

 

94

●みんなの広場で戦後７０年平和祈念を特集しました！８／１発行 

 

 

 

 

 

 

目     次 

（投稿順に掲載しています） 

１、太平洋戦争体験記＝関 利雄                 Ｐ ４ 

２、終戦の年国民小学校に入学しました＝小金澤憲男           Ｐ ６ 

３、平成１７年７月２８日の日記より＝岡村昭則             Ｐ ７ 

４、平成１７年１０月２１日の日記より＝岡村昭則            Ｐ ８ 

５、戦後７０年平和祈念に広島を訪れる＝岡村昭則            Ｐ ９ 

６、“お国のために”＝塙 恒雄                    Ｐ１７ 

７、占領の置き土産＝角田 進                     Ｐ１８ 

８、羽田で出会った少年兵＝角田 進                  Ｐ１９ 

９、「明日への遺言」を見て＝角田 進                 Ｐ２０ 

１０、太平洋戦争開戦の年に生まれて＝伊藤盛夫              Ｐ２３  

１１、戦後７０年の思い出＝瀧澤正高                   Ｐ２４ 

１２、戦争について思うこと＝大森 勇                  Ｐ２５ 

１３、何時になったら戦争の無い平和な世界が来るのでしょうか？＝浅見法子 Ｐ２６ 

１４、戦後７０年の経過について＝伊藤 登                Ｐ２７ 

１５、残された出征の一枚の写真＝岡村昭則                Ｐ２８ 

１６、郷土コースの戦後７０年平和祈念集作成応援合唱           Ｐ３０ 

１７、日本は戦争してはいけない＝梅田 博                Ｐ３２  

１８、戦争の傷跡、そして平和を願って…＝新井貞男            Ｐ３３ 

１９、終戦の年に日本に帰る＝有村 博                  Ｐ３４ 

２０、祖父を顧みて平和を願わずにはいられない＝蔦川忠義         Ｐ３５ 

２１、人生のプロローグ＝岡田時雄                    Ｐ３７ 

２２、母から戦時中の話を聞きました！＝久保田圭子            Ｐ３９ 

２３、戦死の父、熊谷空襲、そして今思う事＝北氏和雄           Ｐ４１ 

２４、この夏特に思うこと＝高橋幸子                   Ｐ４５ 

２５、終戦の日（満４歳４ヶ月）の体験＝森田啓資             Ｐ４７ 

２６、戦争とは＝伊藤昭子                        Ｐ５０ 

２７、星川の提灯＝２１期民話の会                    Ｐ５１ 

２８、我が引上げ記＝野村侃滋                      Ｐ５３ 

２９、戦後７０年平和だった日本に危機感を感じる＝松山ノブ子       Ｐ５７ 

３０、戦争のない平和な社会が続くことを願っています＝斎藤志津子     Ｐ５８ 

３１、学童の縁故疎開＝田中 忠                     Ｐ５９ 

３２、我々の出番はなんであろうか＝平林和人               Ｐ６０ 

３３、残っていた２枚の写真＝玉置貞明                  Ｐ６１ 

３４、靖国とアウシュビッツ＝安藤允浩                 Ｐ６２ 

    あとがき                             Ｐ６５ 
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●専科一期主催第２回合同ウォーキング＝9/16 深谷市「論語の里」＝ 

専科一期校友会主催秋の専科合同ハイキングを秋雨の降りそうな空模様の深谷市で実施

する。今回の企画も現地集合、現地解散ということで呼びかけている。大森企画部長が下

見され、素晴らしい案内パンレット作成して案内したので、専科合同として６期までは私

が呼びかけた。何しろアウトドア―の行事は天候に左右されることが大であり、今回も秋

雨が降りそうな空模様であるが天気予報を信じることにして、集合されたのは１６名。そ

の内訳は一期＝１０名、２期＝６名である。伊藤会長、大森企画部長の挨拶を受けてから

大森企画部長を先頭に、１９７５年に廃線なった深谷駅から日本煉瓦工場までの約４Km の

区間に（上敷免鉄道・日本初の民間専用線）の線路跡は遊歩道になっているので日本煉瓦

資料館を目指した。福川鉄橋近くに昔使われていた煉瓦作り橋げたと線路が展示されてい

る。ここは自転車道と歩道の２車線になっているので快適な市民の運動コースともいえる。

時々、行き交う人と爽やかな挨拶を交わす。ひたすら田園風景を眺めながら日本煉瓦資料

館とホフマン輪窯へと足を運ぶも、土日しかオープされていないので資料館の外観を眺め

るにとどめた。そんな昔に思いを馳せ、渋沢栄一の喜寿（77 歳）を祝って第一銀行の行員

たちの出資により建築され、平成の時代に移築された誠之堂・清風亭へ向かう。                        

★堤防歩いている時はこの前起こった常総市の鬼怒川堤防破壊の話が多かったことは言う

までもない。堤防下の畑は整列した深谷ねぎの青々と成長していた。今が旬なのだろうか。

誠之堂をバックに参加者の記念写真を参加者全員で撮る。そこから程近い「楓」で昼食後、

渋沢栄一の従兄で学問の師である尾高惇忠の生家へ向かう。尾高惇忠は、明治維新後は富

岡製糸場の初代場長を務めました。この生家は、江戸時代後期に惇忠の曽祖父が建てたと

いわれ、惇忠や栄一らが高崎城乗っ取り計画を謀議したと伝わる部屋が二階にある。惇忠

の妹が渋沢栄一の妻で、官営富岡製糸場の第一号工女として尾高惇忠の娘「勇」を率先し

て入場させている。次に渋澤栄一記念館を見学。郷土の偉人「渋沢栄一翁」の功績を広く

顕彰する目的で平成 7 年 11 月、オープン。ここを見学して渋澤栄一生家に向かう。                                 

★この屋敷は、渋沢家の住宅等として使われてきたもので、通称「中の家（なかんち）」と

呼ばれている。昭和 58 年からは「学校法人青淵塾渋沢国際学園」の学校施設として使用さ

れ、多くの外国人留学生が学びました。平成 12 年、同法人の解散に伴い深谷市に帰属し現

在に至っている。 
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●日帰りバス旅行＝10/29 ひたち海浜公園、魚市場＝ 

 

参加者：健康７名、郷土９名、まち１１名 計２７名午前中は曇り空で水戸・大洗ＩＣ

を過ぎたころ小雨が降りだし、海浜公園に入るころまで降り続いた。間もなく雨もやみ傘

なしで公園内を散策できました。時期的の最盛期を過ぎていたためか空いていてゆったり

見物できました。それでもコキアが一面に咲き誇っているのには感動しました。 

那珂湊おさかな市場では２階の食堂で刺身定食に舌鼓を打ちながら食事ができました。

食事後は１階の海産物の買い物をして大分荷物が増えました。 

帰路の守谷ＳＡでトイレ休憩とコーヒータイムで３０分を取り、車中では談笑に花が咲

きカラオケビンゴゲームもする間もなく無事大宮に着き解散となりました。 

●行程 

シーノビル前（８：１０）→三郷ＪＣ（８：４５）→守谷ＳＡ休憩（９：００～９：１

５）→水戸・大洗ＩＣ（１０：１５）→ひたち海浜公園（１０：２０）那珂湊おさかな市

場（１１：４０～１３：４０）昼食休憩・海産物の買い物→水戸・大洗ＩＣ（１３：５０）

→守谷ＳＡ休憩（１４：４５～１５：１５）→シーノビル前（１６：００）解散（校友会

会長） 
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●専科一期校友会だより第２号 
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●一期主催専科合同学習会＝28.2/18 県活＝ 

 

自転車の正しい通行・振り込め詐欺について 

日 時：平成２８年２月１８日(木) 

会 場：県活３０５セミナー室 

参加者 ２１名（専科１期 １９名 専科２期 ２名） 

講 義 上尾警察署 交通政策課 大谷講師 

 
★振り込め詐欺                    

振り込め詐欺は、電話やはがきなどの文書などで相手をだまし、金銭の振り込みを要求

する犯罪行為。詐欺事件の総称として 2004 年に警察庁が命名した。面識のない不特定多数

の者に対し、電話その他の通信手段を用いて、対面することなく被害者をだまし、被害者

に現金などを交付させたりする特殊詐欺の一種。対策➡電話でお金のこと、預金番号、ク

レジットカード番号の話が出たら電話をきる。何もしないこと。それでも心配ならば警察、

消費者センターや銀行窓口や郵便局窓口で相談する。また、子供の名前をかたったら子供

と実際に連絡して確かめる。電話がかかっても何もしないことが被害を食い止める。 
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●健康コース活動＝6/16 造幣局見学と巣鴨地蔵の街散策＝ 

 

 

 

 

 

 

 

        ＝11/21 東大構内散策と上野史跡巡り＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●郷土コース活動＝11/14 首都圏外郭放水路見学会と懇親会＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 郷土の会は、一班が担当で首都圏外郭放水路見学と大宮駅東口「がってん寿司」での交

流会を埼玉県民の日に開催することを２ケ月前から予定していた。例年だと晴れることが

多いので期待していたが、お天気は気まぐれで今日は生憎の雨模様である。参加者も両方

に参加する人、交流会のみに参加する人に分かれたが、１７名の方が参加してくれた。今

日は埼玉県民の日で国土交通省首都圏外郭放水路特別見学とあって事前予約は不要である

ことや、同時に彩龍の川まつり、カッパ市よさこい祭りが開催されるので朝から混雑する

ことを予測して、早く目に見学地に着いたのが正解で順調に見学して、午後の交流会に遅

れずに参加できた。 
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●まちづくりコース活動＝11/25 六義園～旧古川邸＝ 

小雨降る中の公園散策もまた風情？ 

 予て計画しておりました、まちづくりコースの公園ウォーキングを１１月２５日予定通

り実施致しました。午前中はくもり、午後から雨の予報のためか参加者は８名でした。前

日は天候もよく暖かな１日で夜は月も見えたので、明日は予報が外れればとひそかに期待

していましたが予報は見事に当たってしまいました。１０時ごろより小雨が降りだしまし

たが、予定より１０分ほど遅れて駒込駅を出発。 

 まず六義園に向かいました。六義園では小雨が降ったり止んだりのなか１時間ほど散策

しました。中国の人と思われる団体もあり雨の中を散策していました。池に映る紅葉の揺

れは晴天の時とはまた違った風情を感じました。残念ながら六義園の紅葉は遅れている模

様でした。尚なお六義園は元禄１５年川越藩主柳沢吉保が築園した和歌の趣味を基調とす

る大名庭園です。そして繊細で温和な日本庭園です。六義園を１１時２０分ごろ出発。途

中駒込は「染井吉野桜」の発祥の地だそうでその由来について高平さんのお話を聞き、次

の目的地旧古河庭園に向かいました。１５分ほど歩いて到着。庭園内の東屋では女性の皆

さんの笑い声を聴きながら昼食。小雨模様のなか参加された皆さんの心遣いに感じるのも

がありました。有難う。古河庭園は陸奥宗光の邸宅でしたが、宗光の次男が古河財閥の養

子になったとき、古河家の所有となりました。また武蔵野台地の低地と斜面を活かし、北

側の小高い丘には洋館を立て、斜面には洋風庭園、低地には日本庭園を配したのが特徴で

す。昼食後古河庭園を３０分ほど散策。計画では次の目的地である飛鳥山公園、名主の滝

公園の散策、お札と切手の博物館の見学を予定していましたが雨のため中止し、２時ごろ

最寄りの駅「上中里駅」で解散としました。その後希望者は細川家所縁の永青文庫で展示

中の春画展に向かいました。（大森勇記） 
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平成２8 年度専科一期の会活動報告 

月日 行事内容 会場 備考 

4 28 第６回定期総会 県活 210 号室 出席者３６名 

6 １ 専科１期の会だより第１号発行   

7 13 まちづくり担当企画事業 上野動物園散策 参加者１９名 

11 14 
健康担当企画事業 

御岳渓谷ハイキング 
参加者７名、電車事 

故で２名不参加 

１ １ 専科１期の会だより第２号発行   

１ 18 郷土担当企画事業 本多清六記念館 参加者１１名 

１ 28 郷土担当企画事業 明治神宮の森見学 参加者１４名 

２ 18 理事会 大宮シーノ 参加者４名 

３ 31 第 7 回定期総会 大宮シーノ 参加者２９名 

           クラブ活動報告ＨＰに掲載した回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 １１回   延べ５９名参加 

２ 太極拳クラブ １回 ５名参加 

 はくつるの会ハイキング ２回 延べ１１名参加 

３ 俳句「ゆめ」クラブ １１回 延べ１６５名参加 

４ 俳句「遊」クラブ １０回 延べ１０５名参加 

５ 卓球クラブ １８回 １８２名 

６ 専科合同ハイキング １回 ２名 

７ 専科合同グラウンドゴルフ ３回 延べ２８名参加 

８ 合同墨彩画展 ２回 延べ１０名参加 

各コース活動報告 

１ 健康コース １回本土寺紫陽花祭り １０名参加 

２ 郷土コース 
２回久喜鷲宮催馬楽神楽、大宮で懇親

会 
延べ３２名参加 

３ まちづくりコース １回迎賓館見学 ７名参加 

一期校友会事業参加者延べ９１名、クラブ活動参加者延べ３４２名、 

各コース事業参加者延べ４９名で全参加者延べ人数は４８２名となります。 

 

 

※クラブ活動ではＨＰに掲載していない練習日もありますので参加人数はさらに増えると思 

 います。 

※広報として、毎月ＨＰ掲載情報をメールリングリストで配布しています。 
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●第７回定期総会＝H29.3.31＝ 

 

  １、開会の挨拶                  副会長 玉置 貞明 

  ２、会長挨拶                   会 長 安藤 允浩 

  ３、議長                     会 長 安藤 允浩 

  ４、書紀                     広報担当岡村 昭則 

   ５、 

①第１号議案 平成２８年度活動報告     副会長 玉置 貞明 

②第２号議案 平成２８年度決算報告     会 計 高田 忠良 

③第３号議案 平成２８年度監査報告     会計監事伊藤 盛夫 

④第４号議案 平成２９年度新役員選任（案） 副会長 玉置 貞明 

安藤会長の退任あいさつ 

議長交代（久保田新会長） 

⑤第５号議案 平成２９年度活動方針（案）  新会長 

⑥第６号議案 平成２８年度予算計画（案）  新会計 

⑦第７号議案「専科一期の会踏み跡集」発刊について広報担当岡村 昭則 

６、議長解任 

７、新会長就任挨拶 

８、閉会のことば                 副会長 玉置 貞明 
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平成２9 年度役員選任（案） 

役 職 氏 名 コース別 

会 長 久保田 圭子 まちづくりコース 

副会長 新井 貞男 健康づくりコース 

会 計 岡田 時雄 郷土を知るコース 

監 事 安藤 允浩（郷土） 

広 報（HP 管理人） 岡村 昭則（郷土） 

ホームページ委員 

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄  

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠  

まちづくりコース 高平 保 久保田 圭子 山田 宏明 
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●専科１期の会だより第１号 
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●まちづくりコース担当企画事業 

２8 年度まちづくりコース担当企画行事 
（H28.7.13 上野動物園見学） 

参加者：健康２名、郷土６名、まち１１名 計１９名 

 これまでの校友会を大改革して今年度から専科一期の会としてスタートし、今年度から

３コースが持ち回りで年一度事業を企画し、全会員に呼びかけることになった。今回はそ

の第一回目の企画事業である。それ故に是が非でも成功させたいと役員一同願っていたこ

とは言うまでもない。今日の天気は朝から雨がるような予報だったので参加者は少ないの

でと思っていたものの、上野動物園入口前に専科一期の会会員が大勢参加されたのには驚

いた。先ずは企画者の玉置副会長から挨拶があり、大勢の方が参加してくれたことに感謝

の意を述べられ、引き続き安藤会長からご挨拶をいただき団体で入園と相成った。 

★上野動物園に最近来られた小金澤さんの案内で、まずは上野公園人気ＮＯ.１のジャイア

ントパンダを見に行く。さすがに人気者とあって外国人も大勢見に来ている。次に象のす

む森を訪れて３頭の象がいたが、なかなか我々の方を向いてくれずシャッターチャンスは

来なかったに近い。やはり目の前で見る象は大きい。図を見るとなんと一頭の象の体重は

4100 キロを超えているではないか。次にさる山を訪れる。ここは人間社会の縮図を見るよ

うなところがある。力関係で序列が決まったり、上下関係で身づくろいをしたり、孤独な

サルがいたり、それぞれの行動を見ているだけでも飽きない。サルたちの糞を掃除してい

る飼育員を見かけたが、サルはこの人たちに守られながら、我々に見る楽しさを提供して

いることを痛感せずにはいられなかった。サルが人間に近い動物であるが故に印象が強い。 

 熊たちの丘では北極圏に棲む白熊が二頭いたが、その大きさには驚くばかり。この熊の

大きさは北海道に棲むヒグマに近い。その隣にヒグマもいたがやはり大きくて、人間が面

と向かいあったらどうすることもできない。吉村昭の「熊嵐」が蘇ってくる。その隣に本

島に棲んでいるツキノワ熊がいたが、白クマやヒグマよりも一回り小さいものの、このク

マが今年東北地方で四名も噛み殺しているのだから、小さいとはいえ馬鹿に出来ない。 

 次に訪れたのはトラである。ネコ科と

はいえ、人間になついている一般の猫と

比較しても話にならないほど大きい。顔

を見ていると猫の顔に似ており、優しい

目をしているが肉食動物なので、目の鋭

さもあり、キバも足の爪も大きく、獲物

を狙うスピードも速い。テレビで見てい

るよりも目の前に見ると迫力がある。 

 ゴリラは人に慣れているのか、いろい

ろと写真のポーズを取ってくれる。こど

もは可愛いが、大人のゴリラ顔を見ると

大きいので不気味だ。東園の大方の動物

を見たので、モノレールに乗って西園に

ゆく。ここではペンギン、フラミンゴ、

サイ、キリン等を見るが、昼時なので西園食堂に入って参加者のほとんどがテーブルを囲

み懇親を行う。昼食後、流れ解散となったが、このような企画なら会員も自由に参加でき

るし、気兼ねがいらないので長続き出来うそうだ思った。企画してくれた玉置さんに感謝

あるのみ。(岡村) 
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●健康コース担当企画事業 

 

２8 年度健康コース担当企画行事 
（H28.11.2 御岳渓谷ハイキング） 

参加者：健康４名、郷土３名計７名 高崎線信号事故で２名参加できず 

天気は快晴で、風もなくハイキングには絶好の日和です。 

当日、8 時 40 分大宮駅中央改札(南)集合予定が高崎線の送電故障のため 2 名は不参加とな

り 7 名により、武蔵野号八王子行きに乗車、立川駅で青梅線に乗り変えて、軍畑駅には予

定時間の 50 分遅れの到着となりました。 

軍畑駅をおりて舗装道路を 450 メートルほど進むと、渓谷遊歩道入り口です、入り口を

下ると多摩川の清流沿いに出ます、遊歩道は多少アップダウンがあり、紅葉も一部に見ら

れましたが、見頃は下旬頃でしょうか。歩行者専

用の楓橋で対岸に渡ったところに建つのが寒山寺

です。中国の蘇州にある寒山寺にちなんでおり、

ちいさいながらも趣のあるお堂が建てられていま

す。ここで参拝して、楓橋を引き返して上流に向

かいます。道はなだらかになり、川には小石が分

水流になっているところが見え、岸辺には岩が並

び台地となり、バーベキュー等ができます。鵜の

瀬橋を経て６００ｍほどで、広く開けた御園園地

に到着です。持参してきたおにぎりで昼食をとりながら団欒、御岳園地の対岸、御岳小橋

を渡ったところにあるのが玉堂美術館です。玉堂美術館を通り過ぎて御岳橋を渡って御岳

駅に到着。電車の時間には 45 分ほどあるため、駅前の土産店でコーヒーと､当店自慢の柚

羊羹を食べて、又、店頭の格安なジャガイモ、ショウガをお土産に購入、ここで現地解散

し、14 時 19 分発の電車で帰路につきました。        ★                                 

（文・写真 伊藤） 
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●専科１期の会だより第２号 
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●郷土コース担当企画事業１ 

専科一期の会第三回企画事業報告 
（１／１８本多静六記念館を訪れて） 

 埼玉県の偉人“本多静六”素晴らしさを知り、魅力を発見する集いの予備学習として 

久喜市・菖蒲総合支所五階の「本多静六記念館」を訪ねました。参加されたのは健康コー

スの角田さんと郷土の会１０名です。今日は５階の本多静六記念館を野村さんに案内して

いただき、ビデオによる本多静六博士の紹介を見てから、館内の展示物や掲示物を見学し

ました。ここで初めて奉仕の精神を心に据えて職業人として生き抜いた、本多静六博士の

人柄に触れ、私は感動しました。 

★「幼少時に父親を亡くし、その後の苦労した経験とドイツ留学でのルヨ・ブレンターノ

教授の教えから、勤倹貯蓄を処世訓とし、奈良県・吉野の土倉庄三郎翁の書生をしながら

直接林業を学び、後に日本で最初の林学博士となっています。質素な生活を心がけ、大学

教授として研究に閉じこもるのではなく、全国を飛び歩いて８０の公園造りを指導する「日

本の公園の父」といわれる職業人として活躍する傍ら、勤倹貯蓄の投資家として巨万の富

を築きましたが、退官を

機に匿名でほぼすべてを

教育、公共の関係機関に

寄付したことでも知られ

ています。勤倹貯蓄は、

収入の 1/4 は必ず貯蓄を

し、貯金と株式投資によ

って 40 代で分散投資を

実施し数百億円という資

産を築いたと言われてい

ます。★本多静六博士を

知る投資家曰く、「職業人

と投資家で、ともに優れ

た業績を残した本多氏は、

投資で築いた数百億円と

いう資産のほぼすべてを、退官と同時に寄付した。本多静六は、その生涯を通じて数１０

０冊の本を書いている。そこにはさまざまな名言がちりばめられて居る。『人生は生ある限

り、これすべて、向上への過程でなくてはならない。 社会奉仕

への努力でなくてはならない。もし老人のゆえをもって、安穏怠

惰な生活を送ろうとするならば、それは取りも直さず人生の退歩

を意味する。』『他人との比較で自分を疲れさせてはいけない。人

並み外れた大財産や名誉は、幸福そのものではない。人生最高の

幸福は社会生活における愛の奉仕にのみ生じる。わかりやすくい

えば他人のために働くことだ』。(岡村) 
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●郷土コース担当企画事業 

 

専科一期の会第四回企画事業報告 
（本多静六博士の功績を検証・1/28 明治神宮の森を訪れて１４名参加） 

★1/18、埼玉県の偉人“本多静六”素晴らしさを知り、魅力を発見する集いの予備学習と

して、久喜市・菖蒲総合支所五階の「本多静六記念館」を訪ねました。そこで目にしたの

は、幼少時に父親を亡くし、その後の苦労した経験とドイツ留学でのルヨ・ブレンターノ

教授の教えから、勤倹貯蓄を処世訓とし、奈良県・吉野の土倉庄三郎翁の書生をしながら

直接林業を学び、後に日本で最初の林学博士になり、質素な生活を心がけ、大学教授とし

て研究に閉じこもるのではなく、全国を飛び歩いて８０の公園造りを指導する「日本の公

園の父」といわれる職業人として活躍する傍ら、勤倹貯蓄の投資家として巨万の富を築き

ましたが、退官を機に匿名でほぼすべてを教育、公共の関係機関に寄付したことでも知ら

れる清貧の哲学を持ち、社会のために尽くすことをモットーに生きた博士の姿でした。 

★1/28 は１００年の計をもって設計された、明治の森を見学して本多清六博士の森林学説

の正しさを見てまわりました。日比谷公園の設計などで知られる林学博士の本多静六、造

園家の本郷高徳、日本の造園学の祖とされる上原敬二等のそうそうたるメンバーを集めて

「明治神宮造営局」が発足。「永遠の森」を目指した壮大な計画のもと、大正４年から森

の造成計画が本格的に始まりました。「神社の森は永遠に続くものでなければならない。

それには自然林に近い状態をつくり上げることだ」と、これが基本計画の骨子。主木とし

て選んだのは、カシ、シイ、クスノキなどの常緑広葉樹だった。もともとこの地方に存在

していたのが常緑広葉樹であり、各種の広葉樹木の混合林を再現することができれば、人

手を加えなくても天然更新する「永遠の森」をつくることができると考えていた。ところ

が、この構想に当時の内閣総理大臣・大隈重信が異を唱えたので何とか納得させたという。

全国から植樹する木を奉納したいと献木が集まり、全部で約１０万本の木が奉献され延べ

11 万人に及ぶ青年団の勤労奉仕により植林することによって、代々木の杜が誕生した。 

●明治神宮の魅力＝森＝何といっても、緑豊かな森で、初詣は人気 NO１です。大鳥居から

一歩足を踏み入れると、次々と現れる大木に圧倒され、シイ、カシ、クスなど常緑広葉樹

の約１０万本（２３４種類）が大空に向けて、くっきりと伸びている。木の幹もどっしり

し、１０メートルの高さを超す木々も多い。深呼吸するだけで、木々、そして、自然の神々

しさを感じ取ることができる。神秘的でさえある。この森こそ日本の林学の父とも言われ

る本多静六博士が常緑広葉樹を

多く植えることで、１００年後

も生き残る森を提唱し、造りあ

げた森です。常緑広葉樹なら、

自然に落下する種子によって、

次の木が育つからです。人為的

な手入れではなく、自然の力を

生かした森造りとも言える。大

木の緑は迫力でいっぱいで空気

も澄んでいて、森林浴にもなる。。

健康コースの斉藤さん、まちづ

くりコースの蔦川さん参加して

いただき有難うございました。 
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●健康コース事業 

本土寺のアジサイを鑑賞してきました！！ 
日時：平成２８年６月１２日（日）8 時5０分 

集合場所：大宮駅改札（かえるポスト前）参加者：１０名 

行程 大宮駅（京浜東北線）⇒南浦和駅⇒（武蔵野線）新松戸駅⇒（常磐線）北小金駅⇒

（徒歩）本土寺 

梅雨時の天気予報も降雨の予想でしたが、当日は晴れて強い日差しの中、予定通り電車

を乗り継いで北小金駅に到着、徒歩１０分ほどで目的地の本土寺に到着しました。日曜日

とあって参拝客も多かったが、道幅の狭いところまで車が入ってくるのには驚きです。沿

道には土産品も販売して賑わいを増しています。参拝券を購入して境内に入ってすぐ左側

でアジサイと五重塔をバックに記念写真をパチリ。境内の小高い丘には紫、青、白、のア

ジサイが咲いて今が見頃。順路に沿って進むと低地には花菖蒲が一面に見られ、一部は花

が落ちていましたがまだ十分に開花を楽しめました。約１時間の鑑賞時間でしたが、周り

には木々も多く、春には桜、秋には紅葉も楽しめるスポットです。昼食は帰路の途中、越

谷レイクタウンで下車、暑さの中を歩いたおかげで食前の一杯のビールは格別でした。食

事中の話題は家族の事、クラブ活動の苦労話、雑談等でコミュニケーションを取りながら

楽しく過ごすことができました。最後にレイクの前で集合写真をパチリ。 
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●郷土コース事業＝7/31 昼食会・鷲宮神社の「土師一流催馬楽神楽」見学＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●郷土コース事業＝29.1/28 明治神宮の森見学・大宮で懇親会＝ 
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●まちづくりコース事業＝29.3/23 迎賓館赤坂離宮の見学会＝ 

３月２３日（木）、まちつくりコースの暇人 7 名で迎賓館の見学に行きました。 

言うまでもなく、迎賓館は世界各国の国王、大統領、首相など国賓・公賓が宿泊し、歓迎

行事を始めとして首脳会談、要人との会談、晩餐会の開催など、華々しい外交活動の舞台

となったところです。 

◇今回の迎賓館見学は申

込みが締切ぎりぎりのド

タバタ劇でした。という

のは日頃グランド・Ｇの

練習で顔を合わせる仲間

を参観者として勝手に拾

い、記名申し込みを行い、

その後に本人の同意を得

るという具合だったから

です。抽選は当たり難い

と常々聞いていたので、

幸運の報には驚嘆しまし

た。  

◇当日は大宮駅に集まり、

埼京線の始発電車に固まって座り話しながらのんびり出来たのは良かったのだが、乗り換

えの新宿駅で中央線下りホームへ降りるポカをしでかす。慌てて階段を上り返し、上り線

ホームに落ち着いたところで、みんな顔を見合わせ大笑い。 

◇腹ごしらえは四ツ谷駅北側の飲食街の一路で見つけた「魚民」。客室は空いていて、男性

軍はとんかつ定食、女性軍は海鮮丼を注文。丼は直ぐ来たが草鞋のようなとんかつには大

分待たされた。しかし、値段も 1,000 円前後で手ごろな上、味は上々だった。 

◇館内参観が午後２時からなので、３０分前には順番待ちしている入場行列の後ろに着い

た。観光バスの団体さんが大勢いた。結局、入場券を買い終わって「さあー」行くぞと時

刻を見たら２時を少し回っていた。時間が

大幅にかかったのは厳重な身体検査の所

為である。持ち物のチェックは空港の搭乗

ゲート並み、ポケットに入れた物はバック

やザックの手荷物に入れ替え、開け広げて

検査機に通される。私は飲み掛けのコーヒ

ーとお茶のペットボトル 2本を持っていた

ので、一口ずつ飲まされた。危険物所持の

嫌疑を掛けられた訳です。 

◇寒空の下、待つこと３０分、館内トイレ

は不可との事で全員が特設トイレに寄って期待の参観と相成る。 
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平成２９年度専科一期の会活動報告 

月日 行事内容 会場 備考 

3 31 第７回定期総会 大宮シーノ和室 出席者 29 名 

6 １ 専科１期の会だより第１号発行  PDF50 名・印刷 7名 

6 10 健康コース企画事業 北山公園菖蒲苑外 参加者 18 名 

10 18 郷土コース企画事業 防衛庁見学 参加者 26 名 

１ １ 専科１期の会だより第２号発行  PDF50 名・印刷 7名 

１ 24 街づくりコース企画事業 川越七福神めぐり 参加者 11 名 

3 6 役員会 大宮シーノ 参加者 4名 

4 10 第８回定期総会 大宮シーノ 出席者 32 名 

毎月１日 ＨＰ掲載情報発行  PDF50 名 

クラブ活動報告=練習・ボランティア・月例会・大会・発表会の回数と延参加人数= 

１ 手話ダンス同好会 練習 22 回外、ボラティア 11 回 参加者延べ 198 名 

２ 
太極拳クラブ 練習 22 回   参加者延べ 164 名 

はくつるの会ハイキング 1 回  参加者 6名 

３ 俳句「ゆめ」クラブ 10 回 2/27 参加者延べ 161 名 

４ 俳句「遊」クラブ 11 回   参加者延べ 97 名 

５ 卓球クラブ 練習 17 回、年末打上 1回 参加者延べ 175 名 

６ 専科合同グラウンドゴルフ 大会 7 回（専科一期生のみ） 参加者延べ 102 名 

７ 合同墨彩画展 1 回 参加者５名 

各コース活動報告 

１ 健康コース 
9/4 懇親会(暑気払い)さいたま新都心 

12/4 紅葉の平林寺散策 

参加者１４名 

参加者１１名 

２ 郷土コース 

9/5 神道無念流戸賀崎氏練武場遺跡と

恵文館道場訪問・懇親会 

11/11「徳川１２代将軍家慶社参と中

里村・医師高橋正案」 

3/11 鷲宮・青毛堀川河津桜花見会 

 

参加者１４名 

参加者３名 

 

参加者７名 

３ 

まちづくりコース 

 

 

9/15 造幣局見学 

10/30 迎賓館見学 

11/19「こしがや平和フォーラム２０１７」 

参加者１５名 

参加者８名 

参加者２名 

一期校友会事業参加者延べ９１名、クラブ活動参加者延べ９０８名、 

各コース事業参加者延べ７４名で全参加者延べ人数は１０７３名となります。 

※クラブ活動では広報担当で掌握できていない練習日もありますので参加人数はさらに増

えると思います。 
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●第８回定期総会＝H30.4.10＝ 

 

  １、開会の挨拶                  副会長 新井 貞男 

  ２、会長挨拶                   会 長 久保田圭子 

  ３、議長                     会 長 久保田圭子 

  ４、書紀                     広報担当岡村 昭則 

   ５、 

①第１号議案 平成２９年度活動報告     副会長 新井 貞男 

②第２号議案 平成２９年度決算報告     会 計 岡田 時雄 

③第３号議案 平成２９年度監査報告     会計監事安藤 允浩 

④第４号議案 平成３０年度新役員選任（案） 副会長 新井 貞男 

久保田会長の退任あいさつ 

議長交代（新会長） 

⑤第５号議案 平成３０年度活動方針（案）  新会長 

⑥第６号議案 平成年度予算計画（案）    新会計 

６、議長解任 

７、新会長就任挨拶 

８、閉会のことば              副会長 新井 貞男 
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平成 30 年度役員選任（案） 

役 職 氏 名 コース別 

会 長 塙  恒雄 健康コース 

副会長 新井 貞男 郷土コース 

会 計 岡田 時雄 まちづくりコース 

監 事 久保田圭子（まちづくり） 

広 報（HP 管理人） 岡村 昭則（郷土） 

ホームページ委員 

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄  

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠  

まちづくりコース 久保田圭子 山田 宏明  
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●専科１期の会だより第１号 
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平成２９年度「専科一期の会」第１回企画行事 
（6/10 東村山市・国宝正福寺千体地蔵堂～北山公園菖蒲苑～八国山体験の里～八国山緑地

～徳蔵寺） 

（H29.6.10) 

健康づくりコースの企画により、標記行事を１８名（健康８名、郷土３名、まち７名）

の参加を得て、賑やかに開催することが出来ました。 

コースは、まず、国宝木造建造物「正福寺千体地蔵堂」でボランティアガイドの話を聴

いた後、１０万本の菖蒲が今を盛りと咲き誇る北山公園菖蒲苑を鑑賞してから、八国山緑

地尾根を通り、再び東村山駅に戻るというものでした。 

今日は紛れもない梅雨晴れ間…、３０度を超す蒸し暑さでしたが、「八国山たいけんの里」

での食事時の緑陰の下や八国尾根伝いは折からの心地よい風が頬を撫で、爽やかな一日で

もありました。 

参加した皆さんは、苑一杯に広がる菖蒲の花の艶めかしさ、美しさ、しおらしさ、そし

て優しさに…心奪われ…、一人の例外なく、すっかりその魅力に圧倒され放し…でした。 

 途中、約１名がグループを離れ、連絡がつかないというハプニングがございましたが、

八国山尾根道を下りた先にある徳蔵寺で再び合流…、結果的に一人の落後者もなく、１８

名全員、無事に１５時頃には大宮方面に辿り着けました。   

 大宮では、それぞれ下山祝いと称し、反省会の名のもとに一杯飲むグループもあったよ

うです。兎にも角にも、苑一杯に広がる菖蒲の花を…心一杯、精一杯、和気藹々と愛でる

ことが出来た楽しい一日となりました。以上 （企画担当 健康コース 新井貞男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国宝木造建造物「正福寺千体地蔵堂」前 
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平成２９年度「専科一期の会」第２回企画行事 
（10/18 防衛省市ヶ谷台ツアー） 

「専科一期の会」平成２９年度２回目企画事業はハイキング日和となり、申込み者２６

名全員（健康＝４名、郷土＝１６名、まちくり＝６名）が防衛省市ヶ谷台ツアーに参加と

相成りました。ここは日本の国防を担当する総本部ですが、民主主義の国として国防を国

民に理解してもらうためにＰＲも必要なことから、これまでの歴史的建築物遺産の部分を

中心に見学させています。正門に入るのも大変厳しいチェックで、事前に申込込んだ個人

の氏名、住所、生年月日等を、見学時に各個人が提示する証明書で確認し、問題がない場

合のみに、首からぶら下げる立ち入り名札を配布して、そこから案内ガイドに引率されな

がら順次見学していきました。 

 見学のメインは現在の庁舎Ａ棟の建設地にあった、１９３７（昭和１２）年に竣工され

た旧１号館を歴史的建築物として移築・復元した市ヶ谷記念館です。旧１号館は大本営陸

軍部、陸軍省、参謀本部として使用され、終戦で米軍による接収を経て、昭和２１年から

の極東国際軍事裁判の法廷として使用され、昭和３４年返還された後に、陸上自衛隊東部

方面総監部などが置かれ、平成１２年防衛庁が六本木から市ヶ谷地区へ移転するに当たり、

象徴的な部分を残して移設され、記念館となっています。この記念館の大講堂は日本の戦

後の国防を憂い、国際的にも作家として有名な三島由紀夫と盾の会メンバーが総監の益田

兼利陸将を人質にとって籠城し、自衛官と詰めかけたマスコミ陣に向けてバルコニーで演

説を行い、その後自殺した三島事件の現場となったことです。 

 今回、見学して感じたことは、自衛隊は国を守るだけではなく、国内の災害でもなくは

ならない存在であることは誰しも疑う余地のないところです。憲法や法律の前に「自分の

命は自分で守れ」が基本で国にも同じことが言えます。平和ボケであってはならないので

す。眼に見えないところで自衛隊が緊張感を持って防衛任務にあたっていることを国民は

忘れてはならないのです。 
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●専科１期の会だより第２号 



 

 

 

120

平成２９年度専科一期の会第３回企画行事報告 

（平成３０年１月２４日・川越七福神巡り） 

まちづくりコースの企画により、１１名（郷土３名、健康２名、まち６名）の参加を得

て川越七福神巡りを行いました。二日前の想定外の大雪で自宅から駅まで行くのが困難な

方がいることも予想され、果たして川越七福神近辺の雪も溶けているだろうかとの心配も

ありました。ぎりぎりまで開催が危ぶまれましたが、電車は動いているので取り敢えず無

理なく来られる方が川越駅に集まり、現地の状況を見ながらルートについて検討してから

散策しようということになりました。集まった１１名で相談した結果、当初予定していた

ルートを全部徒歩で回るのはとても無理だと判断し、バスで札の辻まで行って回れそうな

ところだけ回ることにしました。                          

★最初は見立寺の「布袋尊」でした。お参りした後に菓子屋横丁を通りました。この雪の

ためか観光客はほとんどおらず、店も閉まっているところが多くていつもの賑わいは感じ

られませんでしたが静かな散策が出来ました。その後蔵造りの町並みに出て「時の鐘」を

見学しながら連馨寺の「福禄寿神」を目指しました。連馨寺でおびんづる様も撫でてから、

成田山の「恵比寿天」に向かい、すぐ隣の喜多院の「大黒天」もお参りしました。これで

４人の神様をお参りしましたが、４という数字はあまり良くないので５人目をお参りしよ

うということになり、川越駅近くの「毘沙門天」のある妙善寺まで歩くことにしました。

これで５人の神様をお参りしたことになります。それぞれの御朱印も頂いて５福神巡りは

無事終了しました。                                         

★雪が溶けていない道も多く、転びそうになりながらも何とか無事に回れたのは、やはり

お参りしたご利益があったのではないかと思います。９時半に集合し、解散したのは２時

前でした。バスを使いましたが１０，０００歩近く歩いたことになります。今回は大雪の

ため参加人数は減りましたが、和気藹々と互いに話をしながら楽しく散策することが出来

ました。川越駅で全員で昼食を摂ってから解散しました。（久保田圭子 記） 
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●健康コース事業 

健康づくりコース懇親会(暑気払い) 

今年の夏は例年にない天候不順が続きました、特に 8 月に入ってから連日の雨天続き

で夏らしい暑さが感じられませんでしたが、9 月に入って秋の気配を感じられるようにな

り、本日は肌寒い中での懇親会でした。 

日 時：平成 29 年 9 月 4 日(月)12 時 00～14 時 00 

場 所：日本料理「秋ヶ瀬庵」(ホテルラフレさいたま 2 階・さいたま新都心駅) 

参加者：14 名(男性 5 名、女性 9 名) 

会 費：(男性 2,500 円・女性 2,000 円） 

12 時開始予定が、東北線電車遅延のため 3 名の方が遅れ、15 分遅れになりました。全員

が揃ったので会場入りし、テーブルに料理が配膳されて、角田さんの合図により乾杯をし、

食事をとりながら各人の近況報告に入り、何年ぶりでお会いできた方もおりますが、皆元

気で何よりです。  

 話は、卒業後の仲間の安否、自身の活動状況、孫の話等が話題の中心です、クラブ活動

の手話ダンスは発足から現在までボランティア活動が 80 数回を数え活動先で大変感謝さ

れておりますが人数減少が頭の痛いところだそうです。活動報告はホームページでご覧に

なれます。歓談途中、幹事さんの計らいでビンゴゲームを行い、商品は 100 円ショップで

購入したもので❝ビンゴ達成❞と大きな声をだして商品を受け取り、楽しいひと時を過ご

す事ができました。最後は次期役員候補の塙さんの締めで健康コースの団結を誓い無事終

了しました。 又、松山ノブ子さんが再加入され、人数の少ない中、大いに歓迎しました、

今後ともよろしくお願いします。帰りに喫茶店により 14 時 30 分ごろ無事散会しました。 

幹事さんご苦労様でした。（写真：新井 文:伊藤） 
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●郷土コース事業  

神道無念流戸賀崎氏練武場遺跡と恵文館道場訪問 

９月５日、郷土を知るコースの皆さんは伊奈学園卒業後も郷土の歴史や文化を学ぶ人も

多く、特に野村さんや田中さんは、郷土に伝わる文化遺産等を会員に紹介し案内してくれ

ます。今年も昨年に続き、野村さんに地元「久喜市にある神道無念流戸賀崎氏練武場遺跡

と恵文館道場」を案内していただきました。今回は特に個人の所有する文化遺産を見せて

いただくにあたっては、神道無念流戸賀崎家現当主戸賀崎正道さんとの折衝でご苦労があ

ったことをお聞きしています。戸賀崎正道館主からのお話と実技を一通り終えて、振り返

ると、館主がお話しされたように、剣道は年齢に関係なく自分を鍛錬することのできる武

道だと思いました。人間死ぬまで勉強だという郷土の偉人本多静六博士の言葉が蘇ってき

ました。最後に戸賀崎正道館主及び奥様にお礼の拍手をもって見学会を終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●久喜イトーヨーカード―隣のビルで懇親会 

 久しぶりに懇親会を開き旧交を温めました。来年二月に河津桜を見に行くこうではない

かと野村さんから提案がありましたので、みなさん喜んでいました。これまでも、今日も

野村さんに大変お世話になり、参加者一同心より感謝しています。有難うございました 
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●まぢくりコース事業  

さいたま造幣局見学 

9 月 15 日、まちづくりコースは独自のイベントとして埼玉県造幣局見学を行いました。

嬉しいことにガイドツアー定員一杯の 15 名が参加してくれました。造幣局ではガイドを担

当してくれた方の軽妙な説明に驚いたり、笑ったりと楽しいツアーとなりました。さいた

ま造幣局では下記の業務を行っています。 

① 貨幣の製造（通常貨幣、記念貨幣、プルーフ貨幣、プレミアム貨幣） 

② 勲章の製造 

③ 貴金属製品の品位証明等 

さいたま支局では、特にプルーフ通貨セットを中心に貨幣の製造を行っているとのこと

でした。プルーフとは、貨幣の製造仕上げ方法の名称で、特殊な技術を用いていて特別に

仕上げた円形に、圧印機で貨幣の模様を二度打ちし、華麗な鏡面と鮮明な模様を有する貨

幣に仕上げるものです。プルーフ貨幣は、金属工芸品的性格を有し、長く記念品として保

有するのに適した貨幣とのことでした。ちなみに実際の貨幣の価値は６６６円なのに、製

造工程からの手間を勘案し、販売価格はほぼ 10 倍の 7500 円程度でした。 

勲章の製造過程も見学しました。勲章は、国家または公共に対し功労のある方に授与さ

れるもので、美麗・尊厳・品格の諸要素を兼ね備えていることが要求されます。このため

熟練した職員が成功な技術と細心の注意を払い、芸術品ともいえる勲章を製造していまし

た。その過程の緻密さと仕上げの美しさに感動しました。貴金属製品の品位証明業務は、

製造・販売を行っている人からの依頼に応じて品位試験を行い、この試験に合格したもの

にマークを打刻してその品位を証明しています。このマークを通称「ホールマーク」と言

い、国民の真楽も厚く、貴金属製品の取引の安定に貢献しているとのことでした。ツアー

は１００分に及びましたが、我々にとって大変ためになるものだったと思います。 

最後に参加者が揃って造幣局の前で集合写真を撮りました。卒業してから既に 9 年目に

入りましたが、「専科 1 期の会」のおかげで気心の知れた仲間と定期的に会う機会がある幸

せを改めて噛みしめました。今後も共に元気で楽しく過ごしたいものです。        

★                              （久保田圭子 記） 
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●健康コース事業 

「紅葉の平林寺散策」 

12 月に入り寒さも増し、紅葉も最盛期を過ぎたと思われる頃に、健康コース 11 名で平

林寺を訪れました。12 月 4 日（月）大宮駅中央改札口カエルポスト前に集合、8 時 54 分発

武蔵野号八王子行きに乗車、新座駅に 9 時 13 分到着、そこから野火止用水に沿って平林寺

山門を目出しました。逆台形型に掘削された野火止用水沿いにはクヌギ、コナラなどが落

葉して、敷き詰めた絨毯のような状態です、右側には白菜、ニンジン、ネギ等の野菜畑が

点在しており、途中、蛍の生育場があり温度管理された水槽に 1 ㎝程の幼虫が見られ、や

がて成虫になり夏の夜に舞う蛍の姿を思い出します、武蔵野の面影を残す景色です。しば

らく歩くと平林寺総門が見えて、500 円の入山志納料を払い境内に入る、境内には晩秋の

別れを惜しむ人たちが紅葉を鑑賞しておりました。最盛期を過ぎたといえ、小さな楓は真

っ赤な色をして一面に燃え広がっています、境内の通路に沿って歩いてもこの景色が途切

れることはありません。境内には第 5 代川越藩主松平伊豆守信綱一族の墓所がまとまって

残されている、信綱が平定した島原の乱の犠牲になった士卒や庶民の供養塔。平林寺の反

対側の林には睡足軒がある。「電力の鬼」と呼ばれた松永安左エ門も晩年には茶人として我

流の茶会を楽しんだ、睡足軒を普段は見せないところを入り口の戸を開けて見せていただ

いた。約 3 時間の散策を終えて付近の蕎麦屋でケンチンそばを食べて体を温めた。帰りに

新座駅前の喫茶店でコミュニケーションをとり次期役員の確認、近況報告等を話し合い、

15 時 05 分の電車に乗りそれどれの方面に別れて解散した。 

【雑木林の再生と保全】 

昭和 43 年平林寺境内林は武蔵野の風情を広くとどめる貴重な文化財として、国の天然記念

物に指定された。追加指定も併せて 43ha(東京ドーム 9 個分)になっている。平林寺に残さ

れた、掛け替えのない自然と文化の資産である雑木林を再生し、後世へ受け継いでいくた

め平成 26 年度より文化庁、埼玉県、新座市との連携のもと、境内雑木林の整備保全事業が

進められています。（写真・文 伊藤） 
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●郷土コース事業  

青毛堀川沿いの河津桜を見る 
専科一期の会郷土コースの野村さんから、昨年に久喜市の桜狩りについて予告されてい

たので何時かと楽しみにしていたが、こればかりは気温の変化や花の咲き具合等もあり、

最初から予定日を設定するのは難しく、３月６日に、１１日の花見会のご案内をいただい

たが、８日は春嵐の如く大雨が降り、その後も天気が愚図つき、どうなるかとはらはらし

ていた。当日の今朝は見事に天気も回復して青空となった。

集合したのは７名であるが女性の皆さんが多いのには驚い

たが、桜狩りなので当然と納得する。何よりも一番嬉しか

ったことは元気に再会できことである。野村さんの案内で

寂れた通りを横切り、青毛堀川に出る。橋の上から見ると

東側の川沿いには河津桜が咲き乱れているが、西側には一

本の桜もない。その理由は近くの住民が虫もついて自分の

所にも被害が及ぶのでないかという理由から反対運動をし

たために市役所で切ってしまったとか。 

野村さんがここの桜のことを一番知っている御婆を紹介してくれた。こういう人がいて

こそ素晴らしい景観が保全されているのだ。その先の橋から両岸に桜が見られるようにな

る。野村さん曰く、桜の花が咲いている時は賑わうが、普段は静かな散歩道となっている

とか。桜を見ながら南下して、途中の宅地造成地に出くわした時に、キジがいると野村さ

んが教えてくれたので、街に近いところでキジを見るのは初めてなので驚いたが、それだ

けまで自然環境が残されていることの証明でもある。やがて青毛堀川ともお別れして青空

の下の花見は終わった。そこから市街地のイトーヨーカードまで京都の哲学の道を思わせ

る裏道を通って行く。最後は喫茶店でお疲れ様の懇親会で締めた。（郷土の会 岡村） 
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平成３０年度専科一期の会活動報告 

月日 行事内容 会場 備考 

4 10 第 8 回定期総会 大宮シーノ和室 出席者 32 名 

6 １ 専科１期の会だより第１号発行 ２０頁 PDF50 名・印刷 7名 

6 1 健康コース企画事業 深大寺 参加者 14 名 

10 22 まちづくりコース企画事業 柴又帝釈天外 参加者９名 

１ １ 専科１期の会だより第２号発行 １６頁 PDF50 名・印刷 7名 

3 2 郷土コース企画事業 結城紬めぐり 参加者 11 名 

3 5 役員会 大宮シーノ 参加者 4名 

4 10 第 9 回定期総会 大宮シーノ 参加者名 

毎月１日 ＨＰ掲載情報発行 ２頁 生原稿 50 名 

 伊奈ネットＨＰ連絡会 年２回 参加者２名 

クラブ活動報告=練習・ボランティア・月例会・大会・発表会の回数と延参加人数= 

１ 手話ダンス同好会 練習 13 回外、ボラティア 5回 参加者延べ 97 名 

２ 
太極拳クラブ 練習 23 回   参加者延べ 160 名 

はくつるの会ハイキング   

３ 俳句「ゆめ」クラブ 12 回  参加者延べ 138 名 

４ 俳句「遊」クラブ 12 回   参加者延べ 101 名 

５ 卓球クラブ 練習 11 回、 参加者延べ 114 名 

６ 専科合同グラウンドゴルフ 大会・練習・合宿等 参加者延べ 102 名 

７ 合同墨彩画展   

各コース活動報告 

１ 健康コース 
8/3 懇親会(暑気払い)さいたま新都心 

10/12 国宝妻沼聖天山 

参加者１４名 

参加者９名 

２ 郷土コース 

9/11 葛西臨海公園・懇親会 

1/23 鉄道博物館・懇親会 

3/12 鷲宮・青毛堀川河津桜花見会 

参加者９名 

参加者１１名 

参加者１２名 

３ 
まちづくりコース 

 

11/12 関さん講演と手品 

11/26 蕨宿 

参加者５名 

参加者１１名 

一期校友会事業参加者延べ７２名(HP 連絡会含む)、クラブ活動参加者延べ７１２名、 

各コース事業参加者延べ７１名、全参加者延べ人数は８５５名となります。 

※クラブ活動では広報担当で掌握できていない練習日もありますので参加人数はさらに増えると

思います。 
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●第９回定期総会＝H31.4.10＝ 

 

  １、開会の挨拶                  副会長 森田 啓資 

  ２、会長挨拶                   会 長 塙  恒雄 

  ３、議長                     会 長 塙  恒雄 

  ４、書紀                     広報担当岡村 昭則 

   ５、 

①第１号議案 平成３０年度活動報告     副会長 森田 啓資 

②第２号議案 平成３０年度決算報告     会 計 伊藤 登 

③第３号議案 平成３０年度監査報告     会計監事久保田圭子 

④第４号議案 平成３１年度新役員選任（案） 副会長 森田 啓資 

久保田会長の退任あいさつ 

議長交代（新会長） 

⑤第５号議案 平成３１年度活動方針（案）  新会長 

⑥第６号議案 平成３１年度予算計画（案）  新会計 

６、議長解任 

７、新会長就任挨拶 

８、閉会のことば               副会長 森田 啓資 
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平成３１年度役員選任（案） 

役 職 氏 名 コース別 

会 長 野村 侃滋 郷土コース 

副会長 大森 勇 まちづくりコース 

会 計 伊藤 盛夫 健康コース 

監 事 塙 恒雄（まちづくり） 

広 報（HP 管理人） 岡村 昭則（郷土） 

ホームページ委員 

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄  

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠  

まちづくりコース 久保田圭子 山田 宏明  
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●専科１期の会だより第１号 
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●健康コース担当企画事業 

古刹：深大寺（調布市）を訪ねて（報告） 

梅雨入り目前でしたが、真夏に近い暑さも湿度がそれ程高くない清々しい晴天の６月1 

日（金）。平成30 年度全体企画行事のトップを切って、東京都では浅草寺に次ぐ古刹と言

われている”深大寺の散策”に行って参りました。計１４名の参加者（健康７名、まち４

名、郷土3 名）となりました。深大寺周辺は水と緑の豊かな所で、あちこちに水の流れと、

湧水を貯えた池には鯉の群れもゆったりと遊んでいました。 

◎散策コース 

深大寺周辺の主な見所を調布市観光協会所属ボランティアガイドに1 時間程度（11 時30 

分～12 時30 分頃）ご案内頂きました。 

＜山門、鐘楼、常香楼、無患子の木、本堂、なんじゃもんじゃの木、銅造釈迦如来倚像 

（国宝）、深沙大王堂 梵鐘など＞ 

◎散策の雑感 

仲間と過ごした楽しい逢瀬も間もなく、別れの時

が迫って来てい。境内にあった句碑に、 

『 逢ふもまた 別れるもまた 花月夜かな 』と刻ま

れていました。 

別れはいつも寂しいものですが、東京オリンピッ

クまでの２年間は一期の会の活動を通じ、お会いす

る機会を出来るだけ作って、これからもお互い健康

に留意しつつ、元気に過ごしていきたいものです。 

（文責）健康づくりコース：新井貞男 
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●健康コース事業 

専科１期健康コース暑気払い 
（H30.8.3） 

８月３日専科１期健康コースのクラス行事“暑気払い”を開催しました。気温３５度越 

えの中、会員１６名中１４名もの多くの方が参加されました。皆さん互いに合うなり元気 

を確認し笑顔の握手会になりました。しばらく歓談の後、幹事が“とんちなぞなぞ”を出

し正解者巡に景品を渡し同時に近況報告をして頂きました。共通していたのは日々の生活

を大切に楽しく過ごそうと言う話しが大半でした。また余興に入り、健康コースのほぼ全

員の人が卒業後所属していた手話ダンスクラブの“手話ダンスを踊ろう”を提案した所、

皆さん自然に歌を口ずさみ、全員が手話ダンスを舞い始めました。なつかしさで大変な盛

り上がりになりました。最後に今後の専科１期の企画行事とクラス行事計画の説明を行い

楽しい暑気払いを終了しました。 
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●郷土コース事業 

郷土の会・葛西臨海公園ハイキング 

（Ｈ30.9.11＝10 名参加） 

埼玉県は海なし県になっていますが、その昔は秩父まで海でした。後退した海は東京都 

と千葉県の領域となっています。久しぶりに秩父が海だったころを思い浮かべながら海の 

近くの公園「葛西臨海公園」を訪れる企画を郷土の会が担当しますと、2 か月前に案内を 

出したものの、現地集合であることや当日の天気など判らないことから、どんな天気で何 

人参加してくれるのか、不安が付きまとう企画だった。 

８月３１日にさいたま市見沼区を襲ったゲリラ豪雨以来、今朝まで天気はすぐれず、異 

常な炎暑続きの夏は過ぎ去ってしまった。今朝の天気も雨こそ降らなかったかったものの、 

空模様は乱れ雲一色で参加を決めていた人も心配していたのではないだろうか。企画担当 

者としてはどれくらいの人が参加してくれるのか一番の心配だった。いざ１０時に葛西臨 

海公園駅に集まったのは、女性の方が２名、男性はまちづくりの大森さんを含めて８名の 

１０名の方に参加をいただきホッとした。 

 見学したコースは、野鳥の観察の出来る鳥類園⇒ウォッチングセンター⇒展望レストハ

ウス⇒水族園の順でした。何と言ってもコースのハイライトはここに来たら迫力あるマグ

ロの泳ぎが見られる水槽を見ることが一番です。ここは劇場形式で大きな水槽を目の前に

座ってゆっくりとマグロのスピード感あふれる回遊が見られます。 
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●まちづくりコース担当企画事業 

柴又帝釈天～矢切の渡し実施報告                  

（H30.10.22） 

今回の担当は「まちコース」でしたが、秋晴れの快晴に恵まれ、計画通り参加者の御協

力より楽しい一日を過ごせた事を、担当者から感謝申し上げます。今回の参加者は男性の

みで、健康コース１名、郷土コース２名、まちコース６名計９名の少人員でしたが、帝釈

天参道の商店街散策、帝釈堂にて「専科１期の皆様の「健康、安全」を祈願して、「寅さ

ん記念館・山田洋次ミュージアム」を見学して、待望の「矢切の渡し」で有名な江戸川を

遊船して、昼食は帝釈天参道一の食堂にて・・・「今回の反省」等して頂き、その中で女

性の方が一名も参加者なかった事は残念と参加者から・・・それも今回担当の伊藤にあっ

たことを反省しています。次回から多数の女性も参加され、コース担当を安心させて下さ 

い。今回、何事もなく、楽しく無事終了した事をご報告させていただきます。以 上 

(文責:伊藤 登) 
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●健康コース事業 

妻沼聖天山の見学 

(H30.11.2) 

  熊谷駅１０時に集合したクラス仲間８名(+１名現地集合)は熊谷駅前のバスに乗り２５

分乗車後目指す妻沼聖天前バス停に到着し,見学をスタートしました。 

妻沼聖天山は斉藤別当実盛公が当時の庄司として祖先伝来のご本尊聖天さまを１１７９年

にお祀りし創建されたと言われ、現在は国宝に指定されている由緒あるお寺です。 

境内に入ると壮大な貴惣門が現れ美しい三層屋根と年代を感じる彫刻に圧倒されました。

更に進むと右手に創建者の実盛公の坐像があり続いて仁王門や石造りの演舞台等を見学堪

能しました。そしてその先には目指す御本殿歓喜院聖天堂が見えてきました。 

私達は御本殿横に１１時に集合し、説明員の“阿うんの会”の方から４０分間にわたり

お話しを頂きました。驚いたのは重みのある御本殿正面の趣とは打って変わって側面、裏

面は色鮮やかに輝く絢爛豪華な彫刻に目を奪われました。聖天山彫刻の特徴は七福神や唐

子など多くの人物が登場しどれもが穏やかで優しい表情を浮かべており大変癒される彫刻

です。庶民のよりどころとして建てられた当時の思いが伝わって来ます。 
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●まちづくりコース事業 

「蕨宿の散策」 

１１月２６日（月）男性４名・女性７名の総勢１１名で蕨宿を散策しました。当日風も

なくお穏やかな天気で歩くのには最高でした。わらびてくてく観光ボランテアの清藤さん

の案内で蕨駅からバスで三学院に行き約４０分説明を聞きながら見学しました。大きな敷

地の中できれいに掃き清められた境内は京都にいると錯覚をするような寺院でした。さす

が智積院の末寺でした。中山道に出る途中の１５０年前から営んでいるせんべい屋さんで

お茶をいただき一息入れて本陣跡へ徳丸邸の跳ね板で堀があったことを確認し、近隣の１ 

８社を合祀してできた和楽備神社、今は面影も残っていませんでしたが蕨城趾、その公園

の中に成人式の発祥の地記念碑と青年の碑（サミュエル・ウルマンの青春）が建立されて

いました。１２時１０分に蕨駅前に着き、そば屋で昼食を取り解散となりました。今回は

ガイドさんのおかげで蕨宿を学ぶ機会ができ素晴らしい散策でした。（中原愛子 記） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

136

●専科１期の会だより第２号 
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●郷土コース事業 

「鉄道博物館見学と新年会」 

昨年の７月１４日に新しく南館がオープンしたので、その見学会も兼ねて、平成３０年

１月２３日（水）の鉄道博物館見学には８名（男性７名、女性１名）の方の参加をいただ

き、案内ガイドを、ここでボランティア活動をされている、元ＪＲ職員だった、まちづく

りコースの伊藤登さんにお願いしました。ここに来ると、私達も懐かしい子供時代に戻っ

てしまうほど心ときめく博物館です。というのは、元鉄道マンだったガイドの伊藤さんが

我々の知らないことを沢山説明してくれるので、何もかも新鮮に受け止められ感心するこ

とばかりでした。特に蒸気機関車をはじめＥ５系や山手線などの運転台を再現したシミュ

レーターがあり、運転台に座ると周りの景色がどんどん流れ運転している実感を味わうこ

とができるシミュレーターは、私達を子供の頃の夢を誘ってくれました。いろいろと実物

の新旧の蒸気機関車、電気機関車、新幹線車両、電車等はじめとする多くの車両を見て来

ると、一言で言えば、「鉄道なくしては日本の発展はなかった」と歴史を学ぶ見学会でし

た。子供たちに夢を与えてくれる鉄道博物館見学は最高でした。見学の後は会場を移して

磯丸水産で新年会を開催しました。新たに女性２名、男性1 名計３名が加わり、１１名で

新年会を開催しました。まずは参加された皆さんや郷土の会の会員の健康を祈念し乾杯で

始まりました。今回嬉しかったのは体調が回復されて参加された方もいた事です。歓談後、

ここで３月の郷土の会企画事業を確認し、３１年度の会費徴収と役員を決めて散会しまし

た。 
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●郷土コース担当企画事業 

結城紬の里ハイキング 

(H31.3.2=11 名参加) 

３０年度一期の会郷土の会企画事業は、健康コースが深大寺６月に、まちづくコースが

柴又帝釈天と矢切の渡し１０月に、それぞれ実施してきた。郷土の会がしんがりとして３

月２日に結城市散策を実施した。案内人は郷土の会の野村さんである。結城紬は 1974 年に

NHK 朝の連続テレビ小説で放映された『鳩子の海』で一部結城市が舞台となり、結城紬の

知名度も高まった。 

★結城市の歴史を紐解けば、鎌倉時代から城下町の基礎を形成しており、茨城県はもとよ

り関東でも有数の古い城下町である。城下町であったことから街道が防衛上の観点から曲

がりくねっていることや、殿町は侍町で、結城城大手通り沿いに置かれ、他は町人町でそ

の西側に配置された。その周囲を空堀(御朱印堀)で取囲んでいた。御朱印堀の内側の町人

町は商人町である区域と職人町からなり、特に町人町は城下の中核で規模も大きかったと

いう。市内に 25 という数多くの寺院があり、市内北部の市街地に集中している。神社も数

多く、蔵つくりの街並みと相まって歴史深さを感じさせる街である。 

★しかしながら、結城も地方都市として衰退していることは目に見えているので、初めて

見た私は町おこしの一つとして、年一度、お人形を店先に飾って大勢の方に見て貰えば、

人形にとっても喜ばしいことであり、寂れた街に大勢の方が来て何がしのお金を街で使っ

てもらえば街の活性化に寄与するのではないかと思っている。 
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●郷土コース事業 

青毛堀川沿いの河津桜を見る 

(H31.3.12) 

専科一期の会郷土コースのクラス会として昨年同様に野村さんが案内してくれた。昨年

の３月１１日に実施した青毛堀川の河津桜花見会と同じコースである。相手が桜なので最

初から予定日を設定するのは難しいのだが、昨年４月１０日定期総会の日に今日のクラス

会を設定して今日の実施にこぎつけた。昨年と同様に、昨日は大雨が降り、どうなるかと

思いしや晴れ男の野村さんの企画なので、３月２日の結城市散策に続いて見事に天気も回

復して青空の広がる桜日和となった。鷲宮駅に降りた時に今日は何人参加してくれるのか

気がかりだったが、何と１２名の方が参加してくれたのには驚いた。特に田中忠さんが奥

さんを連れての参加にはびっくりする以外なかった。これであってこそ長年連れ添った老

夫婦というものであろうと実感した。また、女性５人が初めて参加してくれたのにも驚い

た。案内してくれる野村さんにとっても嬉しい限りだと思う。だからこそ何よりも一番嬉

しかったことは元気に再会できことである。 

先週の結城市もそうだったが、昔は賑わっていた駅前通りは、どこにも見られる寂れた

通りとなっている。野村さんの案内で寂れた通りを横切り、青毛堀川沿いの桜狩りとなっ

た。何時ものことながらＨＰ用の集合写真を一枚撮らなくてはと思い、途中の桜の満ちて

いる土手で撮る。田中忠さんの「口癖」である、カメラ一台でＨＰが引き立つという教え

を実践して普段でもカメラを持ち歩いている。川堤の桜並木の終わる辺りで植物に詳しい

友が土筆や野蒜を積んできた。私も土筆を見るのは今年初めてなのでじっくりと見てしま

った。やがて青毛堀川ともお別れして青空の下の今年の花見は終わった。 
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２０２０年３月２７日 

 

専科１期の会 会員の皆様へ 

                          専科第一期の会                                                                

会長 野村 侃滋 

第１０回定期総会の変更について（通知） 

 

会員の皆様、平素は一期の会に格別のご支援、ご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。 

 さて、本会第１０回定期総会４月３日（金）をさいたま市大宮シーノ８階和室で開催す

る予定でしたが、皆様も知ってのとおり、新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応の

ため、さいたま市は、４月１９日（日）まで市民利用施設の休止及び市主催イベントの自

粛を継続することとなりましたので、第１０回定期総会の開催は出来ません。専科一期の

会としては、緊急避難として書面総会に切り替えます。下記の資料を皆様にメールでお届

けしますので第１０回定期総会は終了したこととしてご了承くだい。また、メールのなき

会員７名につきましては資料をコピーして広報担当から郵送いたします。 

なお、コロナウイルスが落ち着いた時点で大宮シーノを確保して皆様にお集まりいただ

き、２０２０年度の行事計画などを話し合いたいと思っていますので、その節はご協力を

お願い致します。                        

記 

 

    送付資料 

          第１号議案 ２０１９年度活動報告 

           第２号議案  ２０１９年度決算報告 

      第３号議案  ２０１９年度監査報告 

第４号議案  ２０２０年度役員選出（案） 

      第５号議案 ２０２０年度活動計画（案） 

      第６号議案  ２０２０年度予算計画（案） 

           瀧澤正高会長就任挨拶文 

★会長瀧澤正高 mtakizawa1949@gmail.com 048-772-3452 

★副会長健康コース角田進 su-chan@gg.em-net.ne.jp 048-777-7541 

     ★会計郷土コース相場恒夫 aiba@jcom.zaq.ne.jp 048-728-2770 

★会計監事野村侃滋 tada-nomu_83960@tbb.t-com.ne.jp  0480-21-3994 

★まちづくりコース会長補佐大森勇iomori@jcom.home.ne.jp  090-8108-0514 

     ★広報担当郷土コース岡村昭則 haikubaka59@yahoo.co.jp 080-7898-8282 

 

    ※２０２０年度会費として５００円は各コースの責任者の方にお渡し下さい。  
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２０１９年度専科一期の会活動報告 

月日 行事内容 会場 備考 

4 10 第 9 回定期総会 大宮シーノ学習室 1 出席者 22 名 

6 １ 専科１期の会だより第１号発行 ２０頁 PDF47 名・印刷 7名 

6 24 まちづくりコース企画事業 豊洲市場 参加者 11 名 

10 18 健康づくりコース企画事業 石坂産業工場見学 参加者 12 名 

１ １ 専科１期の会だより第２号発行 １６頁 PDF46 名・印刷 7名 

3 3 役員会 県民活動センター 参加者 4名 

3 7 郷土の会企画事業 大谷石資料館等 コロナウイルス・中止 

4 3 第 10 回定期総会 大宮シーノ 参加者名 

毎月１日 ＨＰ掲載情報発行 ２頁 生原稿 46 名 

 伊奈ネットＨＰ連絡会 年１回 参加者２名 

クラブ活動報告=練習・ボランティア・月例会・大会・発表会の回数と延参加人数 

１ 手話ダンス同好会 練習 15 回 78 名、施設 8回 38 名 参加者延べ 116 名 

２ 
太極拳クラブ 練習 20 回 133 名 参加者延べ 133 名 

はくつるの会ハイキング 実績 0  

３ 俳句「ゆめ」クラブ 10 回  参加者延べ 148 名 

４ 俳句「遊」クラブ 10 回  81 名 参加者延べ 81 名 

５ 専科合同グラウンドゴルフ 大会・練習等 参加者延べ 99 名 

６ 合同墨彩画展 1 回 参加者 5名 

各コース活動報告 

１ 健康コース 
6/3 はとバス見学  

8/8 暑気払い 

参加者１３名 

参加者１３名 

２ 郷土コース 

5/23 明治神宮～新宿御苑 

8/6 自然教育園～港区立歴史博物館 

10/27 うきうきフェステ２０１９ 

1/6 谷中七福神巡り 

3/31 青毛堀川河津桜花見会 

参加者１１名 

参加者４名 

参加者２名 

参加者 1４名 

コロナウイルス・中止 

３ まちづくりコース 11/25 両国界隈散策 参加者１０名 

一期校友会事業参加者延べ 51 名(HP 連絡会含む)、クラブ活動参加者延べ 582 名、 

各コース事業参加者延べ 67 名、全参加者延べ人数は 700 名余となります。 

※クラブ活動では広報担当で掌握できていない練習日もありますので参加人数はさらに増えると

思います。 
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●第１０回定期総会＝2020.4.10＝（コロナのため書面総会） 

 

  １、開会の挨拶                  副会長 大森 勇 

  ２、会長挨拶                   会 長 野村 侃滋 

  ３、議長                     会 長 野村 侃滋 

  ４、書紀                     広報担当岡村 昭則 

   ５、 

①第１号議案 2019 度活動報告      副会長 大森 勇 

②第２号議案 2019 年度決算報告     会 計 伊藤 盛夫 

③第３号議案 2019 年度監査報告     会計監事塙  恒雄 

④第４号議案 2020 年度新役員選任（案） 副会長 大森 勇 

野村会長の退任あいさつ 

議長交代（新会長） 

⑤第５号議案 2020 年度活動方針（案）  新会長 

⑥第６号議案  2020 年度予算計画（案）  新会計 

６、議長解任 

７、新会長就任挨拶 

８、閉会のことば               副会長 大森 勇 
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２０２０年度役員選任（案） 

役 職 氏 名 コース別 

会 長 瀧澤 正高 まちづくりコース 

副会長 角田 進 健康りコース 

会 計 相場 恒夫 郷土コース 

監 事 野村 侃滋（郷土） 

広 報（HP 管理人） 岡村 昭則（郷土） 

ホームページ委員 

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄  

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠  

まちづくりコース 久保田圭子 山田 宏明  

 

２０２０年度専科１期の会会長をまちづくりの瀧澤正高さんに引き受けていただきまし

たが、入院中のため残念ながら総会を欠席されました。そのために２０２０年度は、まち

づくりの大森勇さんが瀧澤会長を補佐して行くことになりましたので宜しくお願いします。 
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●専科１期の会だより第１号 
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●郷土コースオープン事業 

明治神宮から新宿御苑散策 
（令和元年５月２３日＝１１名参加） 

一昨年、郷土の会では埼玉県出身、本多静六博士の偉業の足跡を検証するために明治神 

宮の森を訪れています。今年の五月から新たな元号「令和」になったことから、新たな気 

持ちで明治神宮を訪れて森を散策し、参拝し、新宿御苑へ足を延ばす企画を野村コース長 

に企画していただきました。ＪＲ原宿駅１０時現地集合ですから誰が参加する見当がつき

ませんでしたが、健康コースから１名郷土コースから１０名の方の参加でした。 

★最初に代々木公園の昭憲皇太后葬儀跡と閲兵式の松を訪れる。明治天皇の御后であった

昭憲皇太后の葬儀を代々木の地で盛大に葬儀がなされたとのこと、そのちかくにある、こ

れまでの歴史を見つめてきた素晴らしい「閲兵式の松」訪れました。 

★原宿駅前の神宮橋が炎天下でも明治神宮に来て、大きい鳥居をくぐれば緑陰の続く杜の 

涼の世界である。明治神宮は明治天皇と昭憲皇太后をおまつりする神社で、都会の真ん中

にいることを忘れさせてくれる、この杜は人工林であることを知る人は少ない。この杜を

手掛けたのが埼玉県出身の本多静六博士である。広葉樹林を植えて林自身で再生していく

ことを目論み、その通りになっている現実に目にすればするほど本多静六博士の眼力には

驚くばかり。我々も緑陰のもてなしを受け、胸いっぱいに酸素を吸い込んで深呼吸する。 

★昼食は運よく国立能楽堂の食堂がオープンしていたので、ここで食べてから資料展示室

を見学して、６００年以上も継がれた能楽の歴史を垣間見る思いがしました。 

★最後に訪れたのは新宿御苑です。明治39 年に皇室の庭園として造られたが、 戦後、国

民公園となり、多くの方に親しまれてきた。広さ58.3ha、周囲3.5km の庭園 には プラタ

ナス並木が美しい整形式庭園などがあり、数少ないわが国の風景式名庭園である。 
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●健康コース事業 

“東京タワーと国会議事堂”はとバスの旅 

 健康コースクラス行事として6月3日（月）はとバスによる“東京タワーと国会議事堂”観

光に参加しました。参加人数は１３名（男５名、女８名）です。2階建バスでの快適なツア

ーでした。バスガイドさんの説明で懐かしさや新しい発見がありました。またおいしいラ

ンチを味わって楽しい一日を過ごしました。 

＜見学コース＞下記①〜⑤の施設を見学しました。 

東京駅＝銀座＝歌舞伎座＝豊洲＝お台場で①自由の女神像と②ユニコーンガンダム見学＝

レインボーブリッジ＝③東京タワーワー見学＝④汐留ザロイヤルパークホテルでバイキン

グ＝⑤国会議事堂見学＝桜田門＝二重橋前＝東京駅  

★お台場、自由の女神像 平成１０年にフランスとの友好を祈念して建立されました。ま

近で見て感激です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

★国会議事堂 １７年の歳月をかけて昭和１１年に竣工しました。高さ２０ｍ。議事堂の

内外装は全国特産の石が使われ輝く大理石等に感銘です。 
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●まちづくりコース担当企画事業 

豊洲市場見学の記 
（令和 1年 6月 24 日） 

まちづくりコースのオープン企画事業は 7 月 29 日の予定になっていたが、炎天下での見

学も予想され、また一方梅雨の心配もありましたが 1 か月前倒しし、いくらかでも涼しい

時にとの思いから 6 月に変更、実施することにしまた。前夜からの予報通り朝からの雨で

午前は肌寒いくらいの気温で涼しい見学となりました。幸い豊洲市場の見学通路は市場前

駅より屋根があり濡れることなく見学することができました 

参加者は総勢 11 名（郷土 5 名相場さん、浅見さん、有村さん、岡田さん、岡村さん 地

創 6 名伊藤さん、小金澤さん、滝澤さん、蔦川さん、山田（宏）さん、大森）でした 

豊洲市場は管理施設棟、青果棟、水産卸売場棟、水産仲卸売場棟と大きく４つの建物に

分かれています。私たちは水産卸売棟を除く３棟を見学してきました。水産卸売場棟は早

朝にセリが行われ通常の時間帯は何もないのだそうで割愛しました 

ただ残念なことに青果棟は見学通路からガラス越しに、水産卸売市場は小窓からのぞい

て見るので市場の雰囲気が感じられないことでした。 

1 時間 40 分ほど見学し、市場前駅より７駅ほど新橋よりの台場駅に戻り予定していたア

クアシテイ５F「源ちゃん」で昼食をとることにしました 

「源ちゃん」ではお店イチオシのさしみ定食と少々？のアルコールで親睦を図り予定通り

２時半ごろ台場駅より、ゆりかもめ新橋駅に向かい新橋駅で解散となりました 

帰るころには空も明るくなり雨の影響をほとんど受けずの市場見学となりました。雨の

中参加者も少ないのではと心配しておりましたが１１名の方にご参加頂き楽しい見学会に

なりました。有難うございま

した（報告 大森勇） 
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●郷土コースオープン事業 

郷土の会オープン事業 

国立科学博物館付属自然教育園と港区立郷土歴史館 
８月６日、「いきがい大学伊奈学園専科一期の会」郷土コースオープン事業で、港区にあ

る国立科学博物館付属自然教育園と港区立郷土歴史館の見学会である。連日の暑さでどれ

だけ人が参加してくれるか判らないが、目黒駅で９時半から待っていると、岡田さん、塙

さん、伊藤さんと４名の方が参加してくれた。この

暑さでは参加者も少ないと想定していたので主催者

の私としてはこれで十分とホッとした。１０時１５

分まで待って誰も来なかったので暑い陽射しの中へ

歩き出し、写真に見られるように附属自然教育園は

大都会「東京」の中心部にあって豊かな自然が残る、

都市砂漠の中のオアシスともいえる緑地です。６５

歳以上の人は無料なので全員無料リボンを付け、片手にパンフレットを持ち武蔵野の面影

を残している雑木林の中へと踏み出しました。大木に包まれた森に近き散策路を歩くのも

気持ちの良いものです。それらの木々から知ら

ぬ間に「気」をいただいている。自然と触れあ

小道は、私の俳句の世界であり、「★静けさや

緑あふれる都会の森」、「★木漏れ日や緑の中の

小道ゆく」、「★森林の中の小道や風涼し」と詠

む。木陰の路肩にひっそりと咲く山百合の姿が

意地らしく思えてしまい、「★山百合や木陰の

中にひっそり咲く」と一句捧げてしまう。１時

間半程度木陰の中の散策を行い、木陰の中での

昼食には格別の美味しさがあった。 

 都会の中のオアシスともお別れして、炎天下

を東に５分ほど歩いて港区立郷土歴史館へ皆さんを案内する。ここは港区の郷土史を見る

だけなので目新しいことはないが、皆さんに２つだけ案内したかったのは、１番目にここ

の建物の素晴らしさである。「１９３８年に完成した旧公衆衛生院のゴシック調の建物は

地上６階、地下１階で、東大安田講堂などを手掛け

た内田祥三が設計し、米ロックフェラー財団の寄付

によって建設された」。２番目にビデやで案内して

いる氷河時代を過ぎて温暖化が始まり、日本列島も

遥か沖までありましたが、水没して現在の地形にな

っていることを知ってもらえればと思っている。こ

れは現代の温暖化が進めば、北極と南極の氷が解け

て陸地が更に水没する危険があるからです。（郷土の会 岡村） 
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●健康づくりコース事業 

健康づくりコースの暑気払い 

日 時；令和元年８月８日(木) 

時 間：１１時３０分～１４時 

場 所：｢秋が瀬庵｣ ラフレさいたま２階（さいたま新都心駅から徒歩約７分） 

出席者：１３名(男性５名、女性８名) ３名欠席 

今年、関東地方の梅雨明けが７月末で例年より１週間から１０日ぐらい遅くなり、じめ

じめした毎日が続きました。８月に入り本来の夏の天気になり、連日の暑さに体が対応し

ていきません。当日も猛暑の３５度超え、１１時１０分の集合でしたが、早めに来た方に

はすぐに会場に行ってもらいました。女性幹事がティッシュペーパーケースに席次をくじ

引きで決め、予定より１５分遅れでヘルシーな定食に各自飲み物を注文して、１１時４５

分から新井さんの乾杯音頭で始まり、各人の現況報告態度はいつもと変わっていないこと

が何よりです。 

現況報告は健康維持のためのジョギング、カラオケ、グラウンドゴルフ、地元自治会活動

の参加等でこれからも元気に活動できる事をアピールしました。終了後、手話ダンスを鎮

目講師の指導によりカセットテープを用いて数曲踊り、大変リラックスできました。 

最後に次年度役員と、又、１０月１８日（金）開催の｢石坂産業見学会｣の参加者を確認し、

１４時１０分に角田さんの３本締めで無事終了しました。帰りに新都心駅付近喫茶店でコ

ミュニケーションをとり、１５時３０分に現地解散しました。女性幹事には会計・席次決

め等で大変お世話になりました。有り難うございます。 (文・写真伊藤) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

150

●健康づくりコース担当企画事業 

専科一期の会第二回企画事業報告 
（健康コース担当＝１０／１８、リサイクル工場と三富今昔村１２名参加） 

前日の天気予報では雨天が予想されていたが、幸い当日は雨に降られずに一日を楽しく

過ごす事がで きました。定刻にバスがふじみ野駅に迎えに来て 10 時 30 分からオリエン

テーションから始まり工場 見学、くぬぎの森、三富今昔語り部館、質疑応答・アンケート

提出後、バスでふじみ野駅に送り・ふじみ野駅で解散(15 時 30 分)。                   

★リサイクル工場見学 創業から 50 年以上、廃棄物処理ではなく｢資源再生｣。を使命とし

ています。 高いリサイクル化率を可能にするため、分別分級の徹底追求を行い、業界に先

駆けた先進設備の導入 や 人材教育を行っています。地域環境に配慮した取り組みをプラ

ント中心に電動式油圧ショベル、全棟 LED 化、タイや洗浄、壁面緑化で防音効果を高めて

います。●廃コンクリートのリサイクル がれきを粉砕し、再生砕石、再生砂を生産して造

成工事や埋め戻し材として再利用。 ●土砂系混合廃棄物のリサイクル ｢仕分け場｣で荷下

ろし後、人の手で粗選別を行います。土砂系廃棄物は高精度の分別分級を行い、 埋め戻し

材として再生します。良質な紙と軟質プラスチックは RPF(固形燃料)として再生し、金属

類 は鉄やアルミなど種類ごとに有価物として分別しています。 ●木材のリサイクル 建築

廃材を選別・破砕し、木材の等級別にそれぞれ異なる製品を生産しています。                

★再生エネルギーの活用技術 太陽光発電でくぬぎの森プラザの駐車場、非常用照明、ヤマ

ユリ鉄道(ミ二 SL 等)の電源として利用。 ｢くぬぎの森交流プラザ｣に、地中熱を利用した

環境配慮型の口調システムを導入 風力＋太陽光一体型発電 雨天・曇天時には風力による

発電、無風時には太陽光パネルによる発電で 蓄電し、施設内の常夜灯として利用していま

す。大型蓄電池国内大手電力会社と大手蓄電池メーカー との共同プロジェクトとして｢大

型蓄電池｣を設置。夜間電力を充電し、日中に蓄電池の電力を使用することで、契約電力を

大幅に削減。                                  

★三富今昔村 ●くぬぎの森 不法投棄絶えない荒廃した雑木林を整備し、四季折々の草花

や生物が生きる森へ再生しました。 ●くぬぎの森交流プラザ “人と人を繋げる交流の

場”として、2016 年にオープン。｢お

いしい体験｣の他、楽器の演奏会、写

真 展、ワークショップや教室などに

活用していただいています。 ●三富

今昔語り部館 昔ながらの古民家を

そのまま残し、江戸期から昭和期の

衣食住や里山での仕事など、人々の

暮らし を紹介しています。               

★リサイクル工場と聞いたとき、家

庭ゴミ、家屋の廃材、コンクリート

塊等を思い浮かべるが、今回の 見学

会でこれらの廃材は最新設備、先進

装置を使用して地域環境に配慮した

取り組みをし、｢資源再生｣ を見事に

計っています。又、地域の環境を守

り歴史を今に伝えるため、里山の保全活動は､五感を使って自然を体感し里山の新しい価値

を生み出している。(文・写真 伊藤) 
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●郷土コースオープン事業 

浮きウキフェスタ２０１９行幸湖 
行幸湖は、埼玉県幸手市・久喜市・茨城県猿島郡五霞町の境界にある調整池であると同

時に、利根川水系一級河川権現堂川でもある。2007 年（平成 19 年） 埼玉県営権現堂公園

としての整備が完成。平成２１年以来、「水辺の再生」ワクワクイベントとして、★浮島づ

くり、★カヌー・ドラゴンボート水に親しむ体験、★手作り体験教室、★ちんどんパホー

マンス（幸手桜高校演劇部）、★マーチング披露（栗橋東中学校吹奏楽部）、★様々な出店

等あり、地域起しを兼ねた秋のイベントとして開かれて

いる。前上田埼玉県知事も力を入れた浮きウキフェスタ

である。さて、個人的には水辺のある風景が大好きな私

は今回の企画を楽しみにしていた。10 月 27 日、埼玉県

営権現堂公園に

ついて見れば、お

天気に恵まれた

イベントが様々企画されており、これは地域起しの

お祭りではないのと思ってしまうほどの賑やかさで

ある。実行委員長として忙しい中、専科一期の会会

員の田中忠さんにお会いして記念写真を最初に撮ら

せていただき、それ以降は自由に取材させていただ

いた。その状況を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮島は、間伐材と竹を組み合わせたイカダに、木炭とアシの 根を入れた袋を積み、水面に浮か

したもの。アシの成長と共に アシの根による水質改善作用と、茂ったアシによる「島」は、鳥 や

魚などの休憩場・隠れ場となり、新たな生物多様性空間を出現させる。 
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●まちづくりコースオープン事業 

両国界隈散策の記 
（１１月２５日＝１０名参加） 

令和 1 年 11 月 25 日（月）両国西口 10 時集合 

午前はくもり、午後は雨との予報が出されており心配をしていましたが、午前は雲も少

し多目ながらも午後になり日がさして散策日和になりました。 

一方電車の遅れも出て参加される人数の心配もしましたが、まちコース 5 名、郷土を知

るコース 5 名計１０名の参加をいただき実施することが出来ました。 

先ず旧安田庭園(元禄年間に笠間藩主本庄氏下屋敷の庭園として開かれ明治維新後は安

田財閥の祖安田善次郎が所有)を散策し、隣接する横網町公園を抜け関東大震災の犠牲者の

遺骨を納めた東京都慰霊堂を参拝し、次いで同震災の惨禍と復興を伝える東京都復興記念

館を見学する予定でしたがあいにくと休館日。次に急遽変更した北斎記念館も休館、チエ

ックの甘さが参加の皆さんにご迷惑をかけてしまいました。 

勝海舟生誕地、芥川龍之介文学碑、吉良邸跡、回向院をめぐり昼食処へ。昼食はやっぱ

り相撲の街、両国、ちゃんこなべにしました。鶏ちゃんこ、海鮮ちゃんこをそれぞれ好み

により注文、もちろん「生」も加わり楽しい昼食会と懇親の場となりしました 

2 時 30 分食事終了後両国駅にて解散となりました。皆さんにはいろいろとご協力いただ

き有り難うございました。（まちづくり文：大森 写真：岡村） 
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●専科１期の会だより第２号 
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●郷土コースオープン事業 

江戸時代の一番古い谷中七福神巡り 

令和２年１月６日、専科一期の会郷土コースオープン事業の谷中七福神めぐりは、田端

駅で１０時に待ち合わせしたところ、１４名（健康４名、郷土８名、まちづくり２名）の

参加をいただきました。企画者として大勢の皆さんに参加していただき「有難う」の一言

に尽きます。新しい年のはじめ、七福神を参拝すると７つの災難が除かれ，７つの幸福を

授かるといわれ昔から言われています。「谷中七福神めぐり」は江戸一番の古い七福神めぐ

りでその起源は、江戸中期まで遡るとか。七福神巡りも今が最盛期で今朝も田端の駅は沢

山の人達が集まっていました。同じコースを行くわけですから１時間少々のコースも終わ

ってみれば３時間近く掛かりましたが、お天気に恵まれ素晴らしい一日となりました。皆

さんの協力に感謝します。最後は伊豆栄で「鰻」の昼食として締めた。                                         

★東覚寺～福禄寿・ご利益は「人望」。赤札仁王尊のすぐ奥が東覚寺。ここはお金があるお

寺らしくお寺や庭園が整備されていて清々しい。庭園は小さいながら一度は必見。                                

★青雲寺～恵比寿・ご利益は「正直」。本堂の前に植えられている二本のしだれ梅が咲いた

ら本堂を飾り立てるに違いない。                                             

★修性院～布袋尊・ご利益は「大量」。この寺は道脇の塀に七福神のイラストを入れている

ようにＰＲが凄いが、トイレが有るのに訪問者に使わせない心無さを実感した。                     

★長安寺～寿老人・ご利益は「長寿」。本堂に上がって左手に比較的高い位置に寿老人が祀

られている。お堂の外には粘板岩で出来た小さな石碑や十六羅漢が祀られている。                         

★天王寺～毘沙門天・ご利益は「威光」。谷中の墓地の奥にあり、江戸時代、宝くじの発券

を幕府から許されていた寺である。天王寺は室町時代の創建と言われ、都内有数の古刹。                                    

★護国院～大黒天・ご利益は「富財」。ここは敷地も広く大木の多く寺院らしい雰囲気を醸

し出している。千両にミニ雪囲いをした植木が寺の隅にあり人目を惹いた。                                    

★不忍池弁天堂～弁財天・ご利益は「ご利益は愛敬」。1625 年天海僧正が比叡山延暦寺に

ならい、上野台地に東叡山寛永寺を創建。不忍池は琵琶湖に見立てられ、竹生島に習って

島（弁天堂）を築き、竹生島宝厳寺の大弁財天を勧請してお祀りしたと言われている。 
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２０２０年度役員 

役 職 氏 名 コース別 

会 長 瀧澤 正高 まちづくりコース 

副会長 角田  進 健康コース 

会 計 相場 恒夫 郷土コース 

監 事 野村 侃滋 郷土コース 

広 報（ＨＰ管理人） 岡村 昭則（郷土） 

ホームページ委員 

健康づくりコース 伊藤 盛夫 塙 恒雄  

郷土を知るコース 岡村 昭則 田中 忠  

まちづくりコース 久保田 圭子 山田 宏明  

 

専科一期の会・会長就任挨拶 

まちづくりコース 瀧澤正高 

会員の皆様には昨今の厳しい情勢の中、如何お過ごしですか。 

世界に蔓延した新型コロナウイルスの感染拡大や原油価格の急落で株式市場は

大幅な値下がりをしています。国内では一斉休校やイベントの自粛要請で経済に深

刻な影響を及ぼしています。温暖化による気象状況の悪化も台風の強大化、豪雨災

害は毎年発生しています。私たちの住む環境は年々厳しくなっていて、早急に手を

打たなければ手遅れになりそうです。スウェーデンの環境活動家グレタ・トゥーン

ベリさん（17 歳）のような若い人が声を上げて環境問題の解決を訴えています。一人一人が環境問

題に関心を持つことが必要と思います。子や孫世代に先送りをしてはいけないと思います。 

今年は東京オリンピック開催の年ですが、新型コロナウイルスの感染拡大で無事に開催されるか、

心配になって来ました。新型肺炎の早期、終息を祈ります。 

彩の国いきがい大学がこの春生まれ変わります。「埼玉未来大学」になります。他の校友会が解

散するなか、専科 1期は荒波にも負けず、継続出来たことは皆様のご協力と広報担当の岡村さんご

尽力のおかげと思っています。活動の記録は「専科 1期の会ホームページ」を見れば各行事、ボラ

ンティア活動、クラブ活動の内容が見られます。他の校友会ホームページより内容が充実していま

す。 

私事ですが、18 年前に心臓手術（弁置換）で九死に一生を得て、2年前に介護ストレスで胃潰瘍

を起こしで 1 リットル出血して重度貧血で 20 日間入院し、2 度の危機を乗り越えました。今年の 1

月に腰部脊柱管狭窄症と診断され現在も治療中です。皆様にご迷惑をお掛けしています。母（96

歳）は認知症で特別養護老人ホームに入所し、父（96 歳）は圧迫骨折と腎機能低下で入院中です。

古稀の老老介護で何とか頑張っています。このような状況の私ですが、大森さんはじめまちづくり

の皆さんのご支援をいただきながら会長の責務を果たして行きたいと思いますので宜しくお願い

致します。 

校友会活動の目標であった今年の東京オリンピックまで継続し、「専科 1期の会 12 年間にわたる

踏み跡」を発刊する為、最後に会員の皆様に思い出を書いて頂きます。その節は宜しくお願い致し

ます。 

最後になりましたが、皆様の健康とご活躍をお祈りいたします。 
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専科一期の会会員の皆様へ 

コロナ感染で世界中に大きな影響が出ています。みなさんも知ってのとおり、末端の我々

まで日常生活の中へ大きな影響を及ぼしています。私達の専科一期の会の活動もしかりで

す。そのために昨年度末から活動もままならない状況が続いています。公共施設の貸し出

し中止から総会も開けず書面総会に切り替えさせて頂きました。初代会長の田中忠さんが

東京オリンピックまで校友会を続けようという目標に向かって、走り続けてきましたがあ

っという間に、その時期に到達してしまいました。 

しかしながら、皆さんもご存じのようにコロナ感染が世界中に広がり、東京オリンピッ

クどころではなく、１年間延期されたものの、残念ながら我々が目標にしてきたオリンピ

ックは中止せざるを得ないかもしれません。それでも少し落ち着いたので、大宮シーノの

施設利用も再開されました。そこで９月４日大宮シーノに半年ぶりに役員の皆さんに集ま

って頂き、今年度の専科一期の会の役員会を開き、●今年度の校友会活動について、●記

念誌発行及び思い出について、●今後の校友会のあり方について等３点について瀧澤会長、

角田副会長、相場会計、大森前副会長、伊藤前会計、岡村広報担当の６人で検討いたしま

した。その結果をお知らせしますので、下記の事については、皆様のご協力をお願い致し

ます。 

役員会報告 
（R2.9.4） 

●今年度の校友会活動について 

①校友会の企画事業は行わない。 

②クラブ活動はクラブの責任で実施してもらう。 

★俳句「遊」（まちづくり）、★俳句「ゆめクラブ」（郷土）は県民活動センターを使 

ったり、投稿俳句でまとめたりしながら活動を実施しています。 

★専科合同グラウンドゴルフも公共施設の貸し出しが実施されましたので実施していま 

す。 

★太極拳も大宮シーノで練習を再開しています。 

③コース活動は各コースの考えにお任せする。現在は、コロナの影響で実施したコースは 

ありません。 

④専科１期の会会報とＨＰ掲載情報は、２０２１年４月まで発行します。 

●記念誌（１７２頁）については、見積もりを２社から積算してもらい、オールカラーで 

製本にするのか（22 万）、セピア色（表紙カラー11.6 万円）で製本するのか、白黒（表 

紙カラ－11 万円・オール白黒 10 万円）で製本するのか、成徳のカラコピーしてホチキ 

ス止めにしてもらう（10 万円）だけにするか等４件について見積もりの金額を見ながら 

予算１０万円前後で収めるにはどれがいいか検討しました。 

★その結果＝聖徳のカラコピーしてホチキス止めをして１０万円前後で収まり、背表紙 

等は自分たちで行うことも出来るので、これを採用することにしました。 
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★発刊の挨拶＝瀧澤会長、記念誌の発行経費報告＝相場会計、あとがき＝角田副会長 

 専科１期の会の出会いはここから始まる＝岡村広報担当が分担して書きます。 

●記念誌と一緒に配布する「私の伊奈学園での思い出」は会員の皆さんに書いていただき 

ます。 

 Ａ４判横書き明朝１２ポイント１行４０字×１５行（600 字）、健康＝１５名（裏表４

名、４枚）、郷土＝２０名裏表４名、５枚）、まちづくり＝１８名計５３名（（裏表４

名、５枚） 

 Ａ４判表紙２枚＋本文１４枚＝１６枚×６０部＝９６０枚 

 Ａ４判２包（５００枚入り）×@300=６００円 印刷は岡村所属の退職者会の輪転機を使 

いホチキス止めまで機械が行いますので印刷代は無料。 

 ★案内は広報担当がメール配信し及びメールなしの人には郵送で案内する。締め切りは

１１／３０で、メールのある人は岡村宛てに送る。郵送する方は各コース責任者に送る。

未提出者への請求は各コースの責任者が行う。案内文は後日作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●来年度の総会をどのような形でするのか検討する。 

伊奈学園も社会の流れの変化から今年の３月３１日をもって長い歴史を閉じ閉校しまし 

た。伊奈ネットクラブも役員も高齢化と後継者いないことや、伊奈学園閉校ということ 

から伊奈ネットの役目も終えたという観点から解散します。そのため私達のＨＰも２０ 

２１年６月に廃止になります。校友会も専科コースは１期を除いて全て解散しています。 

２年制にしても２２期を除いて解散しています。 

★私達は専科コース１期生として入学し、大勢の仲間との出会いが有り、途中の安藤元会

長の時に組織改革を断行して「ワンコインで、東京オリンピックまで楽しく団結」を合言

葉に活動してきました。その最終年であるオリンピックも新型コロナが世界を駆け巡り、
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中止の危機に追い込まれています。私達は１２年経っても出会いの絆を大切にしながら校

友会活動を続けてきました。目標としてきた年度が来ましたので会費制の校友会は記念誌

発行を区切りに閉じます。これからもクラブ活動、コース活動は続くことや、これまでの

培ってきた絆を維持するために、会費なしの専科１期の会を立ち上げ上げます。組織とし

ては各コースの現役員がコースの連絡員となり、コースをまとめていただき、全体への連

絡は岡村広報担当があたり、クラブ活動やコース活動の報告を皆さんに情報連絡を続ける

ことでいつまでも絆を断ち切ることなく続けて行こうということを決めさせていただき

ましたので皆様のご協力をよろしくお願い致します。 

 

２０２１年度の専科１期の会組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太極拳 

専科合同Ｇゴルフ 

俳句ゆめ 

俳句遊 

まちコース瀧澤 

郷土コース相場 

健康コース角田 

各コース長 

コース長会議 

広報担当岡村 

クラブ部長 

活動報告・ご案内 

●メールで報告 

●全体報告と募

集のみメールの

ない７名には各

コース長が電話

連絡する 

●行事の参加費

は全て実費精算

です。    

●月一度まとめ

た活動報告をメ

ール配信します 
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２０２０年度専科一期の会 会員名簿 計５３名（Ｒ2.4.1 現在） 

◎会長、▲副会長、▼会計、■コース長、◇広報担当兼ＨＰ管理人 

●メールアドレスなし７名 ✖監事 ①ＨＰ委員 

 

 

 
健康づくりコース 郷土を知るコース まちづくりコース 

１ 新井 貞男  相場 恒夫 ▼■ 新井 真弓  

２ 伊藤 盛夫  ①  浅見 法子  石井 一好●  

３ 奥山 久子  有村 弘  石田 孝彦  

４ 小野 正子●  安藤 允浩  伊藤  登  

５ 斎藤 志津子  伊藤 昭子  内田 純子●  

６ 杉本 キソ●  岩松 忠子  大島  修  

７ 高田 忠良  梅田 博  大森  勇 ■補佐 

８ 角田  進 ▲■ 岡田 時雄  柿沼 政夫  

 ９ 塙 恒雄     岡村 昭則 ◇① 久保田 圭子 ① 

１０ 星澤 恵美子●  小沢 孝  小金沢 憲男  

１１ 野本 達子  北氏 和雄  関 利雄  

１２ 吉澤 愛子  小林久美子  瀧澤 正高 ◎■ 

１３ 松山 ノブ子●  田中 忠 ① 田島 許子●  

１４ 鎮目 二三子●  中島 和子  玉置 貞明  

１５ 佐藤寿米子  野村 侃滋 ✖ 蔦川 忠義  

１６   森田 啓資  中原 愛子  

１７   八千代幸男  山田 宏明 ① 

１８   吉野利美子  山田 泰子  

１９   五反田龍子    

２０   長澤 輝子    

計 １５名 

● 

４名 ２０名 

 

１８名 

● 

３名 
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彩の国いきがい大学伊奈学園 

閉校は痛恨の極み 

（令和２年３月３１日閉校） 

昭和５１年５月１１日、埼玉県老人大学運営委員会が設置され、同年７月２１日に浦和

ね熊谷の２学園が開設されました。平成２年４月に伊奈学園が開設されました。「いきがい

大学設置運営規程に高齢者に対する学習機会を提供し、広く仲間作りを行いながら、心身

の健康や社会参加によるいきがいを高め、併せて地域活動の推進のために必要な人材の育

成を図ることを目的として大学を設置する」と規定されています。 

私達が専科１期として入学した時の氏家健也所長は、大学の設置目的を定着させるべく

イナ・ヴォイスの取組に力を入れていたことから、専科１期からもボランティア団体とし

て「手話ダンス同好会」、「太極拳クラブはくつるの会」がイナ・ヴォイスに登録して各方

面の施設訪問して活躍してきたことは言うまでもありません。また、伊奈学園全体のホー

ムページをサポートする、伊奈ネットクラブ責任者であり、イナ・ヴォイスで活躍してき

た鈴木進さんとの出会いによって、専科１期生のＨＰも、在校生中はどれほどお世話にな

った計り知れないものがあります。鈴木さんのサポートで２年目から自分たちのＨＰを曲

がりなりに立上げて今日に至っています。 

 しかしながらボランティア活動者養成校とし

てのいきがい大学伊奈学園のあり方も日本が貧

しくなる中で年金制度の受給年齢の引き上げ、

人口減少等から高齢者も働かざるを得ない社会

環境の変化に伴って、当初の考え方を変更せざ

るを得ず、３０年間の歴史を積み上げてきた伊

奈学園も令和２年３月末に閉校しました。それ

に伴い、先輩たちから後輩へと引き継がれて、

これまで伊奈学園卒業生が積み上げてきたボラ

ンティア活動を支えてきたイナ・ヴォイスと伊

奈いきがいネットクラブの活動も終了に追い込

まれてしまいました。在学時から今日まで１２

年間にわたりＨＰを管理して来た者としては、

痛恨の極みです。 

専科１期の会のクラブによるボランティア活

動も、コロナ感染防止観点から施設の訪問もま

まならず、令和２年２月１８日 （りふれ宮原）

を訪問して打ち切りになり、会員の高齢化から

解散へ追い込まれてしまった。専科１期のボランティア団体とイナヴォイスの関係、専科

１期ＨＰといきがいネットクラブの関係を専科１期の踏み跡として残した次第です。 
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専科一期校友会初代、４代会長田中忠さんの踏み跡を偲ぶ 

 私と田中さんの出会いは、専科一期生として入学し、役員を決める時に、私は既に「さ

いたま市シニアユニバーシティ大宮校」のＨＰを管理しているので、専科一期のＨＰに携

わりたいことや、自分のＨＰを立ち上げたいことから一番先に手を上げてＨＰ委員に立候

補した。次に田中さんも自治会の役員をしており、自治会のＨＰを立ち上げた思いもあっ

てＨＰ委員に立候補した。二人とも自分たちの目標が決まっているので、ＨＰ講習会では

よく勉強したことは言うまでもありません。卒業時までに、曲がりなりにも私が「わが青

春」、田中さんが「南栗橋五丁目自治会」のＨＰ立上げにこぎつけた。 

卒業近くになると校友会立上げということになり、私が二年制１８期校友会会長の田中

康勝さんに校友会設立のアドバイスを受け、下書きをして田中さんに相談し、専科一期校

友会は郷土コースで引っ張るということで初代の会長を田中さんに引き受けていただいた

経過があります。当時、田中さんも６５歳というバリバリの歳なので、最初の理事会で「校

友会最初の理事会の挨拶で専科一期校友会は、伝統を作るという役目が否応になくありま

す。学園の皆さんからも注目されていることでしょう。荷が重いと思いますが、みんなで

その役目を果たしていきます」と挨拶されているように、校友会の基礎作りに全力で当た

っていました。ホームページ委員の傍ら、専科合同ハイキングクラブ・専科合同グラウン

ドゴルフクラブ立上げに参加されて、奥様の介護の合間にクラブ活動に参加され軌道に乗

るまで先頭に立って活躍されてきました。 

伊奈連協に加盟してから専科コースに負担のかかる運営を始めたので、私が公開質問状

を出したりして、伊奈連協や伊奈ネットクラブからも睨まれましたが、専科一期校友会は

アンケートの結果を受けて伊奈連協退会することになり、臨時総会も４代会長の田中さん

に取り仕切ってもらいました。それからは専科合同の行事に力を入れてきました。社会情

勢の流れからいきがい大学もこれまでの運営が立ち行かなくなり、専科コース廃止、二年

制コース廃止、専攻科廃止、そして伊奈学園は閉校してしまった。そのためボランティア

団体を統括したイナ・ヴォイスの事業活動も打ち切り、伊奈

学園関係全体の広報を担当していた伊奈ネットクラブも令

和３年６月でホームペーシ閉鎖に追い込まれてしまった。 

 卒業生の殆どの校友会が解散している中で、専科一期校友

会が今日まで続いているのは、田中さんが校友会最初の理事

会の挨拶で「伝統を作る」という力強い挨拶から始まり、途

中での校友会の改革では、１９６４年東京オリンピック強化

選手でもあり、国体にも出場しているスポーツマンの田中さ

んから東京オリンピックまで続けようとの提案もあり、その

実現に向けて会員一同がまとまり今日に至っています。その

オリンピックもコロナ感染の影響で１年延期したものの、実

現も不透明な状況に置かれています。そのような世情の中で

田中忠さんは旅立ってしまいました。田中さんとの友情を顧

みて、ここに伊奈学園で活動された田中さんの踏み跡をまとめて捧げることにした次第で

す。「★遠き日の君の青春（東京）オリンピック」合掌 令和２年１２月２６日 
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令和２年３月３１日を以って彩の国いきがい大学伊奈学園は閉校しました！ 
それに伴い「伊奈いきがいネットクラブ」が管理してきました、「いきがい大学伊奈学園」

のホームページは令和３年６月を以って終了します。専科一期の会ホームページも令和３

年３月を以ってホームページ掲載を終了させていただきます。皆様には長い間ご協力をい

ただきありがとうございました。       （専科一期の会ＨＰ管理人 岡村昭則） 
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★専科一期の会ＨＰ掲載情報も令和３年３月で終了させていただきます。１１年間にＨＰ

掲載情報１２０回、校友会だより６２回等を発行したことに我ながら驚いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専科一期の会ホームページ３月掲載記事のお知らせ 

(最終号) 

専科一期の会ＨＰは校友会活動情報等を会員の皆様にお届けするため、メールアドレ

スのある方には毎月ＨＰ掲載情報を発行しています。パソコンのメールアドレスのない

人のために年２回の校友会だよりを発行しています。 

●2020 年度専科一期の会会報第２号発行  最終号です。長い間ご協力ありがとうございました。 

赤字が３月にＨＰに掲載したものです。 

http://www.ina-ikigai.net/ina-senka01/ 

★Ｃｔｒｌを押しながら下線をクリックするとページが開きます 

●校友会   ◇田中忠さんの踏み跡(R3.1.31)  

◇いきがい大学伊奈学園閉校は痛恨の極み(R2.11.12) 

 ◇イナヴォイス解散です(R2.10.5)  

◇役員会報告(R2.9.4) 

◇2020 年度専科一期の会会報第１号発行(R2.6/1)  

◇第１０回専科１期の会定期総会（書面総会）(R2.3/27) 

●みんなの広場◇最新のコロナ情報は●ここをクリックしてください  

◇１１月分コロナ情報(R2.12.1)  

◇１０月分コロナ情報 (R2.11.３)  

卓 球    ◇卓球クラブ１０年間ありがとうございました(H31.3.18) 

◇伊奈学園専科１期卓球クラブ（伊奈専卓）旅の想い出(H31.3.18) 

太極拳    ◇はくつるの会第３1回ボランティア報告(H28.4.15) 

◇はくつるの会ハイキング(H29.12.16)  

手話ダンス   ◇手話ダンスだより 102 号(R2.2.18)  

俳句「遊」  ◇俳句「遊」クラブ活動報告 123 号(R3.3.17)  

◇俳句「遊」クラブ活動報告 121 号(R3.1.31) 

俳句「ゆめ」 ◇俳句「ゆめ」クラブ活動報告 130 号(R3.3.28)  

◇俳句「ゆめ」クラブ活動報告 128 号(R3.1.31)  

グラウンドゴルフ合同◇R2 年度第 5 回専科合同グラウンドゴルフ月例会(R3.3.12)  

◇R1 年度第６回専科合同グラウンドゴルフ月例会(R2.2.28)  

 ほほほ http://www.ina-ikigai.net/HP2/smile/ 

その他      ◇ボランティアニュース５２号（R1.12.7)イナヴォイスも解散です。(R2.10.5)  
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専科一期の会 

クラブ活動の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＨＰに活動報告を寄せられている１０クラブに限定しています 

              ★手話ダンス同好会 

              ★太極拳クラブ 

              ★はくつるの会ハイキング 

              ★俳句「ゆめ」クラブ 

              ★俳句「遊」クラブ 

              ★卓球クラブ 

              ★専科合同ハイキング 

              ★専科合同グラウンドゴルフ部 

              ★合同墨彩画展 

              ★街道ウォーククラブ 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 計 

★手話ダンス同好会  令和２年１２月９日解散 

10-180 23-345 23-300 23-230 23-180 23-161 23-140 22-120 13-73 15-78 1-6 176-1813 

★手話ダンスについて                                    

私達、いきがい大学伊奈学園専科｢健

康コース｣第１期生として学んだ仲

間達が、学園祭での｢手話ダンス発表

講演｣活動をそのまま終わらせるこ

となく、継続してこそ成果が出ると

考え、在校時より話し合いを続け、

手話ダンスを卒業後も学ぶことによ

り、さらにコースの親睦を深め、メ

ンバーの健康維持を｢病は気から｣の

講演の教えの基に、私達見た目の年

齢を若く保つためには、何よりも気

を若く持つこと、これからの人生の

若返りも｢気｣からをモットーに活動

し、自分ちの健康維持と地域に貢献することを目的に立ち上げました                      

★手話ダンス同好会だより１4 号 

H24.4.27 伊奈町志久のデーサービス介護施設“ふくろうの杜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私達手話ダンス同好会はボランテア活動で地域貢献することを会の目標にしています。

昨年４月に初めての施設訪問ボランテア活動を行ったのを手始めに今回９回目の施設訪問

ボランテア活動を行いました。施設は伊奈町志久にあるデーサービス介護施設“ふくろう

の杜”です。ここはまだ開業から半年の真新しい施設で、外観は木材で囲った雰囲気の良

い感じで、施設の中も同様に木材が多用され、木の臭いが残っている明るい施設でした。

１４名のデーサービスの皆様の前で手話ダンスを計４曲踊りました。特に施設の皆様に教

えた手話ダンスは皆さん手を振り振り楽しそうに踊ってくれました。途中懐かしい童謡歌

を３曲一緒に唄いましたが、皆で声をはりあげ唄いました。 
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コロナで残念な幕切れとなってしまいました 
 

 私たち手話ダンス同好会は、平成２２年３月の専科１期卒業後、健康づくりコースのク

ラス会代わりとして結成されました。結成時の会員数は２０名を大きく超え、名実ともに

クラス会として相応しいものでした。しかし、１年後に練習日をそれまでの月１回から月

２回に増やしたこと、また高齢者介護施設等へボランティア訪問をすることになったのを

機に、当初の主旨と違ってきたと感じられたのか、数人の方が退会されました。 

 以来１０年、月２回の練習と年間１０回程度のボランティア訪問を続けてきました。そ

の間、ご自身の高齢化・お体の具合や家庭の事情等によりメンバーが少しずつ減り続け、

年号が変わった頃には６人になってしまいました。それでも長年の積み重ねで、臆するこ

となく施設の皆さんの前で手話ダンスを披露してきたのでした。 

 ところが、令和２年２月からの新型コロナウイルス感染拡大により、練習会場の確保難、

ボランティア先からのキャンセルが相次ぎ、メンバー間で話し合った結果、誠に残念なが

ら活動終了のやむなきに至ったのです。 

 ここで、皆さんの前で演舞した回数を集計してみると、 

   校友会合同研修会（初舞台）                １回 

   高齢者介護施設訪問    ３５施設 延べ ８６回 

   放課後学童保育                            １回 

   いきがい大学伊奈学園の後輩への講義    ３回 

   ボランティア活動発表会出演        ３回 

   手話ダンスグループ交流会出演       ３回     合計９７回でした。 

 もしもコロナ禍がなければ１００回を数えることができたのにと、それだけが心残りで

すが、先行きの見えない状況下、受け入れざるを得ないと判断したものです。 

 訪問した施設はさいたま市、上尾市、蓮田市を中心に計３５施設。一番多く訪問したと

ころは大宮白菊苑で、９回を数えました。そのほか３回、４回と回を重ねた施設も多くあ

りました。そして、何と言っても行く先々の施設で皆さんから温かい声援を受けたことが

忘れられません。ボランティアとして皆さんに元気をつけに行ったのに、逆に元気をもら

って帰ってくることがたくさんあったことは、望外の幸せでした。 

 終わりに、皆様には長年にわたり本会を応援していただきまして誠にありがとうござい

ました。心から厚くお礼申し上げます。                             （文：角田） 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 計 

★太極拳クラブ 

1-15 6-64 7-45 11-54 12-66 4-16 1-5 22-164 23-160 20-133 9-57 116-779 

★太極拳クラブ立ち上げ 

 H21 年 5 月 12 日のクラブ編成協議には 15

名が参加し、クラブ活動として、楊名時太極拳

の指導者資格をお持ちの健康づくりコースの吉

橋佳子さんを先生としてお願いし、郷土を知る

コースの森田啓資部長の下、１９名で活動を続

けてきました。吉橋先生の厳しくも温かい指導

により学園祭で演武を公開できるところまで到

達しました。３月末で３名が都合で退会されま

したが、残りの方全員一致で校友会のクラブ活

動として継続していくことを決めました。 

★太極拳“はくつるの会”第１９回ボランテア報告 

H26.7.17“ツクイ大宮公園デイサービス”5 名が訪問しました。参加者は日帰りデ―サー

ビスの方 12 名です。私達

のボランティアは月曜か

金曜日が多いので殆どの

方が始めてお会いする方

でした。皆さん何をするの

か興味深そうに迎えて頂

きました。こんにちはと蔦

川部員が”はくつるの会”

の紹介と「太極拳をして今

晩は良く眠れますよ」とＰ

Ｒをして始まりました。次

に吉橋師範が”ニイハオ”

と挨拶し、皆さんも元気良

く”ニイハオ”と応え和か

な雰囲気で始まりです。ゆったりと吸って、吐いて吐いての呼吸法にうなずきながら一生

懸命取り組んでくれました。                           

★次に健康運動八段錦から、一段錦（両手のひらを上に向けて伸ばし、胃腸を整える運動）、

二段錦（弓を左右に引くポーズで心肺機能を高める運動）、三段錦（片手を上げ下ろしして、

脾臓と胃を丈夫にする運動）、四段錦（首を回し目線を水平に移動し慢性的な体調不良を改

善する運動）、六段錦（両手を交互に伸ばし、内臓を刺激する運動）を師範が丁寧に説明し

ながらゆったりと時間を掛けて行い、皆さんの顔色も徐々にピンク色になってきました。

佳境に入りＣＤ音楽と共に、楊名時太極拳 24 式の１～4 番までを一緒に演じ、皆さん手足

の動きがとてもスムーズになりました。 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度    計 

★はくつるの会ハイキング 

9-66 11-67 6-37 9-57 3-17 2-10 2-11 1-6    43-271 

★はくつるの会ハイキングクラブ立ち上げ 

 県活が休館のために太極拳を練習できない月曜日が有るということが思わぬ副産物を産

んでいます。すなわち、そのような月曜日を利用して月に一度のペースで、ハイキングを

実施しています。登山を趣味にしている方達が音頭をとって、手頃な山（丘）を選んでく

ださるので、ゆったりのんびりと季節の花々を愛でたりしながら汗を楽しんています。 

実施日 行き先  26.1.26 雷電山・青梅丘陵 

22.6.21 大平山   3.29 御岳山・日出山・青梅梅林 

  7.5 鳴虫山   4.29 簑山 

  8.17 切り込湖・刈込湖～光徳牧場   5.28 北高尾山稜 

  9.13 物見山～日和田山   9.15 棒ノ嶺 

  10.29 那須朝日岳  27.5.29 大霧山と秩父高原牧場 

11.7-8 千葉白浜  12.4 葉原峠～風布みかんの里 

12.6 高尾山  28.4.1 城山カタクリの里 

23.1.16-17 日光霧降湯屋・大江戸温泉物語   9.30 高尾山 

2.21 子の権現～竹寺 29.12.10 高尾山 

4.13 鐘撞堂山～円良田湖～羅漢山   

5.30 高幡不動・関八州見晴台   

6.11 日光・高山   

7.16 霧降高原・大山   

9.24 御岳山   

10.9 伊豆ヶ岳・正丸峠   

11.? 高水三山   

12.9 足利行道山   

24.1.18 石尊山 

 

2.18 四阿屋山 

3.24 越上山・顔振峠 

5.26 筑波山 

6.23 陣馬山 

10.21 石老山 

11.25 丸山 

12.10 大山 

25.2.24 城ヶ﨑海岸「自然研究路」  

4.29 琴平丘陵から羊山公園 

5.18 奥多摩むかし道 

7.6 大霧山～定峰コース 

9.18 那須茶臼岳・朝日岳 

10.30 金時山 

11.23 高尾山 

12.14 天覧山～多峰主山 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 R1 年度 R2年度 計 

★俳句「ゆめ」クラブ     R2 はコロナの為に通信句会５回実施 

13-199 12-164 11-145 12-180 12-206 12-195 11-165 11-161 12-138 10-148 7-91 123-1792 

立ち上げ経過 

 新たに設立された「俳句ゆめクラブ」

の初研修会は、平成２２年３月２３に１

５名が参加して、和気あいあいのうちに

開催されました。講師役の梅田さんは

「みなさん、これから熱心に取り組む雰

囲気を感じて、とても期待しています」

と新人たちの成長を楽しみにしていま

す。 

「俳句ゆめクラブ」便り１ 

 猪俣千代子先生の授業をきっかけに

作られた俳句ゆめクラブもそろそろ半年になります。最初の２回は梅田先生から俳句と

は・・、という基本を１８名のクラブ員が学び、３回目からいよいよ俳句に取り組みまし

た。郷土のクラスで受けた授業の時とは違って正式な句会にはいろいろな作法（ルール）

があるのでまずそれに慣れるのが第一、今までに何回か経験しながらもまだ完全には身に

付いてないかも・・（作法通りにやるのを忘れていると先生から注意、“あっ、いけねぇ！”

となってそこで皆が爆笑、というのもクラス仲間だけの集まりという和やかな雰囲気のせ

いでしょう）。いままでのところ、セミナールームで２回の句会と１回の吟行（及び句会）

を行い会員それぞれの個性豊かな秀作・凡作を味わっています。 

 俳句とは己が自然と出るもののようで、１年間のクラスでの付き合いでは分からなかっ

た面を知ることが多々あり、これ又楽しからずや！というところ。６月２２日には初めて

屋外で作句する吟行を開催しました、場所は上尾円山公園。季節柄アジサイ、菖蒲、睡蓮

などの花々が咲いており、緑豊かな公園で池を巡りながら各自頭をフル回転してその午後

の句会に提出する３句の俳句作りに苦労したのも楽しい経験でした。 

          ☆☆吟行の句もそれぞれに花菖蒲☆☆ 

 

活動は月に１回（原則・第４火

曜日）ですが、セミナールーム

での句会と屋外での吟行を交互

に行う予定で、次回の吟行は８

月に行田の古代蓮の里に行く予

定です。 

（「俳句ゆめクラブ」便り作成者 

小林健一郎） 

※会報作りを通して会員を結び

つけている小林さんの存在は

「俳句ゆめクラブ」の要です。 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 R1年度 R2 年度 計 

★俳句「遊」クラブ     R2 はコロナの為に通信句会５回実施 

6-80 11-156  11-144 12-155 12-140 12-118 10-105 11-97 12-101 10-81 7-62 114-1239 

立ち上げの経過 

 平成２２年４月２０日に、この３月に専科１期「まちづくり」コースを卒業した有志１

３名が集まり、俳句クラブを立ち上げました。講師は同じく専科１期「郷土を知る」コー

スをご卒業の梅田 博先生にお願いすることになりました。 

俳句遊クラブ活動報告７３ 

平成２８年１０月１８日（火）、俳句遊クラブは北本市野外活動センター（まほろばの郷）

にて吟行しました。先月は台風で中止に

なりましたが再度チャレンジ、遊クラブ

全員参加（１１名 + 先生）の、秋晴れ

で最高の「吟行日和」となりました。ま

ほろばの郷の「まほろば」とは、本当に

優れた良いところ・場所という意味だそ

うです。近くには氷川神社、厳島神社、

須賀神社と３つの神社がありました。皆

でそれぞれ句を作りました。ランチはこ

れまた最高・・・。歩いてすぐのイタリ

アンレストランで舌鼓をうちました。活

動センターの温もりのある会議室に戻っ

て句を作り、いつものおとぼけあり、笑

いありの楽しい句会となりました。来月は別所沼公園へ吟行の予定です。（新井真弓 記） 

梅田先生の句         １０月の句（５名自薦の句）         

秋祭真白く大き幟立つ     秋澄みて連山青く近くあり   石井一好  

秋空を一刀両断飛行機雲    秋深し宮司の衣赤く冴え   市川三重子 

秀麗やお宮参りの子は眠り       秋高しヨガサークルが芝の上 鈴木清子 
                      秋天に幟はためく村の杜   高橋幸子 

                      宮参り祈りとどけむ神無月  蔦川忠義 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

173

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28年度 29 年度 30 年度 R1 年度  計 

★卓球クラブ 162 回 

21-315 18-250 22-254 18-203 20-257 16-177 18-182 18-175 11-114 解散  1927 名 

立ち上げの経過 

 H22.5.12 クラブ結成に１７名の出会いがありました。「メンバーの一人ひとりが卓球を

楽しみ、メンバーの親睦を図るとした目標」を達成して卒業しましたが、この絆で今日ま

で卓球クラブの活動は続いています。 

    

 

 

            久しぶりの忘年会（部活動番外編） 

専科１期を卒業してから６年半になりました。我が伊奈専卓は、毎月１回から２回の練習

を県活体育館で元気に続けてきました。とは言っても、年々体のどこかに不調が見つかる

のは仕方ありません。そのた

め、しばらく部活動番外編の

催し物がありませんでした

が、久しぶりの集まりは大宮

駅東口からほど近い「うおや

一丁」での忘年会となりまし

た。 

 平成２８年１２月５日、午

前の練習に続き夕方５時半

の定刻前には男性６人、女性

５人の１１人が全員集合。真

面目なものです。４，０００

円飲み放題のコースは全８

品で、枝豆、めいめい盛りの

サラダ、豚チゲ鍋、お刺身５

天盛り、カニみそピザ、イカ

焼き、鮭のわっぱ飯と出てきて、最後はデザートかと思いきや鳥の唐揚げとポテトフライ

と、一番先に出てきそうなものが出されてビックリ。これは料理を食べ終わってもグイグ

イ進む飲み物のつまみがないと寂しかろうという店側の気配りかもしれません。それにし

ても最近は飲み放題の元が取れない集まりが多いなか、我が伊奈専卓の健啖ぶりはさすが

と言うべきか。来年２月には３度目の草津冬期合宿の計画も決まり、Ｋ部長の下、ますま

す結束を固めるのでありました。(文、写真：角田) 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度    計 

★専科合同ハイキング 

 2-17 3-38 1-3 2-24 2-28 1-2 解散    11-112 

立ち上げ経過 

 専科２期生が卒業したことで、専科は専科でまとまろうと専科一期と二期の会長の話し

合いでグラウンドゴルフ、音楽会、学習会やハイキングを合同で行うことなり、その一環

としてオープン参加としてハイキングも現地集合ということで実施してきました。 

第３回合同ハイキング・関さんの体力に感服！ 

平成２４年４月９日（月）、第３回専科校友会合同ハイキングは桜日和となり、大宮公園

周辺の花見をしながら★土呂駅⇒市民の森⇒土呂の地蔵堂⇒寿能城跡⇒大宮第二公園⇒大

宮公園･氷川神社⇒大宮駅まで歩きました。専科校友会合同事業として実施したものです。

東北線土呂駅に集合したのは、一期生１６名・二期生１２名で何と２８名です。その中に

は大宮に住んでいる専科一期の最高年齢で米寿を過ぎている関利雄さんもいます。 

★関さんと私のお付き合いが始

まったのは６年前のさいたま市

シニア大学に入学して２年間一

緒に学び、クラブ活動のパソコン

クラブでのお付き合いは現在も

続いています。関さんがシニア大

学、いきがい大学川越学園、伊奈

学園専科一期校友会と２１期等

の校友会の行事に元気に参加し

ている姿を見るに付け、我々にと

っても大変励みになっています。 

★いつかある時、関さんに「元気

の源は何ですか」とお訪ねすると。

「スケジュールに参加行事を一杯入れて、それに参加するために気持を集中させることで

す。だから私は健康に対する特別に何もやっていません」と返事が返ってきました。それ

は関さん流の健康法なのです。関さんの健康をお手伝いすることも兼ねて、これまでもシ

ニア大学や伊奈学園専科校友会で関さんに「太平洋戦争体験」を講演していただきました。

講演する度に関さんの目は輝いており、大勢の人に感銘を与えたことは言うまでもありま

せん。関さんを支えていたのが最愛の奥様ですが、その奥様が一昨年亡くなられ悲しみで

行事参加も一時遠のいていましたが、また、復活されて今回の合同ハイ

キングにも関さんの参加をいただき、我々も、また、関さんから元気を

貰いました。歩き出して２時間も桜狩しながら大宮第二公園まで来ると、

みなさんヘトヘトに歩き疲れてしまいました。桜の花が枝垂れる下での

昼食は美味しく楽しみました。昼食後、解散したので私は帰りましたが、

仲間曰く、周辺を散策してから大宮駅に向かう途中で喫茶店に入ってお

茶タイムとしたところ、参加者の中で最年長である８９歳の関さんが席

に座るや、直ぐにケータイ電話を取り出して歩数計を見て、日進の家か

ら土呂駅まで歩いて来た歩数も加えて今日は１万４千歩も歩いたと呟いたので、周りの人

はその健脚ぶりに驚いてしまったとか。それにしてもスピードといい、最後まで遅れず歩

かれた体力に感服するとともに、後輩の我々は見習わなくてはとの思いを強くしたことを

話してくれました。これからも関さんが参加されることを願って止みません。（岡村） 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 計 

★専科合同グラウンドゴルフ部 2-11 

1-4 1-17 3-39 1-15 1-15 4-40  4-34 22-102 16-102 24-99 5-27 82-494 

立ち上げ経過 

 H22.5.12 クラブ結成に参加したのは１３名でした。経験者の小金澤さんに部長になって

いただき、１年間活動し、卒業後は先輩達のクラブで１年間活動しましたが、専科２期生

が卒業したことで、専科は専科でまとまろうと専科一期と二期の会長の話し合いで、在学

中のクラブを引き継いだ形で専科グラウンドゴルフ部を結成して今日に至っています。現

在は専科１期から６期までの方の方が参加し、部員も５０数名と大所帯になりましたが、

活動は月２回、年一度大会や夏休み合宿等も実施しています。 

合同グラウンドゴルフクラブ創設一周年記念大会 

 専科一期、二期の仲間が立ち上げた合同グラウンドゴルフクラブも創設してから一年が

経ちます。平成２５年２月１日（金）、県民活動センターのグラウンドで一周年記念大会を

開催したところ、１９名（女性４名、男性１５名＝専科一期１１名）の方々が参加されま

した。当日は風もなく小春日和と好天に恵まれた中で１９名が元気にプレイを楽しみまし

た。グラウンドの整備が悪く

どんなスコアーが出るのか心

配していましたが、いざプレ

イを始めてみれば、皆さんの

実力はグラウンドコンディシ

ョンもなんのそので、１９名

中１３名の方がホールインワ

ンを連発し、一周年記念大会

を盛り上げてくれました。 

★28 年 7 月 24 日・25 日、風

爽やかな高原の尾瀬岩鞍リゾ

ートにて夏合宿（1 泊 2 日）を

開催しました。総勢 18 名参加

（専科 1 期からは 7 名、2 期以降で 11 名参加） 

大宮 9 時発で北上尾駅を経由して途中、上里 SA で休憩し目的地に向かいました。1 日目は

GG 練習会、練習後、併設されている

「ゆり園」を行きはリフトに乗り、

帰りは徒歩で降りて見事に咲いた

百合を見学しました。流石、群馬県

片品村に広がる関東最大級の花畑

を満喫しました。温泉に浸かり汗を

流しました。夜は宴会、美味しい料

理に喉を潤すビールで盛り上がり、

カラオケやダンスで楽しい夜を過

ごしました。2 日目は GG 大会を開

催、高原特有な涼しい風を感じなが

らプレーする喜びを感じました。 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 計 

★合同墨彩画展 

1-3 1-6 1-6 1-5 1-5  2-10 1-5  1-5   9-45 

立ち上げ経過と卒業後の活動 

 入学当初はクラブ発足規定の１０人に足らず、５月末に８人が集まり何とかクラブとし

て学園に認められ誕生しました。卒業後は２年制に進まれた方はそちらの墨彩クラブへ、

専科コースで終わった方は専科２期の墨彩クラブに入り、それぞれ活動を続けています。

年一度の合同墨彩画展でお互いの作品を見ることができます。 

                

               第２０回合同墨彩画展 

                                 (H27.2.7-12) 

  ★伊藤 登さん「雪山の樹林」 

 

 

 

 

 

 

  ★大井昭子さん「名月」 

 

 

 

 

 

 

  ★滝澤正高さん「奥入瀬」 

 

 

 

 

 

 

★玉置貞明さん「高麗川の春」         ★山田泰子さん「渓流」 
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22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 計 

★街道ウォーククラブは天谷さんの逝去により廃部になりましたが、その功績を称えて最後まで掲載します。 

15-125           15-125 

立ち上げの経過 

 いきがい大学伊奈学園の生活に慣れてきたものの、何か物足りなさを感じ、学園での学

習の外に、プラスαー的な事は出来ないかと考えて、中山道の宿場を中心にとして、史跡

と施設見学を抱き合わせた形で活動しようと街道ウォークを天谷さんが立ち上げ、卒業後

も続きましたが、天谷さんが亡くなったことで廃部になりました。思い出の史跡めぐり等

を紹介します。 

          第７回ウォーキングサークル幸手宿 

４月６日(火)は、お天気にも恵まれて桜日和となりました。２２名と大勢の方が参加さ

れ、日光街道「幸手宿の史跡」めぐりと権現堂の桜を楽しみました。。ここで少し「幸手

宿」と「権現堂の桜」の歴史を紐解いて見ましょう。「幸手宿」★大和朝廷時代になると

幸手を含めた関東にもその影響が及び、日本武尊が東征に際して「薩手が島」に上陸、田

宮の雷電神社に農業神を祭ったという言い伝えが残っています。★江戸時代になると幸手

は交通の要地として今に続く繁栄の礎を築くことになります。まず、五街道のひとつ日光

道中と徳川将軍家が日光参詣に使った御成道が合流し、さらに筑波道が分岐する宿場町と

して栄えました。そして街道が整備され参勤交代や交易の往来が盛んになるにつれて、現

在の市街地につながる基礎が形作られてきました。「権現堂の桜」★江戸時代天正年間に

利根川の支流（現在は分流）である権現堂川の堤防として築かれたものと言われ、かつて

は６キロにわたり約3000 本の桜があり、大正時代から桜の名所として賑わっていました。

また、明治９年に明治天皇が東北巡幸の際に立寄ったことから、行幸）堤とも呼ばれるよ

うになりました。※ウォーキングサークルは、クラブ活動としてではなく、サークル活動

として他のコースの皆さんにも門戸を開いています。次回は５月１８日越谷宿です。参加

をお待ちしています！ 
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あとがき 
 

合縁奇縁 

 

 専科１期生の活動記録「思い出の踏み跡」、いかがでしたか？ この冊

子の発刊に当たっては、編集の岡村さんの絶大なるご努力の賜物ではあり

ますが、校友会が発足してからホームページに投稿していただいた皆さん

のご協力があってこそでもあります。しかも、ホームページに掲載された

のは、この冊子の何倍にもなる量でした。まさに、活動も記録も皆さんで

作り上げてきたものだと言えましょう。 

 人との出会い…それはまことに不思議なものです。それまで全く縁（ゆかり）のなかっ

た者同士が、専科１期という枠組みの中で出会い、学び、活動してきました。私ごとで恐

縮ですが、会社が経営危機になれば真っ先にリストラの対象になるかどうかの崖縁（ふち）

にいた私でしたが、何とか６０歳の定年を迎えることができました。その後、１年ごとの

再雇用嘱託契約で２年目を迎えたとき、職場では私の後任に教えることはなくなり、一つ

の仕事を二人でこなすような状況になりました。そこで、あと１～２年は勤められる状況

ではありましたが、平成２１年７月に迎える６２歳の誕生日をもって退職することにし、

その年の４月から新設されたいきがい大学伊奈学園専科１期に入学したのでした。ですか

ら、あと１年勤めていれば専科１期の皆さんとは出会わなかったことになります。まさし

く、奇なる縁（えにし）で結ばれた仲間と言えましょう。 

  専科１期の１年間はあっという間に修了し、約半数の人が続く２年制の２１期に進学す

るなか、専科１期校友会が結成されました。２年後には２１期の校友会が出来、そこで二

つの校友会のどちらを選ぶか、二つとも所属するのかの選択を迫られました。結果として、

２１期校友会は２年遅れて発足したのに１年早く解散してしまいました。明らかに専科１

期の会の方が、結束が強かったのです。因縁（いんねん）というと、今ではマイナスの意

味に使われることが多いようですが、本来は、人と人とが互いに気心が合うかどうかは、

みな因縁という不思議な力によるものであるという仏教用語で、これはもう、ご縁（えん）

があったというほかありません。 

 人生の最終コーナーを回って直線に入った今、過ぐる１１年間にわたる校友会活動の記

録集である本冊子を、皆様の思い出の縁（よすが）として、折にふれ、お手にとって再読

されますことを願ってやみません。 

 

 令和３年３月吉日 

                          令和２年度副会長 角田 進 
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